
会話場面における人の概念の類型論（II) :
その類型と類型の世界的分布

言語: Japanese

出版者: 国立民族学博物館, National Museum of

Ethnology

公開日: 2010-02-16

キーワード: 

作成者: 吉田, 集而

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004454URL



吉田　　会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

会話場面における人の概念の類型論 （皿）

・その類 型 と類 型 の世 界 的分布一

吉 田 集 而＊

       Typology of Person Category in Deixis (II) 
The Types of Person Category and It's Distribution in the World

Shuji YOSHIDA

   This paper describes the typology of person deictics, and 

exemplifies the new universal person deictic system discussed 

previously  [YosHrDA 1982]. It also examines the co-relationship 
between typology and language groups. 

   Using 1129 languages (and/or dialects), 9 Basic Types, 23 
Derivative Types and 2 Duality Dominant Types are recognized. 
The Basic Type is not formulated statistically, as was Ingram's 
methodology (1978), but theoretically. When all possible terms 
within a particular person deictic system exist, the type which has 
the terms is identified as a Basic Type. For example, a system in 
which Loquent person and Audient person have both  'singularity' 
and  'plurality' forms, belongs to a Basic Type, but a system in 
which Audient person has only one term in spite of Loquent person 
having  'singularity' and  'plurality' forms, as in English, is identi-
fied as a Derivative Type. Basic Types are divided into two; 
Dialoquent Person Type (D-Type) and Non-Dialoquent Person 
Type  (ND-Type). ND-Type lacks a Dialoquent person category 
whereas D-Type has one. D-Type is subdivided into two; 
Singularity Dialoquent Person Type (Ds-Type) and Non-Singul-
arity Dialoquent Person Type  (Dns-Type). Only infrequently 
among the world's languages does a  'singularity' form of Dialoqu-
ent person occur. However, this occurs more often among the 
Minor Languages of the Philippines [REID 1971], as in  HanunOo 

 [CONKLIN  1962]. This is the Ds-Type. The other system has a 
Dialoquent person and belongs to the Dns-Type.
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   The Derivative Type is that in which one or more terms are 
absent from the terms of Basic Type or occur in addition to those 
terms. Since these types appear to be genetically derived from 
Basic Types, they are called here Derivative Type. Only 68 
samples out of 1141 (6.0%) languages treated here are identified 
as Derivative Type, indicating that in them human recognition 
is rational. 

   Two samples do not distinguish between singularity and 

plurality forms despite the clear existence of a duality form. 
This is the Duality Dominant Type, and it is noteworthy that 
this type has the Dialoquent person. Although the  'duality' 
form regularly appears following distinction between  'singularity' 
and  'plurality' forms, it shows that the  'duality' form in deictic 
system is closely related with the Dialoquent person category, and 
that the  'duality' form might be independent of other number 
systems, although not universally so. 

   Most language groups exhibit particular characteristics in the 

typology of person deictic system. For example, the dominant 
types of Austronesian are 5Dns (Dns type with 5 terms) and 6Ds 
types. Papuan is 5ND type, Australian is 8Dns, Indo-European 
is 4ND, Afro-Asiatic is 4ND, Nilo-Saharan is also 4ND, and so on. 
It seems that the notion of person deictics is strongly retained from 
the ancestral language among the most language groups. 

   Sometimes, sub-groups have different characteristics that set 
them apart from the groups. For example, Koman is identified 
as 5Dns dominant type although Nilo-Saharan as a group is 
identified as 4ND dominant type. Hence, sub-group level 
analysis might reflect more precisely the actual features of the 
samples. D-Type and ND-Type are adopted for simplification 
and to clarify the basic notion of the deictic person system. A 
distribution map of the types on the analysed above is provided 
Fig. 30. The map suggests three hypothesis regarding the origins 
of the notion of Dialoquent person category. One may be a 

 Yinmanese (the southwestern part of China) origin, from where 
the notion of the category diffused westwards (Munda and 
Dravidian), southwards (Kam-Tai, Austro-Asiatic without Munda 
and Austronesian) and northeastwards (Altaic and American 

 languages). The second is that the origin might have been the 
ancestral language of Chado-Hamitic. This is the African center 
of the Dialoquent person category, and the notion of the category 
spread from an uncertain geographical locality of the ancestral 
language to Koman, Kordofanian, Eastern Sudanic, Adamawa-
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Eastern, West Atlantic and Khoisan. The third hypothesis is 
an Australian origin. Although these hypothesis remain specul-
ative, they are valuable for testing the substratum of general 
human recognition from the macro-perspective.  {Key  word  : 
Cognitive Anthropology, universality, world's languages, typology, 
origin and deixis] 

   (Please observe that the title of the first paper in this series 
should read "Typology of Person Category in Deixis (I)".)

０．　 は じめに

１． 方法 論

　 １．１． 資 料

　 １．　２． 表 記 法

　 １．３． 人 称 と数 の と りあ げ方

　 １，４． 基 本 的 類 型 と 派生 的 類型

２． 類 型 論

　 ２．１。　 基本 的類 型

　 ２，２．　 派生 的類 型

　 　 ２．２。１． 派 生 的 ＮＤ 型

　 　 ２．２．２．　 派生 的 Ｄｎｓ型

　 　 ２．２．３．　 派生 的 Ｄｓ型

　 ２．３．　 ２数 性 卓 越 型

３． 分 布 論

　 ３．１． 各 論

　 ３．１．１．　 オ セ ァ ニ ァ

　 ３。１．２．　 ユ ー ラ シ ア

　 ３．１．３．　 ア フ リ カ

　 ３．１．４．　 ア メ リ カ

　 ３．１．５．　 未 分 類 語

　 ３，１．６．　 Ｐｉｄｇｉｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ

　 ３．　２． 総 論
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０． は じ め に

　前稿 ［吉 田　 １９８２］ において， 類型化のための 基礎作業 をおえ た。 す なわ ち， 双

称１）， 自称 ，対称，他称 の ４っの人称 か らな る人称 シス テムと単数性， 複数性， ２数

性 ， ３数性， ４数性な どの数 の システムをエテ ィックな弁別的特徴 として用 いること

が適 当で あることを提 示 した。ただ し，他称 は世界的 には普遍的でない ことを示 し，

これを この類型論 か ら除 くことも示 しておいた２）。

１）本論でいう双称は従来，　 １人称包括的といわれていたものである。 詳 しくは前稿 ［吉田

１９８２］を参照。

２）最近出版されたバンヴェニス トの訳本には本稿にかかわる興味深い論文が収載されている。

彼は本来的な人称としては１人称と２人称をあげ， ３入称は非 ・人称としている ［バンヴェニ

ス ト　 １９８３：　２０８－２１２］６しかし，１人称の包括形と排除形の問題になると，ここでいう双称が

人称であるという点は見過されて しまっている。彼ほどの人でも，その当該の文化に考え方を

縛られてしまうものであるらしい。とはいえ，彼の論文はいろいろと示唆に富んだものであり，

たとえば，双称のあるときの複数と双称のないときの複数では少 し性質がことなるとの指摘も

興味深い。なお，彼はパプア系言語にも双称があるように書いている ［バンヴェニス ト　 １９８３：

２１３］が，それは本論で示 したように恐 らく誤りであろう。

３０９
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　本稿ではそれらをもとにして，実際の資料に基づいて類型化を行ない，どのような

類型が存在するかをまず明 らかにする。その後，言語 グループ３》ごとめ類型論的特徴

を検討 し，さらに類型 と地理的分布との相関性を検討 しようとしている。ここでいう

言語グループは系統的分類を基本とし，系統的分類のできないものは地理的分類にし

たがってのグループ分けである。実際に用いた分類は Ａｐｐｅｎｄｉｘ　ＩＩに示 しておいた。

なお，言語グループ内における人称代名詞の祖形を復元することはもとより目的では

ないし，それらの語彙が形 として相関 しているかどうかも問題ではない。その語彙の

裏側にある認識の仕方としての類型において相関性があるかどうかが問題なのである。

そういう意味では言語学的資料を用いてはいるが，とりあつかおうとしている問題は

認識人類学に属することである。

１． 方 法 論

１．１． 資 料

　本稿で用いられる資料は次のようなものである。

　（ｉ） 特に人称代名詞に関する論述が行なわれている論文および単行本。

　（２） それぞれの言語の文法書，および文法的記述のある論文。

　（１）については，それぞれの言語グループごとに類型の分布を記述するさいに，基本

文献 として本文または脚注に書き出しておく。また，（２）についても，特に多 くの資料

を用いたものは（１）と同様に書 き出してお く。

　以上の単行本および論文のほとんどは国立民族学博物館に所蔵されているものであ

る。ただし，著者および当館研究者の資料が若干それらに加え られている。このよう

にして集められた資料にはある偏 りがある。すなわち，本論において興味のあるアメ

リカについてはやや古い資料を用いているし，また南アメ リカの資料をほとんど欠い

ている。そのため，いずれはアメ リカについては再検討を行なわなければならないと

考えている。 しか し一方では，これまで比較資料 としてあまり用いられていなかった

３）「言語グループ」 という用語は， 後の注 ７で示 したような分類単位としての用語ではなく，

どの分類レベルでも用いることができる用語としてあつかっている。ただ し，ここでいう 「言

語グループ」は本文中に書き出したようである。そして，できることならば系統分類のみで貫

きたいと考えていたが，系統のはっきりしたレベルで整理しようとすると余りにも煩雑すぎる。

そのため，地理的分類を加えた常識的なレベルでまとめを行なった。実際，これまで多 くの言

語学者が多大の努力を重ねてきたにもかかわらず，なお多くの系統分類上の問題を残 している

のは，むしろ動物や植物の分類のアナロジーを適用しようとしていることに問題があるように

思われる。言語はやはり生物とは異なった原理で動いているのではないであろうか。特に言語

接触に見られるさまざまの現象はそれを暗示 しているように思われる。

３１０
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ニ ューギニアや オース トラ リアの資料がかな りの程 度 とりこまれてい る。 これは主 と

して ＰａｃｉｆｉｃＬｉｎｇｕｉｓｔｉｃｓの最近 の活発 な出版 に負 ってい る。 なお， イン ド・ヨー ロッ

パ語族 に関 してはここで とりあげた以上 に多 くの資料 が所蔵 されて いるが，類型論的

には極めて単調 であるため，あま り熱心 には参照 されてはいない。む しろ，その多 く

は他 の資料 をさがす さいに副次 的に出会 った例を拾 ってい る。 そのため， ときに奇妙

な例が用い られていることがあ る。そ して， その ように拾 ってい っても，な お全体 と

して は多す ぎる結 果 とな っている。

このような母集団を限 っての， 目につ くものだけを拾 うとい う資料 の採集方法では，

Ｂｅｌｌ［１９７８ユのいうよ うな 統計学 的に妥 当な 資料の抽出法 とはな っていないの は明 ら

かで ある。 参考までに Ｂｅｌｌの例 にな らって試算 したものを表 １に示 しておこう。 こ

の表によれ ば， Ａｕｓｔｒｉｃ，Ｄｒａｖｉｄｉａｎ，Ｉｎｄｏ－Ｅｕｒｏｐｅａｎ の ３つの言語 グループの資料

が多す ぎることにな り， Ｉｂｅｒｏ－Ｃａｕｃａｓｉａｎ，Ａｍｅｒｉｄ の ２グループ が少 な す ぎ る。

Ａｕｓｔｒｉｃが多す ぎるのは Ａｕｓｔｒｏｎｅｓｉａｎ が多すぎ ることによってい るが，実はそれは

この研究が Ａｕｓｔｒｏｎｅｓｉａｎ か らスター トした とい う研究上 の成 り立 ちにかかわ ってい

る。 すなわ ち， Ａｕｓｔｒｏｎｅｓｉａｎ での類型のモデルをまず作 りあげ，その後に他 の地域

に広げ られたのが本研究なのであ る。

表 １ ベ ル の 試 算 と の 比 較

Language Group

 1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16.

Austric 

Indo-Pacific 

Australian 

Sino-Tibetan 

Eurasiatic 

Ibero-Caucasian 

Dravidian 

Indo-European 

Afro-Asiatic 

Niger-Kordofanian 

Nilo-Saharan 

 Khoisan 

 Amerid 

Na-Dene 

Ket 

Burushaski

Estimated 
number

800 

700 

200 

250 

70 

35 

20 

90 

200 

900 

100 

20 

900 

30 

 1 

 1

No. of 3500 

 yeas ago

 ca. 

est. 

 ca. 

 ca.

est.

55 

100 

27 

20 

13 

 4 

 1 

12 

23 

44 

18 

 5 

150 

 4 

 1 

 1

Actual 
number

370 

138 

99 

88 

39 

 2 

 6 

54 

47 

123 

79 

11 

66 

 6 

 0 

 1

Proper 
number

130 

236 

64 

47 

31 

 9 

 2 

28 

54 

104 

43 

12 

354 

 9 

 2 

 2

Total  ca. 4300 478 1129 1127
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　Ｉｂｃｒｏ－Ｃａｕｃａｓｉａｎ の例は確かに少なすぎる。 しか し， それは具体的な例 としても

っともよく知 られたグルジア （Ｇｅｏｒｇｉａｎ）語をとりあげただけであるが，後に見 られ

るように全体としての記述を加えてその不足を補なってある。Ａｍｅｒｉｄ の少なさは先

に述べたように用いた資料の制限だけでなく，実際に南アメ リカが資料の少ない地域

であることにも原因があり，今回は検討の範囲外とした。

　このように，Ｂｅｌｌの算定値と比較するとかなりのひらきが認められ，統計学的な数

字にはあるバイアスがあることを認めなければな らない。とはいえ，そうしたバイア

スを考慮にいれた上でその数値を見れば，かな りの程度まで全体の状況を読みとるこ

とができると思われる。さらに，この類型論では結果として言語グループとの相関性

が認められるゆえに，各言語グループごとにまとあ られた結果は，全体の状況をより

的確に示 しているものといえよう。

１．２． 表 記 法

　前稿で述べた人称システムとして双称，自称，対称，他称 （ただし他称は前稿で述

べたように普遍性を持つものではないゆえにここでは除かれている）を，数のシステ

図 １ 類 型 の 図 的 表 現

ム として は単数性，複数性， ２数性，

３数性 などを用い る。実際 の類型 は

この ２つ の システムの組合せ による

のであ るが，本論では類型化 を図 に

よ って示 そう と考えてい る。それに

よって， よ り簡素化で きるとともに

より体系 的に類型を把握す ることが

で きるよ うになる と考えてい る。

　図化 に さい しては，縦方向に人称

を，横方 向に数 を とったマ トリクス

を用い る。図 １ａ のように，人称に

つ いては上 か ら双称， 自称，対称の

順 にな らべ られている。その さい，

３段 にな らべ られているときは常 に

その順序 でな らべ られて いるが， ２

段 のときは図 １ｂ のよ うに自称，対

称 の順でな らべ られ双称 が省 かれて

３１２
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いる。数については左から右に単数性，複数性，２数性，３数性 という順序でならべ

られている。この配列は多少意外に思われるかもしれないが，実際の作図のさいのヒ

ントからこのような配列にした。それは次稿で述べる予定の類型の発展に関係 してお

り，単 ・複の区別が２数性や ３数性よりも先行 していることを表現するのに都合がい

いという事情とも関係 している。そ して，もし１列 しか描かれていないときは単 ・複

図２ 双 称 を も た な い 類 型 の 場 合

３１３
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の区別のない場合一 未分化数の場合を示 しており， ２列のときは単数性と複数性か

らなっていることを， ３列からなるときはその右側に２数性が加え られていることを

示 している。 ４列のときはさらに３数性が加わっていることを示 している。実際には

これ以外の場合もありえ，そのときはかな らず数が表記されている。

　 ここで，図化にさい してのひとつの規則を設けておく。すなわち，それぞれの用語

がとりうる全てを図のなかに含めるという原則である。ただ し，双称をもたない類型

では少 しの例外を設けておく。

　双称をもたない類型では双称のマ トリックスが省略されている。たとえば図２ａの

ように双称は描かれていない。しかし，双称の機能を持つ用語がないのではない。た

とえば，ｅｄｉｔｏｒｉａｌ　ｗｅと ｔｅａｃｈｅｒ’ｓ　ｗｅはそれぞれ自称 と双称を示 している。それゆ

え，先の原則をつ らぬ くならば図 ２ｂのように描かれるべきである。結局はおなじこ

とではあるが，双称をもたない類型の言語を話 している人々にとっては図 ２ｂは奇妙

な図であろうし（すなわち，この図のようには認識 していない し），一方では図 ２ａと

することによって，この図が整合性を持つことも表現できるゆえに，図２ｂではな く

図２ａをここでは用いようとしている。

　 これに関連 して図 ２ｃについて少 し注釈をつけておこう。図 ２ｃは双称の複数性は

存在するが自称の複数性は存在 しないという類型である。先の原則を適用すれば自称

図３ い ろ い ろ の 表 現 方 法

３１４
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の複数性は双称の複数性でしか表現できず，図 ２ｃは図 ２ｂ とかきかえられ，そ して

図 ２ｂは図 ２ａ となるように思われるが，私はこの類型を独立したものとしてとりあ

つかっている。それは前稿でも述べたように，純理論的には自称の複数というものは

ありえず，実際にそのような言語があると考えられるか らである。ただし，この類型

は安定性を欠き，いずれは図 ２ａまたは図２ｄに変化 してゆ く一一Ｐｔの遷移形と考え ら

れる。

　 このような原則を設けておくのは，図化に際してさまざまの表記が可能であり，な

ん らかの規則を設けなければ混乱をひきおこすからである。たとえば，図 ３のａ，ｂ，　ｃ

は同 じ類型である。この場合 ｄという類型は後に述べるように存在 しないため （＊印

は実例として見い出さなかったことを示す），これらは相同となる。そ して図 ２の ａ，

ｂ，ｃのいずれでもよいが，先の原則を設けておくと必ず ｃと描かれることになる。別

の少 し問題となる例を次にあげておこう。図 ４ａは自称 ・２数性を欠 くときであるが，

その場合，双称 ・２数性の用語がその穴をうめるならばｂ， もし自称 ・複数性が用い

られるときは ｃとなる。そしてこの ２つの場合は共 に存在 しえる。このように図化す

図４ 双 称 を も つ 類 型 の 場 合
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るとｂとｃとは別の類型であることがはじめて明らかになり，本論ではこれ らを区別

す るということである。ただ し，文献にそのような記述がなければそれ らの区別は不

可能であり，その場合はａをそのまま用いるという実際上のとりあつかいも起こりえ

る。

　 ２，３の例をあげて表記法の実際を示 したが，その際に先の原則を設けることによ

って，ある種の混乱を防ぐとともに，より精度の高い類型を抽出することができるよ

うになる。

１．３． 入称 と数 の とりあげ方

　言語 によって，入称 と数 のあ らわ され方 にはさまざまの変異 があ る。 もっとも典型

的な ものは人称代名詞であり，人称 と数は必 ずその意味成分 として見 い出す ことがで

きる。 ところが，複合成語 のような場合，住 々に して人称 と数が分離 されて いる。た

とえば， アメ リカ ・インデ ィア ンの言語 である スー （Ｓｉｏｕａｎ）語で は， ３種の人称

（双称， 自称，対称） を区別 して いるが，数 は動詞 の接尾辞の形 で出現す る。複数は

吻 （Ｔｅｔｏｎ 方言）， －ｉ（Ｐｏｎｃａ方言）， －ｗｉ（Ｗｉｎｎｅｂａｇｏ 方言） などで，　Ｂｏａｓ と

Ｓｗａｎｔｏｎ は， これ らが動詞 につ くことか ら文全体を複数化す る もの と考 え て い る

［ＢｏＡｓ＆ ＳｗＡＮＴｏＮ　 ｌ９１１：９３２］。 しか し，文全体 の複数化 とい うことは，実の とこ

ろ，人称代名詞をふ くむ主語 の複数化であ るにす ぎない。 この ような場合，人称 と数

は分離 して いるが，その両方 をとりあげてひ とつのセ ッ トと考えて類型化 して いる。

こうした例 はスー語 にか ぎ らず，た とえばニュー・ギニアのニムボ ラン（Ｎｉｍｂｏｒａｎ）語

のよ うに，もっと複雑な形 で人称 と数が分離 し，動詞 に接辞す る場合 もある ［ＡＮＣＥＡｕｘ

１９６５］。 しか し，基本的 にはどの言語 において も人称 と数が見い出せ る ものであ る。

ただ し，後に述 べるように数の区別が記述 されて いな い例が ２例 あ った。 その類型は

理論的 にはあ りえるものであ るため とりあげたが，本 当に数 の区別がないのかど うか，

ややあや しいと考えてい る。

　人称や数 は，非分離 ・分離にかかわ らず， また代名詞であろ うが，分詞，接語，接

辞な どの形であろ うが，そ う した区別 は ここでは一切かかわ らず， その概念が表現さ

れて いるものな らば，それ らの全てを とりこむ という方法を用いている。 この ように，

この類型論は決 して，人称代名詞その ものの類型論ではない。人称 と数 についての類

型論 なので ある。

　 また，言語 によ って独立 した語 と格変化あ るいは人称接辞の両方 を とるものがみ ら

れ，それぞれが異 なった類型 であ ることが しば しばみ られ る。 この場合，最大限に分
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化 したマ トリックスをその言語 における類型 として いる。

ユ．４． 基 本的類 型 と派生 的類型

　類型化に際 して，基本的な類型 と派生的な類型に分ける。Ｉｎｇｒａｍ は，一般的な類

型と非一般的な類型を出現頻度で区別 した ［ＩＮＧＲＡＭ　１９７８：２１８］が，本稿では類型

の整合性あるいはその完結性を基準 としている。すなわち，統計的な基準ではなく，

理論的な基準を用いようとしている。

　 「拡散」と 「収敏」というものは，いろいろの分野にみられる現象である。それは，

ものごとを動的に見るとき，ほとんど常にみ られる現象である。このことは本論にお

いても認められる。すなわち，人称と数において，整合 的な類型 とは収敏 した類型

であり，非整合的な類型は拡散 した類型 とみることができる。拡散の方向にはより単

純化の方向もあれば複雑化の方向もあろう。しかし，それはここでは問わない。そ し

て，それは整合的な類型から他の整合的な類型に移る中間的な類型，あるいは不安定

な類型と私はみている。 それ故， 整合的な類型を基本的類型 （ｂａｓｉｃ　ｔｙｐｅ）とし， 非

整合性な類型をそれから派生 したものとみて派生的類型 （ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅ　ｔｙｐｅ）と命名 し

た。勿論，派生的類型からも基本的類型が派生するので１まあるけれど，特に初源の場

合を考えればそのように考えられるが，私は人間の合理的なものに向う傾向を重視 し，

そうしたものを基本的なものとみている。そして，ここでいう合理的なもの，あるい

は整合的なものは先に述べたマ トリックスの全てが当該の言語の用語で埋められた場

合をいう。また，基本的類型を私は安定な類型 と述べたが，それは類型論的に安定で

あるという意味であり，基本的類型も他の要因によって不安定となることもあるし，

反対に派生的類型 も安定化することもあるということを付け加えておかなければな ら

ないであろう。

　 このように２っの類型に分けるとき，共時的な現象に対 しては類型論 としては基本

的類型が中心的な類型になるし，通時的な分析に際しては派生的類型が重要な意味を

もってくる。

　 ところで，非整合的な類型の中で，例外的な類型が存在する。先の図化はすでにい

くつかの規則性が内包されている。たとえば，数については，３数性の出現は ２数性

を前提としており， ２数性は単 ・複の分化を前提にしている。ところが，このような

前提に違反する例がまれではあるが存在する。すなわち， ２数性が単 ・複の分化の前

に出現するという類型である。それ故，非整合的な類形の中でもこのような類型を特

に区別 して ２数性卓越型 （Ｄｕａｌｉｔｙ　Ｄｏｍｉｎａｎｔ　Ｔｙｐｅ）とよぶことにする。
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表２　基本的類型と派生的類型の出現率

例数

基本的類型

　 １，　０５９

（９３．８％ ）

非 整 合 的 類 型

派生的類型 ２数性卓越型

６８

（６．　０％ ）

　 ２

（０．２％ ）

　７０

（６．　２％ ）

合計

１，　１２９

　さて，基本的類型， 派生的類型及び２数性卓越型 に分けたが， 本論で用いた言語

（及び方言）１，１２９例の内， 基本的類型に属するものが１，０５９例 （９３．８％）をしめてい

る。派生的類型は６８例 （６．０％）にすぎない。 まして，例外的な２数性卓越型は２例

（Ｏ．　２％）だけである。このようにみて くると，いかに基本的類型が安定的であるかを

示 しているし，一方で，基本的類型を中心に して通文化的に本論を進めることの妥当

性 も明確であろう。

　なお，Ｉｎｇｒａｍ は７１の例の中で，一般的類型としてとりあげ，検討の対象 としてと

りあげたのは４９例 （６９％）４）にすぎない ［ＩＮＧＲＡＭ　ｌ　９７８：２１９］。先に示 した基本的類

型の９３．　８％にくらべると，単に統計的に多いという一般的類型をもとにした Ｉｎｇｒａｍ

の議論はかなり荒っぽいものであり，類型論としては不充分であることを容易に想像

させる。

　次に基本的類型，派生的類型，２数性卓越型に分けて具体的な類型を記述 しておこ

う。

２． 類 型 論

２．１． 基 本 的 類 型

　整合性を持つ類型 ，す なわ ち基本的類型 と認 め られ るものには， ９つ の類型があ っ

た。理論的 に可能な ものをさ らに列挙 す ることは可能ではあ るが，この ９つ の類型 し

か認 め られなか った とい うことにも重要 な意味 がある。

　 それ はさてお き，その ９つ の類 型の実例 を図 ５に示 した。形だけを とり出 し並びか

え ると図 ６のよ うになる。 この図か らみる と，ただ ちに ３つのグループに分 けられ る

ことに気付かれ るであろ う。すなわ ち，「双称を もたない類型」 と 「双称を持つ類型」

４）Ｉｎｇｒａｍ は７１％と記 しているが，４９／７１・一一〇，６９０１となり，６９％にしかならない。 単純な計算

　 ミスかもしれない。
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ワタム （Ｗａｔａｍ）語 アスマ ッ ト（Ａｓｍａｔ）語 マ ギ（Ｍａｇｉ）語

（パ プア系 言語 ）　 （パ プア 系言語 ）　 　 　 （パ プァ 系言語 ）

キワイ （Ｋｉｗａｉａｎ）語 （パプ ア系 言語 ）

トバ ・バ タッ ク（Ｔｏｂａ－Ｂａｔａｋ）語 　ヤ ップ（Ｙａｐｕｓｅ）語

（オー ス トロネシア語 族 ）　 　 　 （オー ス トロネ シア語族 ）

ア ムプ リン （Ａｍｂｒｙｍ）語

（オー ス トロネ シア語 族 ）

マ ロ（Ｍａｌｏ）語

（パ プ ア系言 語 ）

リー フ（Ｒｅｅｆｓ）語

（パ プア系 言語 ）

図５ 基 本 的 類 型 の 例

非双称型（ＮＤ）

双称非単数性型

　 （Ｄｎｓ）

双称単数性型

　 （Ｄｓ）

図 ６ ９ つ の 基 本 的 類 型
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の対立がまずあ り，さらに後者 は 「双称に単数性 をもたない類型」と 「双称 に単数性を

持つ類型」に分 け られ，合計 ３っのグル ープがあ ることになる。 これ らのグループを

命名す るな らば，「双称を もたな い類型」 は非双称型 （Ｎｏｎ－Ｄｉａｌｏｑｕｅｎｔ　Ｐｅｒｓｏｎ　Ｔｙｐｅ：

略 して ＮＤ－Ｔｙｐｅ），「双称 を持つ類型」は双称型 （Ｄｉａｌｏｑｕｅｎｔ　Ｔｙｐｃ：Ｄ－Ｔｙｐｅ），そ して

後者 は，双称非単数性型 （Ｎｏｎ－Ｓｉｎｇｕｌａｒｉｔｙ　Ｄｉａｌｏｑｕｃｎｔ　Ｐｅｒｓｏｎ　Ｔｙｐｅ：Ｄｎｓ－Ｔｙｐｅ），

双称単数性型 （Ｓｉｎｇｕｌａｒｉｔｙ　Ｄｉａｌｏｑｕｅｎｔ　Ｐｅｒｓｏｎ　Ｔｙｐｅ：Ｄｓ－Ｔｙｐｅ）とで もすればよい

であ ろう。そ して個 々の類型を区別 するには，構成す るマ トリックスの数 を加 え る。

たとえ ば，非双称型 の ２分型 は ２ＮＤ 型 ， ４分型 は ４ＮＤ 型 というように命 名す る。

　 さて，先の図 ６を縦 にみてみ ると， ２ＮＤ 型 の列は単 ・複の区別がな く， ４ＮＤ 型

の列で は単 ・複の区別 のみ， ６ＮＤ 型 の列 では単 ・複に ２数性 が加わ り， ８ＮＤ 型 の

列 ではさ らに３数性 が加 わった類型 とな っている。そ して，単 ・複 の区別のない列 に

は，Ｄｎｓ型 と Ｄｓ型 に対応す る類型を欠いている。また Ｄｓ型 には ３数性を持つ類型

を欠 いて いる。 ２ＮＤ 型 は先 にも少 しふれたが，その存在 がややあや しい類型 ではあ

るが， それを認め るとするな らば， これに対応す る Ｄｎｓ型 ・Ｄｓ型 の単 ・複の区別 の

ない類型 は ＊３Ｄ 型 とも呼ぶべ きものが想定 され る （＊印は実例 として は見 い出 さな

か ったことを示す）。現在の ところ，この類型を見 い出 して はいないが，充分 にあ りう

る類型 である。今ひ とつの， Ｄｓ型 の ３数性 を持つ類型 （＊１２Ｄｓ型 とよぶべ きもの）

もあ ってもおか しくはない。 しか し，６Ｄｓ型 は６３例 と決 して多 くはない類型 であり，

１１Ｄｓ型 は非常 に稀な類型 （３例）であ る。 そのため， 理論 的にはあ りえて も，実際

上は， ９Ｄｓ型以上の区別， すなわ ち Ｄｓ型 では ３数性の区別はなされな いので あろ

う。む しろ，出現頻度か らみれば Ｄｓ型 の ３数性を持つ類型 よりは Ｄｎｓ型 の ４数性

を持つｉ類型 （＊１４Ｄｎｓ型）の方が可能性 が高 いで あろう。実際，マー シャル （Ｍ ａｒｓｈａｌ－

ｌｃｓｅ）語 には ４数， ５数 を持つ形が存在す る５）［ＢＥＮＤＥＲ　 １９６９：５］。 しか し， これ ら

はマー シャル語 にお いては義務 的なもので はな く， ４数 ・５数の接尾辞 はつ けること

がある といった性質の ものである。人間が会話場面で操作で きる人 の数 とい うものは，

複数 とい う不定数を除 くと３あた りに限界があ るのであろ う。

　 ところで，表 ３に示 した ごとく， ２ＮＤ 型 や ８ＮＤ 型，９Ｄｓ型 は稀な類型 とい って

よい。６Ｄｓ型 もそれ ほど多い類型 ではない。一方で ４ＮＤ 型，５Ｄｎｓ型 が もっとも多

い類型 であ り， それ についで ８Ｄｎｓ型 ，６ＮＤ 型が続 いている。 また，オース トロネ

シア語族 が多 くとりこまれてい ることを念願 において，非双称型 （ＮＤ 型 ） と双称型

（Ｄ 型） とを くらべてみ ると， だいた いにおいて ２分す るとみてよいであろ う。

５） マ ー シ ャル語 で は ４数 ， ５数 だ け でな く， ２数 や ３数 も ｏｐｔｉｏｎａ１な もので あ る。

３２０



吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

表３ 基 本 的 類 型 の 出 現 頻 度

ｎｏｎ－ｄｉｆｆ． ｓｇ／ｐｌ ｓｇ／ｐｌ／ｄｕ ｓｇ／ｐｌ／ｄｕｌｔｒｉ ｔｏｔａｌ

ＮＤ ２

Ｄ

Ｄｎｓ

Ｄｓ

０

３９１ ９０ １ ４８４

３１２ １７９ １８ ５０９

６３ ３ ０ ６６

ｔｏｔａｌ ２ ７６６ ２７２ １９ １０５９

　数 につ いて は，単 ・複 の区別をす るものが基本的類型の７２％ を示 し圧倒的 に多 い。

しか し， ２数性の加 わ る類型 も２６．　１％ で決 して少 な くない。 特 に，その中では ８Ｄｎｓ

型が ６ＮＤ 型 に くらべれ ば２倍近 い出現頻度を持つ ことは注 目 しておいてよいであろ

う。 さらに ３数性の加 わ った類型 は稀 ではあるが， ここで は ｌＩＤｎｓ型 が圧倒 的に多

い点 もきわだ った特徴であ る。

図７　類 型 の 分 類
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　 さて これ ら９つ の類型を先 の議論をふまえて，系統的に分類す ると図 ７のよ うにな

る。 まず，双称を持つか持たないかによって非双称型 （ＮＤ 型） と双称型 （Ｄ 型） に

分 け られ る。ＮＤ 型は単 ・複 の区別が ない ２ＮＤ 型，単 ・複 の区別 があ る ４ＮＤ 型，

さ らに ２数性が加わ った ６ＮＤ 型 ，そ して ３数性 がさ らに加わ った ８ＮＤ 型 に分 け ら

れる。Ｄ 型 はまず単 ・複の区別 があるか どうかによ って ２つ に分 けられ る。単 ・複の

区別 のある ものは，さ らに双称 に単数性を持 たないもの と持つ もの とに分 けられ る。前

者 は双称非単数性 型 （Ｄｎｓ型），後者 は双称単数性型 （Ｄｓ型）で ある。　Ｄｎｓ型 は単 ・

複 だけの区別 しか しない ５Ｄｎｓ型，それに ２数性 が加わ った ８Ｄｎｓ型， さ らに ３数性

が加わ った １１Ｄｎｓ型 に分け られ る。 一方，　Ｄｓ型 は単 ・複 のみを区別す る ６Ｄｓ型 と，

２数性を も区別 す る ９Ｄｓ型 に分 けられ る。　Ｄ 型 で単 ・複の 区別のな い類型 に ＤＤ－

ｔｙｐｅと図 中に記 した ものを入 れておいた。これは先 に述 べた例外的 な類型であ る２数

性卓越 型 （Ｄｕａｌｉｔｙ　Ｄｏｍｉｎａｔ　Ｔｙｐｅ）の ことである。この ２数性卓越型 は常に双称 を持

つ。 そのため先 の例 にな らえ ば， Ｄｉａｌｏｑｕｅｎｔ　Ｐｅｒｓｏｎ　Ｄｕａｌｉｔｙ　Ｄｏｍｉｎａｔ　Ｔｙｐｅ と も

い うべ きものである。そ こで双称 と２数性を組み合 わせ て ＤＤ－ｔｙｐｅ と略 してある。

これは， ２数性 はすで に区別 しているにもかかわ らず，単 ・複の区別を していないと

い う類型 である。先 の ２ＮＤ 型 に対応す る ＊３Ｄ 型 を もし含 めるな らば，それ も単 ・

複 の区別 のない類型であ り，かつ ２数性 をも持たない類型 となり，図 ７のような位置

に置かれ ることにな る。

２．２． 派 生 的 類 型

２数性卓越型を除いた不整合な類型は全てこの中に含め られる。それを派生的類型

となづけたが，どの基本的類型か ら

派生 したものであるかはここでは問

ク メー ル ー語 （オ ス トロネ シア語 族 ）

　 　 　 　 図 ８ ３ＮＤ－Ａ 型

わないことにする。それは，次稿の

中心の課題となるものである。本稿

では，単にどのようなものが認めら

れたかを記述 しておくことにする。

　まず派生的類型 も先の分類になら

って， ＮＤ 型と Ｄ 型に分けること

にしよう。そして，暫定的にそれぞ

れの基本的類型に近いもの，すなわ

ち，ここでは基本的類型からなん ら
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ア ラ ビヤ語 （ア フロ ・ア ジア語 族 ）

　 　 　 図 ９　５ＮＤ－Ｌ 型

かの用語が脱落 したものとしてまとめ，それぞれごとに記述 しておく。

２．２．１． 派生 的 ＮＤ 型

　派生的 ４ＮＤ 型 この類 型に含 まれる派生的類型 はひ とつ しか見つか っていない。

英語 にみ られ るよ うに，対称において単 ・複の区別 のない類型で ある。それは図 ８の

ような形 で書 き表わ され るであろう。 これを ３ＮＤ－Ａ 型 とい う名をあててお く。 ３は

い くつの用語を持つかを示 し，Ａ は Ａｕｄｉｅｎｔ　ｐｅｒｓｏｎ の略であり，その位 置に変異 の

あ ることを示 して いる。

　派生的 ６ＮＤ 型 この類型 には ３っ の変異があ る。 この変異 はいず れ も２数性 の列

においてお こる。 まず， ア ラビヤ語 に見 られ るよ うに自称 に ２数性 を欠 くものがあ

る。それは図 ９のように図化される。図の中で斜線 を入 れたマス 目は用語 が欠落 して

イ デ ィ ン （Ｙｉｄｉｎ）語 （ア ー ス トラ リア系 言語 ）

　 　 　 　 　 図 １０ ５ＮＤ－Ａ 型
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ヌ ビァ （Ｎｕｂｉａ）語 （パ プ ァ系 言 語 ）

　 　 　図 １１ ５ＮＤ－ｄｕ型

いることを示 してい る。 この類型を

５ＮＤ－Ｌ型 とな づ け て お く。　Ｌ は

Ｌｏｑｕｅｎｔ　ｐｅｒｓｏｎの意味 である。

　 ２番 目の類型 は，対称 に ２数性を

欠 くものである。図１０のよ うに図化

され，５ＮＤ－Ａ 型 となづ け る。

　 ３番 目の類型 は， ２数性 の列 にお

いて 自称 と対称 の区別 がなされない，

かな り特殊 な類型であ る。・図１１のよ

うに図化 され，５ＮＤ－ｄｕ型 となづ け

て お く （ｄｕ：ｄｕａｌｉｔｙ の 略 ）。

　　　　　　　　　 この類型 に含 まれ るものは ４つあ る。ひ とつ は派生 的 ４ＮＤ 型で

み られた と同様に対称 に単 ・複の区別 のない類型であ る。これを先の例 にな らって記

すと図１２ａのよ うであ り４Ｄｎｓ－Ａ 型 となづ ける。 ２番 目は自称 において 単 ・複 の 区

別 がな い類型であ り，図１２ｂのように図化され，４Ｄｎｓ－Ｌ 型 と名づ けられ る。 ３番 目

は， 自称の単数性 と双称 の複数性が中和 した場合であ り，図的にはやや変形ではある

が図ユ３のように図化 してお く。 そ して， これを ４Ｎ　Ｄｎｓ－０６）型 と名づ けてお く。

２．２．２． 派生的 Ｄｎｓ型

　派生的 ５Ｄｎｓ型

４Ｄｎｓ－Ａ型　　　　　　　　　　　　　　　　４Ｄｎｓ－Ｌ型

メケオ（Ｍｅｋｅｏ）語 　　　　　　　　　　　　ヤカ（Ｙａｋｈａ）語

（オース トロネシア語族）　　　　　　　　　 （シナ ・チベット語族）

　 　 　 　 　 　 図 １２ ４Ｄｎｓ－Ａ 型 と ４Ｄｎｓ一型
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　残るひとつは，自称の複数性を欠

くものであり，４Ｄｎｓ－ｐｌ型と名づけ

る類形である。この類型は，往々に

して４ＮＤ 型と区別することが難 し

い。何故な らば，図１４のように双称

の複数性が自称の複数性に変換され，

容易に ４ＮＤ 型となり安定するから

である。 しか し，すでに表記法の項

で述べたように，理論的には存在 し

える類型であり，実際上の適応 とし

ては，自称の複数性の用語を欠 き，

明らかに双称 ・複数性と他の資料か

ら同定できる用語 と認め られるもの

が存在するときはこの類型に含めて

ビ ン トウニ （Ｂｉｎｔｕｎｉ）語

（オ ー ス トロネ シ ア語 族）

　 図 １３ ４Ｄｎｓ－Ｏ 型

エ ンガ ノ（Ｅｎｇｇａｎｏ）語 （オー ス トロネシア 語族 ）

図１４ ４Ｄｎｓ－ｐｌ型 と ４ＮＤ 型

６）派 生 的 類 型 の命 名 は 基本 的類 型 のそ れ に 準 ず る 。そ して ダ ッシ ュの あ と の 略 号 は 次 の よ う

な構 成 に な って い る。大 文 字 は人称 を， 小文 字 は数 を示 す 。す な わ ち ，大 文 字 は その 人 称 に お

いて 単 数 性 あ る い は ２数性 と複 数性 との 中和 を 意 味 し， 図 に おい て 横 の変 異 ，小 文 字 はそ の数

に お いて 双 称 と自称 との 中和 が お こる こ とを 意 味 し， 図 に お いて 縦 の変 異 を 示 して い る。 た だ

し， 後 者 に お いて は， １例 （５ＮＤ －ｄｕ型 ） の み は 自称 と対称 の 間 で 中和 が お こる。 人 称 に つ

い て の略 号 は次 の よ うで あ る。

Ｄ：Ｄｉａｌｏｑｕｅｎｔ　ｐｅｒｓｏｎ，　Ｌ：Ｌｏｑｕｅｎｔ　ｐｅｒｓｏｎ，　Ａ ：Ａｕｄｉｅｎｔ　ｐｅｒｓｏｎ，た だ し ０ ：０ｂｌｉｑｕｅ　ｆｕｓｉｏｎ

（Ｄ と １・と の 中和 ），０’：ｉｒｒｅｇｕｌａｒ　ｏｂｌｉｑｕｅ　ｆｕｓｉｏｎ （Ｌ と Ａ の 中和 ） を示 す 。 数 につ いて は ，

ｐｌ：ｐｌｕｒａｌｉｔｙ，　ｄｕ　：ｄｕａｌｉｔｙ，　ｔｒ：ｔｒｉａｌｉｔｙで あ る 。
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ある。 実例 としてはエンガノ （Ｅｎｇｇａｎｏ）語のみ しか見つかってはいないが， ４ＮＤ

型にふくめられているもののなかには歴史的にさかのぼれば ４Ｄｎｓ－ｐｌ型 と認められ

るものが少なからずあると思われる。そういう点では，独立させておくことにも意味

があり，４Ｄｎｓ－ｐｌ型は ４ＮＤ 型と ５Ｄｎｓ型の中間的な，あるいは遷移的な類型である

と考えている。

　派生的 ８Ｄｎｓ型　派生的類型の多 くの種類はこの中に含まれる。それは構造的に多

くの派生的類型が可能であることがひとつの理由である。ただし，この点だけであれ

ばむしろ １１Ｄｎｓ型の方がより可能性は高いと考えられるが，実際には １１Ｄｎｓ型の

変異は少ない。それは １１Ｄｎｓ型自体の出現率が ８Ｄｎｓ型の１０分の１というその低さ

に相関していると考えてよいであろう。また一方で，派生的８Ｄｎｓ型は暫定的に８Ｄｎｓ

型を基本的類型とみていることに原因があるのかもしれない。他の基本的類型か ら派

生 したとも充分に考え られるからである。 しか し，ここではむ しろどのような類型が

存在 しているのかが重要であるため，その点は次稿にゆずるとして， 暫定的に ８Ｄｎｓ

型の派生的類型としてとりあつかっておく。なお，多 くの類型が認められるため，多

少理論的に検討 して派生的類型のいくつかの性質，およびそれ らの類型の図化の問題

点についても考察 してお くことにする。

　まず，基本的類型 ８Ｄｎｓ型からひとつの用語が脱落する場合を考えてみよう。はじ

めに単数性の用語の脱落から検討 してみると，可能性のある類型は図１５の ３つである。

ところがこの３つとも実例が見つかっていない。ただし，次に述べる２つの用語の脱

落 した例の内，図１６のようなものがある。これらをみると，＊７Ｄｎｓ－０ 型 （図１５　ａ）は

あってもおかしくない。ところが，他の図の ｂ，ｃは実在 しづ らいのではないであろ

うか。それは２数性の用語のあるとき，同じ人称において，単数性と非単数性の対立

が基本であり，非単数性の中での２数性と複数性 との中和はありえても，単数性と２

数性あるいは複数性との中和の可能性はほとんどないということによるのであろう。

（・）＊７Ｄｎｓ－Ｏ 　 　 　 　 （ｂ）　 　 　 　 　 （ｃ）

　 図１５ 単数性の用語の中和による派生的 ８Ｄｎｓ型の可能性
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　 　 　 　 　 　 ６Ｄｎｓ－Ｏ－ｄｕ型

バ ンロール （Ｂａｎｌｏｌ）語 （オース トロネシア語 族 ）

　 　 　 　 　 　 　 ６Ｄｎｓ－Ｏ－－Ｌ／ｄｕ型

　 　 　モサ ナ （Ｍｏｓａｎａ）語 （オ ーストロネシア語 族 ）

図１６ 双 称 ・複 数 性 と 自称 ・単 数 性 の 中和 した 類型

このことは，先の派生的 ６ＮＤ 型においても貫かれている規則性である。ただし，派

生的８Ｄｎｓ型では双称は自称 と中和をおこす可能性をもっており，図１５　ａのような類

型が可能となる。

　次に単数性の用語以外の用語がひとつ脱落する場合を考えてみると図１７のようにな

る。まず，双称の複数性が脱落 したときは２っの場合（１）が考えられる。すなわち，結

果 として複数性と２数性が中和する場合 （イ）と，複数性において双称と自称が中和

する場合 （ロ）が考え られる。ところが，前者の例は認め られなかった。同様にして，

それぞれの場合を検討 してみると， ４つの類型が残るだけであった。なお，図中のａ

は双称と自称の中和，ｂは２数性と複数性の中和，　ｃは自称と対称の中和が起 こった

ことを示 したものである。そして， ＊印は実例の見い出せなかったものを示 している。

なお，図１８に派生的 ８Ｄｎｓ型の例を示 しておいた。

　 この図をみるとある規則牲のあることが読みとれる。すなわち，双称 ・自称の中和
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　　　　　　　　　　　　図１７ ７Ｄｎｓ型の ８Ｄｎｓ型からの派生

は容易 に起 こる （ロ，ハ） が， 自称 ・対称の中和す る 例 は見 られない （ホ，へ） （勿

論 双称 ・対称 の中和 も認 め られない）。 このことは， 双称 ・自称 の組の異な りと自

称 ・対称 の組 との異 な りとに差が あることを示 して いる。た とえて いえ ば，双称 と自

称 との壁 は薄 くてす ぐにとりはず しがで きるが， 自称 と対称 との壁 はと りはず しの き
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吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

　 　 　 ７Ｄｎｓ－ｐｌ型

ワ ラ ム ンガ （Ｗａｒａｍｕｎｇａ）語

（オ ー ス トラ リア系 言 語 ）

　 　７Ｄｎｓ－ｄｕ型

トア リピ（Ｔｏａｒｉｐｉ）語

（パ プア 系 言語 ）

　 　 　 　 　 ７Ｄｎｓ－Ｌ型

ウ ィク ・ム ンカ ン（Ｗｉｋ－Ｍｕｎｋａｎ）語

（オー ス トラ リア系 言 語 ）

　 　 　７Ｄｎｓ－ｄｕ／ Ｌ型

ム ンガ ラ イ（Ｍｕｎｇａｒａｉ）語

（オ ー ス トラ リア系 言 語 ）

　 　 　 ７Ｄｎｓ－Ａ型

セ ダ ン グ（Ｓｅｄａｎｇ）語

（オー ス トロ ・ア ジア語 族 ）

図１８ 派生的 ８Ｄｎｓ型の例

かない固い壁 のよ うなものであ る。今 ひとつは，自称 ・対称で は ２数性 と複数性 の中

和がお こりえるが，双称 においてはそのよ うな中和 はおこりえない とい うことである。

このことは双称 における ２数性 ・複数性 は強 い独立性 を持つ ことを示唆 しでい る。

　 ところで， ここでは（１）か ら（６）までの脱落 の場合を考えたが，（４）か ら（６）までの ２数性
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の脱落 は派生 的 ６ＮＤ 型ですでにみたように容易 に推測す ることができる。 しか し，

（１）か ら（３）の複数性 の脱落 については， もう少 し検討 を加 えて おいた方がよいであ ろう。

　（２）と（３）において，複数性の用語 が脱落 して ２数性 ・複数性が中和す る （二， ト） と

い うことは考えに くいことであ る。何故 な らば， ２数性 の安定性は さほど高 くないの

に対 して，複数性 はよ り基本的でよ り安定的な ものである。そのため， ２数性 と複数

性 の中和 とい うときは，まず ほとんどの場合 ２数性 の脱落 と考えてよい。

　 さて，以上述べ たことを考慮 して，図１７を簡略化する と図１９のよ うになる。 この図

図 １９ ７Ｄｎｓ型 の ま と め
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ニ ュル ニ ュル （Ｎｙｕｌ－ｎｙｕｌ）語

（オー ス トラ リア系 言語 ）

６Ｄｎｓ－ｐ１－Ａ型

ワ メサ （Ｗ ａｍｅｓａ）語

（オー ス トロネ シア 語族 ）

図 ２０　 ６Ｄｎｓ－ｄｕ－Ａ 型 と ６Ｄｎｓ－ｐｌ－Ａ 型

の左側 は用語の欠 落 した形，右側 はその中和 した形を示 している。類型化す るに際 し

て， この両者が １対 １対応 しているな らば， それぞれの形は シノニムと してあつか う

ことがで きる。 ところが図１９にみ られ るよ うに １対 １対応 していない部分があ る。そ

れは（４）の場合であ るが，資料 か らそれぞれの類型 に同定す る過程 で，単 に自称 ・２数

性 がな し，あ るいは不明 と記 されて いるものが出て くる。 この とき，双称 ・自称 の中

和 された形 （７Ｄｎｓ－ｄｕ型） になるのか， ２数性 ・複数性が中和 された形 （７Ｄｎｓ－Ｌ型）

にな るのか不明であ る。 この ときは， 自称 ・２数性 に斜線を入れ る形 で しか表記で き

ない ことにな る。類型 と してはあいまいさを残 すが， この形 も残 しておこ うと思 う。

そ して， これ を ７Ｄｎｓ－ｄｕ型 と ７Ｄｎｓ－Ｌ 型の どち らか という形で ７Ｄｎｓ－ｄｕｌＬ 型 と し

てお くことにす る。 それ以外 はそれぞれの形 １こおいて一 →印でつながれている形 はシ

図２１　６Ｄｎｓ型での可能性のある類型
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６Ｄｎｓ－Ｏ－Ｏ’型

バ タン タ（Ｂａｔａｎｔａ）語

（オ ー ス トロ ネ シ ア語 族 ）

図２２ 例 外 的 な 類 型

ノニムであ る。

　 さて， ８Ｄｎｓ型 か ら２つ の用語 が

脱落 した もの に ５つの類型 を認めた。

それ らの内の ４つは，先 に示 した図

１６の ６Ｄｎｓ－ｏ－ｄｕ型，６ＤＩｌｓ－ｏ－Ｌ／ｄｕ

型，　 さ らに図２０に示す ６Ｄｎｓ－ｄｕ－Ａ

型，６Ｄｎｓ－ｐｌ－Ａ 型 である。念 のため

に，先 の図１７のよ うな試行実験 を行

な ってみ ると，図２１のような形が考

え られ る。 しか し，これ らはいずれ

も双称の ２数性 の独立性 の高 さを犯

してい る点において存在 しに くいの

であろう。

　今ひ とつは，実に奇妙な類型である。 ニューギニ アにみ られるオース トロネ シア語

族 の １つであ るバタ ンタ （Ｂａｔａｎｔａ）語 の場合であ る。　Ｃｏｗａｎ によると， この言語 で

は双称 ・複数性 と自称 ・単数性が同 じ用語，対称 ・単数性 と自称 ・２数性が同 じ用語

で用 いられる ［ＣｏｗＡＮ　１９５３：３９］とい う。 この図化は， これまでの方 法では，ど う

して もうま くいかない。前者 はすでに述べた ごと く，あ りうる現象であ るが，後者 は

ほとん ど了解不能 である。その不能性 は図２２中で矢印で示 す しかな い表記法 にな って

いる。 ここでは Ｃｏｗａｎ に従 って類型化 して お くが，私は Ｃｏｗａｎ の資料が誤 ってい

るのではないかと思 ってい る。

　派生 的 １１Ｄｎｓ型　可能性 としては実 に多 くの派生的類型が 考え られ るが， この類

型 に含め られるものは ２例だけあ った。それ らは図２３の ２つ の類型であ る。 この内，

９Ｄｎｓ－ｔｒ－ｐｌ型 は先の ７Ｄｎｓ・・ｐｌ型 に双称 ・自称の区別 のない ３数性が 加わ った 形であ

り，充分 にありうる類型 である。一方，９Ｄｎｓ－Ｄ－Ａ型 は奇妙 に脱落 した形 を とり，疑

問のある類型で ある。

　南部 バ ン トゥ型　 派生 的 Ｄｎｓ型 に含 まれるものであるが， 他 と異 な った 特異性が

あ るため別 に扱 ってお く。南部バ ン トゥ語 には，普通 の人称代名詞 の他 に量的代名詞

が存在す る。その基本 は ｓｉｍｐｌｅ／ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ，あ るいは ｏｎｌｙ／ａｌｌの対立 である。そ して

前者 は単 ・複の両方 に組 みあわ され， 「私ひ とり」「私達 だけ」 とい った意味 になる。

後者 は複数形のみ と組 み合わ され， 「私達 みん な」 といった意味にな り， １人称包括

的，す なわ ち双称 の複数 とな る。 これだけであるな らば，４ＮＤ 型 か ら ５Ｄｎｓ型 に変

３３２
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９Ｄｎｓ－Ｄ－Ａ型 パア マ （Ｐａａｍａ）語 （オース トロネシア語族 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋：Ｉｉｍｉｔｅｄ　ｐｌｕｒａｌ（本 来 は ３数 ）

９Ｄｎｓ－ｔｒ－ｐｌ型 ガ ラマ （Ｇａｒａｍａ）語 （オー ス トラ リア 系 言語 ）

図２３　派生 的 ｌｌＤｎｓ型

表 ４　Ｔｓｗａｎａ語 の 量 的 代 名 詞

 •sg 

 Dpi• 

 A•sg 

 A•pl

absolute

nna 

rona 

 wéna 

lona

only

 nosi 

 rosi 

 wesi 

 lOsi

all

 rOtlhé 

 16t1he

two

 r6Obabécli 

 166babedi

three

 r6Obararo 

 16Obararo

３３３



国立民族学博物館硯究報告　　8巻2号

図24　 Tswana語 の場 合 の 図化

った と考えればよいのであるが,さ

らに``all　 three",``all　 four"な ど

の接辞 も存在 し,そ の数 にはどうや

ら限定 がな いようであ る。 それを図

化す ると図24の よ うになる。 この数

が限定 されな いところが南部バ ン ト

ゥ型 の特異 な点で ある。ただ し,こ

れ らが全てoptionで あ るのな らば

4ND型,あ るいは``all"の み が義務的であ るな らば5Dns型 とな るが,そ の点 は明

確 ではない。

2.2.3.派 生 的Ds型

　 派生的6Ds型 　 この類型 はひとつだ けが 知 られている。 双称 ・自称が 複数性 にお

いて中和 した類型 であ る。 これ は自称の 複数性を 欠 いたためにおこる 類型であ り,

5Ds-P1型 と命名 され,4Dns-P1型 に対応す る類型で,と もに自称 の複数性を欠 く類型

である。一 方,双 称 の複数性を欠 く場合 は,他 の類型,5ND-A型 とな ると考 え られ

5Ds-pl型

5Ds-pl型

ラ コ タ(Lakota)語

　(ス ー 大 語 族)

図25派 生 的6Ds型 とその例
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吉 田　 会 話場面におけ る人の概念の類型論 （ｌｌ）

図２６　ケレ （Ｋｅｌｅ）語 １合成人称代

　　 名詞 （８Ｄｓ－Ａ型）

４ＮＤ ８Ｄｓ－Ａ

る （図２５－ｂ）。 す なわ ち， 双称 の ２数性 は単独では存在 できな くな ると想像 され， 自

称 の ２数性 とな ってよ り安定な形 となると思われ る。

　派生的 ９Ｄｓ型　 この類型 に含 まれ るものはバ ン トゥ諸語 のケ レ（Ｋｅｌｅ）語 の場合 だ

けである。 この類型，８Ｄｓ－Ａ 型 はもともと ４ＮＤ 型であ った ものが，図２６の ように，

４ＮＤ 型を もとに して合成 された ものであ る ［ＦｏＲＧＨＨＥＩＭＥＲ　ｌ　９５１：９９－１００］。 そ う

い う点 ではやや特殊な類型 である。

　さて，このような派生的類型の出現頻度をみてみると （表５），Ｄｎｓ型の派生型が

もっとも多 く４９例，約７０％以上を示 している。基本的類型からの崩れはここに集中 し

ている。もう少 し細か くみてみると， ７Ｄｎｓ型が２３例み られ全体の３４％ほどを示 して

おり，変異の中核はここにある。しかもそれは変異の例数だけでなく、変異の幅にお

いても大きい。 また， 派生的 Ｄｎｓ型以外では ５ＮＤ 型に１２例 （約１８％）がみ られ，

ここにも変異の例がやや集中している。一方で，派生的 Ｄｓ型は非常にまれなもので

ある。それは Ｄｓ型自体があまり多くないこととも関連しているであろう。

　見方をかえて， どの部分において変異がみ られるかをみると （表６）， 対称におい

て単 ・複あるいは２数性 ・複数性との区別のないものが２４例み られもっとも多い。そ

れは自称における単 ・複あるいは２数性 ・複数性の区別のない例 （１１例）の２倍以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３５
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表 ５　派 生 的 類 型 の 出 現 頻 度

派生的ＮＤ型 派生的 Ｄｎｓ型 １ 派生的 Ｄｓ型

3ND-A 4

5ND-L 

 5ND-A 

5ND-du

6 

5 

1

12

16

4Dns-A 

4Dns-L 

 4Dns-O 

4Dns-pl

6 

2 

4 

1

6Dns-A-du 

 6Dns-A-pl 

 6Dns-0-du 

 6Dns-O-L 

 6Dns-0-0'

1 

1 

1 

1 

1

7Dns-A 

7Dns-L 
7Dns-du 

7Dns-pl 

7Dns-du/L

5 

1 

8 

7 

2

 9Dns-D-A 

 9Dns-tr-ol

1 

1

13

5

23

2

S. Bantu type 6

5Ds-pl 6

8Ds-A 1

49 3

である。そして，双称における数の変異は１例みられるが， これは特殊な例でまずは

おこらない現象と考えてよいであろう。一方，人称における変異はひとつの例外を除

いて （５ＮＤ－ｄｕ型），全て双称と自称の間で中和がおこる。 双称 ・自称における２数

性で区別のない例が１１例，複数性における例は１２例で合計２３例 となる。それは対称の

数における変異 とほぼ同じ頻度で起こっている。対称は数の変異，双称 ・自称ではむ

しろ入称の変異が中心となっていると考えてよいであろう。さらに，双称 ・複数性 と

自称 ・単数性 との中和は７例みられ，他の場合と比較 してもそれほど少ない数ではな

表６　変 異 の 様 式 の 出 現 頻 度

数における変異 人称における変異

複数性の位置
２数性の位置

３数性の位置

∩乙

９
白

て
⊥

－
↓

－
⊥

Ｄの位置

Ｌの位置

Ａの位置

０ の位置

０’の位置

１

ー
ム

４
占

７
・

ー
ム

　

ー
↓

り
４

２５ ４４
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いσ そ して，そのほ とん どはニューギニアに集 中 してい ることも注 目に値す る。

２．３． ２数 性 卓 越 型

　 この類型 に含まれ るものは ２例見つか っている。 チベ ット・ビル マ諸語のチ トゥク

リ （Ｃｈｉｔｋｈｕｌｉ）語 とパ フ。ア系言語のサル ト・ユイ （Ｓａｌｔ－Ｙｕｉ）語の ２例 である。

　チ トゥク リ語で は ２っの可能性 がある ［ＢＡＩＬＥＹ　ｌ　９７５（１９１５）：８０］。すなわ ち，自

称 ・複数性 の ｎｉを認 めるか どうかにかか って いる ［図２７の （Ａ）（Ｂ）］。（Ｂ）の場合 のよ

うに自称 ・単数性 と双称 ・複数性が同 じ語彙であ ることはあ りうることであるが，そ

れ は双称 ・複数性 が自称 ・単数性に転用 され る場合で，その逆 は考え に くい。他 の近

縁 の言語 をみてみ ると， ｇａ は常 に自称 ・単数性で ある。 チ トゥク リ語が古 い形 を残

して いて， もともと ｇａ は双称 ・複数性 とい う可能性 もないわけで はないが・低地 カ

ナ ウリ （Ｌｏｗｃｒ　Ｋａｎａｕｒｉ）語 に双称 ・複数性 がないことをかん がみ るとそれ も考えに

くい。す る と，む しろ ｎｉを除いた （Ａ）の方 がチ トゥク リ語 としては適切であ ると思

われる。 そ して， その（Ａ）では ２数性 は区別 されているが，単 ・複 の区別 はな されて

いない ２数性卓越型 とな る。

チ トゥク リ語 （Ａ） チ トゥク リ語（Ｂ）

低 地 カ ナ ウ リ（Ｌｏｗｅｒ　Ｋａｎａｕｒｉ）語 　 　 　 　標 準 カナ ウ リ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｋａｎａｕｒｉ）語

　 　 図２７ チ トゥク リ （Ｃｈｉｔｋｈｕｌｉ）語 お よ び近 縁 の言 語 の人 称代 名詞
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Ｆｏｒｃｈｈｅｉｍｅｒによれば，　Ｍ ａｓｐｅｒｏ はこれ らの ｐｒｏｔｏ－ｆ（）ｒｍ を復元 し，単 ・複の区

別 な しで， 自称 には 規α，対称 には ＊肋 （語彙 についた ＊印は再構成形を示 して いる）

をあてて いる。そ して，後 に自称 ・複数性 には ＊痂 が，対称 の複数性 には ＊規 が出現

した ［ＦｏＲｃＨＨＥＩＭＥＲ　１９５１：８５］として いる。 この考 え方 をうけいれ るな らば・ チ ト

ゥク リ語 は自称 ・複数性 の ｎｉが定着 しつつ あり， 一方 で ＊ｎａか ら派生 した ｇａ は自

称 ・単数性 に限定 されつつある過渡的な もの と考え られる。 しか し，いずれに して も

２数性 の方 が先 に成 立 しているよ うにみ うけ られる。

　 サル ト・ユイ語で は人称代 名詞 と しては， 数 に 区別 のない ２ＮＤ 型 である ［ＩＲＷＩＮ

Ｉ９７４：３２］。本論 が人称代名詞の類型論 であるな らば，サル ト・ユイ語は ２ＮＤ 型 に含

め られ るものである。しか し，この言語で は，動 詞中の形態素のひ とつ として，ｓｕｂｊｅｃｔ

ｍａｒｋｅｒが存在 し，図２８のよ うな図式 をとる ［ＩＲｗ１Ｎ　ｌ　９７４：１４－１５］。ここでは自称 に

おいては単数性 がすで に分化 してい るが， もう一方 の複数性 はなお分化 していない。

｛一ｍｚｎ｝という形態素は単数で も複数で も， どち らで もかまわない一 む しろ自称 であ

ることのみを示 している。一 方，人称 の区別 はないが， ２数性 を示す形態素はすでに

出現 してい る。そ して， この ２数性 の形態素 は双称 ・自称 の ２数性 の ｍａｒｋｅｒとして

特定 され る傾向 にあ る。 この ｍａｒｋｅｒは， 本来的 には 双称の ｍａｒｋｅｒで あったのか

もしれない可能性 を考 えさせ る。

　 このように，サル ト・ユィ語 において も単 ・複 の区別 は明確でな く，一一・一一方で ２数性

が出現 して おり， ２数性卓越型 とみ ることがで きる。

人称代名詞　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓｕｂｊｅｃｔ　ｍａｒｋｅｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（動詞中の形態素としての）

　　 図２８ サルト・ユイ （Ｓａｌｔ－Ｙｕｉ）語の人称代名詞とｓｕｂｊｅｃｔ　ｍａｒｋｅｒ

３３８
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３． 分 布 論

　まず，地域を ４つにわけ，さらにその中でそれぞれの言語グループにわけて，類型

論の項で述た類型の分布を検討する。ついで，それらの全体を通 しての検討を行なう。

３．１． 各 論

３．１．１．　 オ セ ァ ニ ア

３・　１・１・１・　 オース トロネ シア語族７）８）（Ａｕｓｔｒｏｎｅｓｉａｎ）

　 オース トロネシア語 族 内 の言語の 分 類 は 大筋 において Ｖｏｅｇｅｌｉｎ ＆ Ｖｏｅｇｅｌｉｎ

［１９７７］に したが ってい るが，部 分的には地理的な分類を採用 して いる。用いた分類 は

Ａｐｐｅｎｄｉｘ　ＩＩに示 してある。

　 オース トロネシア語族 の言語 （および方言）３４７例 の個 々の言語が どのよ うな類型 に

属 す るか は Ａｐｐｅｎｄｉｘ　Ｉ，および ＩＩをみていただ きたい。 個 々の 例を 要約 した もの

が表 ７で ある。

　 オース トロネ シア語族全体 と してみる と，５Ｄｎｓ型 が１９２例 と５５％ 以上を しめる。反

対 に非双称型 （ＮＤ 型）は ４ＮＤ と ２ＮＤ をあわせて も４％ にもみたない。 オース ト

ロネ シア語族 は双称型 の典型的な もの と考 えて もよいであろう。

　オース トロネ シア語族 の中を もうすこ し細か くみてみると，地域 ごとにある偏 りが

あ ることに気付 くであろ う。すなわ ち，フィ リピンでは双称単数性型 （Ｄｓ型） が集 中

７）言 語 の分 類 単 位 は そ れぞ れ の言 語 グル ー プ ご とに異 り，統 一 的 に表 記 す る こと は厄 介 な 問題

で あ る。 そ こで ， こ こは次 の よ うなお お まか な 分類 単 位 を設 定 して お いた 。異 論 はあ ろ うが ，

一 応 これ で 統一 して お く
。

　 系言 語

　 　 　 大語 族

　 　 　 　 　 語 族

　 　 　 　 　 　 　 語 　派

　 　 　 　 　 　 　 　 諸 　語

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 語 群

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 語 群

　 ただ し， これ に うま くの らな い よ うな場 合 はそ れぞ れ の言 語 グル ー プの 分 類 を用 い た 。

８） イ ン ドネ シ ア内 の言 語 の人 称代 名 詞 の資 料 は Ｈａａｋｓｍａ ［１９３３］ の Ｉｎｌｅｉｄｉｎｇ　ｔｏｔ　ｄｅ　Ｓｔｕｄｉｅ　ｄｅｒ

Ｖｅｒｖｏｅｇｄｅ　Ｖｏｒｍｅｎ　ｉｎ　ｄｅ　ｉｎｄｏｎｅｓｉｓｃｈｅ　Ｔａｌｅｎ によ って い る部 分 が 多 い。 フ ィ リピ ンの資 料 の 多 くは

Ｒｅｉｄ［１９７１］ の Ｐｈｉｌｉｐρｉｎｅ　Ｍ ｉｍｏｒ　ｉｎｎｇｕａｇｅｓ：Ｍ・Ｔｏｒｄ　ＬｄＳｔｓ　ａｎｄ　Ｐｈｏｎｏｌｏｇｉｅｓに よ って い る。 メ ラネ シ

ア につ い て は Ｒａｙの Ａ （】ｏｍＰａｒａｔｉｖｅ　Ｓｔｕｄ２　ｏｆ　ｔｈｅ・Ｍ ｅｌａｎｅｓｉａｎ・ｌｓｌａｎｄ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ［ＲＡｙ　 １９２６］， を ，

ポ リネ シア にお いて は 同 じ く Ｒａｙによ る 論文 ，　Ｔｈｅ　Ｐｏｌｙｎｅｓｉａｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ　ｉｎ　Ｍ ｅｌａｎｅｓｉａ［ＲＡＹ

１９１９－２０］を 用 い て い る。 また ， パ プァ ・メ ラネ シア語 群 の Ｓｅｐｉｋ 地 方 の 言 語 に つ い て は

Ｚ’ｇｒａｇｇｅｎ ［１９７６］，　Ｍ ｉｌｎｅ　Ｂａｙ地 方 の 言語 につ い て は Ｌｉｔｈｇｏｗ ［１９７６］を用 いて い る。 さ らに，

ニ ュー ・カ レ ドニ ア の言 語 で は Ｌｅｅｎｈａｒｄｔ［１９４６］の資料 を用 い て い る。
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表 ７　 オース トロネシア語族における類型の分布

Language Group 2ND 4DN 5Dns 8Dns

 

1  1  Dns 6Ds Dry. Total

1. Formosan 

2. Hesperonesian 

 2.1. Philippine 

 2.2. C. & S. Celebes 

 2.3. West Indonesian 

3. East Indonesian 

  3.1. Moluccan 

 3.2. West Irian 

4. Melanesian 

 4.1. Papuan Mel. 

 4.2. Melanesian Proper 

 4.2. Micronesian 

5. Ploynesian

0

 0 

 0 

 0

 0 

 0

 0 

 0 

 0 

1

2

0 

0 

2

0 

2

4 

1 

0 

0

3

17 

20 

14

41 

12

67 

12 

6 

0

 0

1 

 0 

 0

0 

7

0 

47 

2 

14

 0

 0 

 0 

 0

0 

2

0 

10 

 0 

2

0

38 

0 

0

 0 

 0

1 

 0 

 0 

 0

1

0 

2 

4

1 

5

2 

3 

0 

1

6

56 

22 

20

42 

28

74 

73 

8 

18

Total 1 11 192 71 14 39 19 347

的 に認め られ る。 フィ リピンだけに限 ってみて も，５Ｄｎｓ型よ りも６Ｄｓ型 の方 が約 ２

倍 も多 い。そ して，他 の言語 グループあるいは他 の地域 にはこの類型はほ とん どみ ら

れない。 このよ うに， フィ リピンは Ｄｓ型の特 に集 中 した地域 とい ってよいであろう。

　 メ ラネシア語群 をみてみ ると，８Ｄｎｓ型，　ｌ　ｌＤｎｓ型 の ２っ の類型が多 く認 め られる。

特 に ８Ｄｎｓ型 はオース トロネシア語族 内の ８Ｄｎｓ型 の６６％以上 がここに集中 している。

また， １１Ｄｎｓ型において も７１％以 上がこの地域 に集 中 して いる。一方 において，ポ リ

ネ シァ諸語 は例数は少 ないが， メ ラネシア語群 と同様 に ８Ｄｎｓ型 と ｌＩＤｎｓ型 の多い

グループである。 このよ うにみて くると， オース トロネ シア語族全体では ５Ｄｎｓ型が

広 く分布 し， フィ リピンでは ６Ｄｓ型 の集中がみ られ，太平洋地域で は ５Ｄｎｓ型 が減

少 し，８Ｄｎｓ型 と ｌＩＤｎｓ型が中心 の地域 とな っているという全体像 が浮 び上 って くる。

３．１．１．２．　 パ プア系言語９）（Ｐａｐｕａｎ，　Ｎｏｎ－Ａｕｓａｔｒｏｎｅｓｉａｎ）

　パ プア系言語 の研究 は近年にな って急速 に資料 が増加 した。 しか し， なおわず かの

資料 によって言語 の分類がお こなわれてお り，まだまだ不 明な点の多い地域 であ る。

パ プア系言語の分類 は ・乙ａｎｇｕａｇｅ　Ａｔｌａｓ　ｏｆ　ｐαｃｉＪ’ＸＺｃ　Ａｒｅａ［Ｗ ｕＲＭ ＆ ＨＡＴＴｏＲＩ　 ｌ　９８１］を

用 いた。現在入手 で きる もっとも新 しい資料であ るが，なお将来変更 され る可 能性の

９）パ プ ア系言 語 に お け る文 献 と して は あ ま り ま と ま った も の は な い が ， Ｗ ｅｓｔ　Ｉｒｉａｎ で は

Ｖｏｏｒｈｏｅｖｅ［１９７１］，　Ａｎｇａｎ　Ｓｔｏｋ－Ｌｅｖｅｌ　Ｆａｍｉｌｙに つ いて は Ｌｌｏｙｄ［１９７５］，　Ｆｉｎｉｓｔｅｒｒｅ・・Ｈｕｏｎ　Ｓｔｏｋ

のつ いて は Ｍ ｃＥｌｈａｎｏｎ ［１９７３］，　Ｓｅｐｉｋ－Ｒａｍｕ　Ｐｈｙｌｕｍ に つ いて は Ｃａｐｅｌｌ［１９５１－５２］があ り，

これか ら多 くの例 を 引用 して い る 。他 はむ しろ ，個 々の 言 語 を個 別 にみ る と い う作 業 に よ って

資 料 を収 集 して い る 。
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表８ パ プ ア系 言語 にお け る類 型 の分 布

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9.

Language Group

Trans-New Guinea Phy. 

West Papuan Phylum 

East Bird's Head Phy. 

Geelvink Bay Phylum 

Sko Phylum 

Torricelli Phylum 

Sepik-Ramu Phylum 

East Papuan Phylum 

Isolates

2ND 4ND 6ND  8ND 5Dns 8Dns

1

31

２

1

40

   1 

2 7 

   1 

   2

１ ３

４

1

1

６

１

１

1

6Ds 9Ds Dry.

３

4

1

12 

3 

2

1

DD.

1

Total

97 

10 

3 

1 

1 

1 

11 

7 

3

Total 1 36 51 1 9 9 7 1 18 1 134

高 い もので ある。

　パ プア系言語を全体 としてみ ると，ニ ューギニァの北部海岸 か ら東部 にか けて さま

ざまの言語 グル ープがみ られ，残 りの中央 部 ・南部 はひ とつの言語 グル ープ，Ｔｒａｎｓ－

Ｎｅｗ　Ｇｕｉｎｅａ　Ｐｈｙｌｕｍ が しめてい るという状況である。言語の変異の中心 は北部海岸

か ら東部 にかけて にあ る。

　パ プア系言語で は，ＮＤ 型 は８９例 （約６６％），　Ｄ 型 は２７例 （約２０％） で ＮＤ 型の方

がは るかに多 い。パプ ア系言語 は ＮＤ 型 にかたむ くと考 えてよいであろ う。

　 ところで，Ｄ 型の２７例 を もう少 し細か くみてみると，それ らの一部 は Ｗ ｅｓｔ　Ｐａｐｕａｎ

Ｐｈｙｌｕｍ，　Ｅａｓｔ　Ｂｉｒｄ’ｓ　Ｈｅａｄ　Ｐｈｙｌｕｍ，　Ｇｅｅｌｖｉｎｋ　Ｂａｙ　Ｐｈｙｌｕｍ な ど，いずれ もオース

トロネ シア語族 の西部 イ リアン語群 の言語 との接触地域 に分布す る言語 グループに含

まれている。 そ して， それ らは西部 イ リア ン語群 と同 じよ うな傾向一 ５Ｄｎｓ型が中

心 となる類型 となって いる。 さらに他 の一部 は，メ ラネ シア語群 との接触地帯 に分布

す る Ｅａｓｔ　Ｐａｐｕａｎ　Ｐｈｙｌｕｍ に含 まれ， ここで はむ しろ Ｄｓ型が集中 してい る。この

よ うにオース トロネシア語族 との 接触地帯 での言語では Ｄ 型が多 くみ られ， もしこ

れ らを除 くな らば，パプ ア系言語 の言語 はほとん ど ４ＮＤ 型 と ６ＮＤ 型にな って しま

う。特 に ４ＮＤ 型 よ りも ６ＮＤ 型 が多 いという点では特異的であ る。また，パ プア系

言語 では ８ＮＤ 型や ９Ｄｓ型 とい った， その種の類型 として はもっとも複雑 な， もっ

とも特殊化 した類型がみ られ るの もこの地域の特徴 のひとつであ る。

３・１・１・３・　 オース トラ リア系言語 （Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ）

　 オース トラ リア系言語 も，パ プア系言語 と同様に近年 にな ってかな りは っき りとし

て きた言語 グル ープであ る。 この言語 グル ープの分類 は Ｗ ｕｒｍ ［１９７２ａ］によってい

３４１
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る。そ して， この言語グループでもパプ ア系言語 に似 て，北部海岸地帯 に多 くの種類

の言語 グループが集ま り，他 の地域 はパマ ・ニ ュンガ ン （Ｐａｍａ－Ｎｙｕｎｇａｎ）語族が し

め るとい う構成 にな ってい る。 そのため，実例 の多 くはパマ ・ニ ュンガ ン語族 に集中

してい る。

　 ここでは Ｃａｐｅｌｌが Ｏｃｅａｎｉａに書 いた論 文 ［ＣＡＰ肌 Ｌ　１９４０，１９４１－４２，１９４２－４３］が非

常 に有用 であ った。またダ リ（Ｄａｌｙ）語族 については Ｔｒｙｏｎ ［１９７４］か ら多 く例を と

ってお り，その結果ダ リ語族 の例 はパ マ ・ニ ュンガ ン語族 を除 いた他 の言語 グル ープ

に比較 して，特 に多い例数 とな って いる。

　オ ース トラ リア系言語では，８Ｄｎｓ型が圧倒 的に多 い。 ９９例中６３例 （６４％） とい う

高率であ る。他 のどの類型 も２ケタ台 にない。オース トラリア系言語 は ８Ｄｎｓ型 に傾

くといえ るであろう。それは，ダ リ語族を他 に比 して多 く扱 って いるとい うバ イアス

を除いて もなおその傾向は明白である。

　他 の類型 はどれ も散発 的であるが， わずかに多 い ものに ６ＮＤ 型， ５Ｄｎｓ型 がある

程度であ る。例数 は少ないが， ウォロラ （Ｗ ｏｒｏｒａｎ）語族 では ２例 とも ＨＤｎｓ型で

表９　 オース トラリア系言語における類型の分布

Language Group 4ND 6ND 5Dns 8Dns

Nyulnyulan 

Bunaban 

Wororan 
Garaman 

Daly 

Kakadjuan 

Tiwian 

Iwaidjan 
 Gunwingguan 

Mangarai 

Nagaran 

Gunavudjian 
Bureran 

Mangerian 

Andilyaugwan 

Maran 
Nunggubuyan 

Karawan 

Yanyula 

Pama-Nyungan

 11Dns 6Ds 9Ds Dry. Total

 1. 

 2. 

 3. 

 4. 

 5. 

 6. 

 7. 

 8. 

 9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

20.

1

1

2

1

6

2

2

1

2

1

16

5 

1 

3 

2 

3 

1 

1 

1 

29

2

1

1

1

2 

1

1

 1

 1

1

6

Total 2 9 7 63 4 4 1 9

3 

2 

2 

1 

18 

2 

1 

3 

6 

1 
-1 

1 

4 

2 

1 

3 

1 

1 

1 

45 

99
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あり， ティワイ ン（Ｔｉｗａｉｎ）語 やブ レラ （Ｂｕｒｅｒａｎ）語 などには Ｄｓ型 がみ られ ること，

さらに比較的多 くの派生 的類型 が出現す ることなどが他 に目立 った特徴であ ろうか。

３・１・　１・　４・　 ア ンダマ ン諸語 （Ａｎｄａｍａｎ）

　 アンダ マ ン諸語では ４例 しかあげていないが， いずれ も単純 な ４ＮＤ 型であ った。

この類型 でみるか ぎり，パ プア系言語 とは同 じとも，異 なった類型 ともいうことはで

きないであろう。

３．１．２．　ユ ーラシア

３・　１・　２・　１・　 オース トｕ 。アジア語族 （Ａｕｓｔｒｏ・－Ａｓｉａｔｉｃ）

　 用い ることので きた文献 は少 な く・ム ンダ諸語 については Ｐｉｎｎｏｗ ［１９６６（１９６０）］

の論 文が有用で あった程度 である。

　 このグループの中心的類型 は２３例中１１例 を しめる ８Ｄｎｓ型であ る。 ５Ｄｎｓ型 の ４例

を加 え ると，全体 と して Ｄ 型 が しめる割合 は約６５％ とな りＮＤ 型 の２２％ に比較 して

Ｄ 型 は優位であ る。一方で，文明のよ く発達 した クメール語で は英語 と同 じ ３ＮＤ－Ａ

型，モ ン語 は ４ＮＤ 型，ベ トナム語 は ５Ｄｎｓ型 とい うように， よ り簡素な類型 とな っ

てい ることは注 目される。文明の発達 と類型 の簡素化 とは相 関関係が あるのか もしれ

ない。

表１０ オーストロ・アジア語族における類型の分布

Language Group

1. Mon-Khmer 

2. Aslian 

3. Munda 

4. Nicobarese

4ND

3

2

 6ND

1

5Dns

2

2

8Dns

3 

1 

5 

2

Dry.

2

Total

10 

1 

10 

2

Total  5 1 4 11 2 23

３．１．２、２．　 ドラヴィダ諸語 （Ｄｒａｖｉｄｉａｎ）

　資料 は Ｌｉｎｇｔｔｉｓｔｉｃ　Ｓｕｒｖｅｒ　ｏｆ　ｌｎｄｉａ ［ＧＲＩＥＲｓｏＮ　ｌ　９７３（１９０６）］を用いている。 ドラ

ヴ ィダ諸語では， カナール （Ｋａｎａｒ）語 を除 いた他 の ５つの言語 はいずれ も ５Ｄｎｓ型

で あった。 Ｃａｌｄｗｅｌｌによれ ば， まさに カナール語 を 除いて， 他は全て 双称を もつ

［ＣＡＬＤｗＥＬＬ　１９７４（１９１３）：４１４］とい う。 ドラヴィダ諸語はまず ５Ｄｎｓ型 とみて よい

であろ う。

３・１・２・３・　 シ ナ ・チ ベ ッ ト語 族 （Ｓｉｎｏ－Ｔｉｂｃｔａｎ）

　 Ｂａｕｍ ａｎ の Ｐｒｏｎｏｕｎｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｎｏｍｉｎａｌ　Ｍ ｅｒｐｈｏｌｏｇ７　ｉｎ　Ｔｉｂｅｔｏ－Ｂｕｒｍａｎ［ＢＡｕＭＡＮ　 ｌ　９７５］
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表１１　 シナ ・チベット語族における類型の分布

Language Group

1. Tibeto-Burman 

  Titetan 

  Bodo-Naga 

  Naga-Chin 

 Lolo-Burmese 

2. Kam-Tai 

3. Chinese

 I 4ND

12 

13 

10 

3 

1

6ND

5

1 

5

5Dns

8 

1 

4 

2 

 6 

1

8Dns

11

2

Dry.

2

DD

1

Total

39 

14 

15 

10 

9 

1

Total 39 11 22 13 2 1 88

が もっとも重要な文献で あ り，例 はほとん どここか ら引用 している。 またそれだけに

とどま らず， さまざまな点で彼 の研究を参考 に してい る。

　 シナ ・チベ ッ ト語族 の 分類 はかな り面倒 な問題で あ り， Ｂｃｎｃｄｉｃｔ［１９７２］，　Ｓｈａｆｅｒ

［１９７４］な どを参照 したが，結局 は西 田 ［１９７８］の分類 に大筋において従 うことに した。

　 さて， シナ ・チベ ッ ト語族 では， ２つの類型 に集 中 して いる。ひとつ は ４ＮＤ 型で

あ り， もうひとつは ５Ｄｎｓ型 である。 また， ６ＤＮ 型 や ８Ｄｎｓ型のよ うにそれ らの よ

り複雑化 した類型 も決 して少 な くない。よ り詳 しくみてみ ると，チベ ッ ト語群で は，

中国 に近い地方 および ヒマ ラヤ山麓部 に ５Ｄｎｓ型や ８Ｄｎｓ型が散在 してい る。後者 は

ム ンダ諸語 の ８Ｄｎｓ型 と歴史 的に相 関関係があ った ことを予想 させ る。カム ・タイ諸

語や 中国諸語 は ５Ｄｎｓ型で，東 によるほど Ｄ 型 にな る傾 向がある。

３．　１．２．　４．　 ウラル ・アル タイ語族 １０）（Ｕｒａｌ－Ａｌｔａｉｃ）

　 ウラル諸語 とアルタイ諸語 とでそれぞれ によ くま とま っているため，別 々に扱 った

ほ うがよいと思われる。 まず ウラル諸語 をみてみ ると，４ＮＤ 型 と ６ＮＤ 型の ２っ し

か認 め られない。 しか も ６ＮＤ 型 が４６％以上を 占めてい る。 ウラル諸語 は ６ＮＤ 型 に

表１２　 ウラル ・アルタイ語族の類型の分布

ウ　 ラ　ル

ア ル タ イ

合 計

４ＮＤ ６ＮＤ ５Ｄｎｓ

7 

7

5 

0

0 

9

１４ ５ ９

Ｔｏｔａｌ

12 

16

２８

１０） ウ ラ ル 諸 語 の 例 は ほ と ん ど Ｃｏｌｌｉｎｄｅｒの ＳｕｒｖｅＬ；，　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｕｒａｌｉｃ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ［ＣｏＬＬＩＮＤＥＲ　 １９５７］を

　 用 い て い る 。 ま た ア ル タ イ 諸 語 で は Ｈ ａｎｄｂｕｃｈ　ｄｅｒ　Ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓｔｉｋ の Ｍ ｏｎｇｅｌｉｓｔｉｋ ［ＰｏＰＰＥ　ｅｔ　ａｌ

　 １９６４］ と Ｔｕｎｇｕｓｏｌｏｇｉｅ［ＦｕｃＨｓ　ｅｔ　ａｌ　 １９６８］ か ら と っ て い る 。
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吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （ｎ）

傾 く ＮＤ 型 とみて よいであろ う。 一方 ， アルタイ諸語は ４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 とに分

極 する。 そ して，西部で は ４ＮＤ 型，東部では ５Ｄｎｓ型 が多 くなる。 アルタイ諸語 は

地理 的に Ｄ 型 とＮＤ 型 とに分極 して いる。

３．１．２．５．　 コーカサス諸語 （Ｃａｕｃａｓｉａｎ）

　 コーカサス諸語 としては，グル ジア （Ｇｅｏｒｇｉａｎ）語 の １例 しかあげていない。そ し

てそれは ４ＮＤ 型であ るが， コーカサス諸語全体 としては，む しろ ４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型

が並 立するグル ープであ る。すなわ ち，南部のスヴ ァン （Ｓｖａｎ）語， 西北部 のアブカ

ハ ズ （Ａｂｋｈａｚ）語 ・中北部 の全て・東北部のアヴ ァル （Ａｖａｒ）語及 び アンデ ィ（Ａｎｄｉ）

語群 の 全 て・ レズギア ン （Ｌｅｚｇｉａｎ）語群 の 約半分 に 双称が 認め られ る ［ＣＯＭＲＩＥ

１９８１：２１１］。全体 としてみると約半分 は ５Ｄｎｓ型 と考 え られ，その多 くは北部 に分布

している。

３・１・２・６・　 イン ド・ヨー ロツパ語族 （Ｉｎｄｏ－Ｅｕｒｏｐｅａｎ）

　 イン ド ・ヨーロッパ語族 はもっとも言語学 的研究 の進んでい るグループで ある。 そ

して，現代 語でみ るかぎ り， イ ンド・ヨー ロッパ語族 はもっとも単調な ４ＮＤ 型か ら

なる。 しか し，参考 と してあげた古語をみ ると ６ＮＤ 型が多 くみ られ， このことはイ

ン ド・ヨーロ ッパ語族 の多 くの言語 は一度 は ６ＮＤ 型 まで に複雑化 し，近年 になって

逆 に簡素化 されて ４ＮＤ 型 にな った ことを想像 させ る。いずれに して も， イ ンド ・ヨ

ーロッパ語族 は ４ＮＤ 型 を中心 とした ＮＤ 型であ ることはまちがいない
。

　ただ し・ わずかの例外 が認 め られ る。 グジ ャラー ト（Ｇｕｊ　ａｒａｔｉ）語 は ５Ｄｎｓ型であ

る。Ｃａｌｄｗｅｌｌによるとマ ラーテ ィー （Ｍ ａｒａｔｈｉ）語 も双称を もち ［ＣＡＬＤｗＥＬＬ　ｌ　９７４

（１９１３）：４１４］，５Ｄｎｓ型 となる。 これ らは， ドラヴィダ諸語 との接触 によって起 った

変異であ ると考 え られ る。 また英語 も 対称の単 ・複の 区別 のない 派生的類型であ る

３ＮＤ－Ｌ 型 である。 しか し， テキサス方 言では ７０ｕｒｓい う形 がある といわれ，また多

くのアメ リカ人 はノｏπ読 の形で単複の区別 を しよ うとす る傾 向があ り，安定な ４ＮＤ

型への傾 向が認 め られ る。

表１３　インド・ヨーロッパ語族の類型の分布

語代現

語古

4ND

Ｇ
ゾ

９
一

４

6ND

ｑδ

７

5Dns

「⊥

０

3ND-L

－
↓

０

Ｔｏｔａ１

４

Ｑ
り

５

Total ５１ １０ １ １ ６３
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３．１．２．７．　 旧 シベ リア諸語 （Ｐａｌｅｏｓｉｂｅ「ｉａｎ）

　 この諸語 は言語学的 にま とま りのある ものではな くむ しろ， ウラル ・アルタイ語族

以外の シベ リアで話 されて いる言 語 を集 め た も の で あ る。 系統論的 にはひ とつの

グル ープ とはいえないグル ープであ る。 チ ュクチ （Ｃｈｕｋｃｈｅｅ）語 やカムチャダール

（Ｋａｍｃｈａｄａｌ）語 は ４ＮＤ 型であ るが コ リヤーク （Ｋｏｒｙａｋ）語 は ６ＮＤ 型であ る。そ

して， エス キモ ー （Ｅｓｋｉｍｏ）語 は ６ＮＤ 型 ，ア レウ ト （Ａｌｅｕｔ）語 は ５ＮＤ－Ｌ型であ り，

ギ リヤーク （Ｇｉｌｙａｋ）語 のみが ５Ｄｎｓ型 とな ってい る。 まずは非双称型 とみてよいで

あろ う。

３．１．３．　 アフ リカ

　 ア フ リカには ４つの言語 グル ープがあ るが， これ らをま とめて示す と表１４のように

な る。全体 としてみ ると ４ＮＤ 型が圧倒的に多 く，２６０例 中１８５例 （７１．２％）を 占め る。

次に多いのは ５Ｄｎｓ型 ではあるが４８例（１８．　５％ ）であるにす ぎない。他 はさ らに少ない

類型 とな っている。そのため， アフ リカ全体 としては ４ＮＤ 型 とみてよいであろう。

３．１．３．１．　 アフロ ・アジァ語族１１》（Ａｆｒｏ－Ａｓｉａｔｉｃ）

　 ア ラビア語 はセム （Ｓｅｍｉｔｉｃ）語派 に含 まれ る言語 であるが， セム語派の中で，唯一，

２数性 の用語 を もつ言語である。ただ し， 自称 には ２数性 はな く，対称，他称 に認め

られ る。 そのため，５ＮＤ－Ｌ 型 と分ｉ類され る。セム語 派の古語をみて も ２数性 の用語

はみ られず， どうや ら， アラビア語 だけが例外であ るらしい ［Ｍ ｏｓｃＡＴＩ　 １９６９：１０６］。

セム語 派はイ ン ド・ヨーロッパ語族 とは異な って， もともと ４ＮＤ 型であ った と考 え

られ る。 アラビア語だ けは，指示代 名詞 にも ２数を もつ ことか ら， いよいよ特異 な存

在 とみな ければな らな い ［Ｍ ｏｓｃＡＴＩ　 １９６９：１１１］。 アラビア語 では， 自称のみが他 と

異な り ２数性 がな く，対称，他称 ，物 を指示す る指示代 名詞 に ２数性があ り，ア ラビ

ア語で話 す人 々は， 自分以外は別 の物 と考えて いる。すなわち， かな り極端なエゴ ・

セ ン トリクな人 々なのか も しれない。

　 アフロ ・ア ジァ語族 の中では，わずか にクシ （Ｃｕｓｈｉｔｉｃ）語派 の ソマ リ （Ｓｏｍａｌｉ）語

とダ セネッチ 〔Ｄａｓｅｎｅｃｈ）語 が ５Ｄｎｓ型であ るが，例外的な もの と考えて よいであろう。

しか し， チャ ド （Ｃｈａｄｉｃ）語派 に含め られ る西部 チ ャ ド （Ｗ ｅｓｔ　Ｃｈａｄｉｃ）語群 または

チ ャ ド・ハ ム （Ｃｈａｄｏ－Ｈａｍｉｔｉｃ）語群 は ５Ｄｎｓ型 が中心的類型 であると思われ る。西

１１） こ の 語 族 で は ， Ｂｅｎｄｅｒ　ｅｔ　ａｌ （ｅｄｓ・） の Ｌａｎｇｕｇａｅ　ｉｎ　Ｅｔｈｉｏｐｉａ ［ＢＥＮＤＥＲ　ｅｔ　ａｌ　 １９７６］，　Ｂｅｎｄｅｒ

　 （ｅｄ．）の Ｔｈｅ　ＩＶｏｎ・・Ｓｅｍｉｔｉｃ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ　ｏｆ　Ｅｔｈｉｏｐｉａ ［ＢＥＮＤＥＲ　 １９７６］，　Ｔｕｃｋｅｒ　ａｎｄ　Ｂｒｙａｎ の 万 π９嬬 痂

　 Ａｎａｌｙｓｅｓ：Ｔｈｅ　Ｎｏｎ－ＢａｎｔＺｉ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ｛ｏｆ　ＩＶｏｒｔｈ－Ｅａｓｔｅｒｎ　Ａｆｒｉｃａ ［ＴＵＧＫＥＲ ＆ ＢＲｙＡＮ　 １９６６］ お よ び そ

　 の ＳｕｐＰｌｅｍｅｎｔの Ｔｈｅ　Ｅｔｈｉｏｐｉｃ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ［ＬＥｓＬＡｕ　 １９６６］を 資 料 と して い る 。
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吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

　　　　　　　　　　　　表１４ ア フ リ カ に お け る 類 型 の 分 布

Language Group

AFRO-ASIATIC 

1. Semitic 

2. Chadic 

3. Berber 

4. Cushitic 

5. Omotic

Total

NILO-SAHARAN 

1. Chari-Nile 

  1.1. Central Sudanic 

  1.2. Eastern Sudanic 

  1.3. Others 

2. Saharan 

3. Maba 

4. Koman 

5. Fur

Total

NIGER-KORDOFANIAN 

1. Kordofanian 

2. Niger-Congo 

 2.1. Adamawa-Eastern 

   2.1.1. Adamawa 

   2.1.2. Eastern 

 2.2. West Atlantic 

 2.3. Kwa 

 2.4. Mande 

  2.5. Benue-Congo 

    2.5.1. Bantu 

   2.5.2. Bantoid 

   2.5.3. Other

Total

KHOISAN

Total

4ND 6ND 5Dns  8Dns 6Ds 9Ds Dry.

14 

2 

1 

18 

7

2

1

1

1

42 2 1 2

14 

35 

2 

8 

2 

1 

1

1 

10

4

1

63 15 1

7

3 

13 

2 

 7 

4 

35 

5 

1

8

7 

3

11 

1

1

1

1

4

1 1 7

77 30 2 6 1 7

3 5 1 1 1

185 5 48 4 7 1 10

Total

15 

3 

1 

20 

8

47

15 

45 

3 

8 

2 

5 

1

79

16

3 

24 

5 

8 

4 

56 

6 

1

123

11

260
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部 チャ ド語群 の代表的なハ ウサ （Ｈａｕｓａ）語 は４ＮＤ 型であ るが，ハ ウサ語 はむ しろ例

外で，双称 を もつ ことが この語群 のひ とつ の重要 な特徴 となってい る ［ＷＥＳＴＥＲＭＡＮＮ

ａｎｄ　ＢＲｙＡＮ　 １９７０：１６０－１６１］。た とえ ば，マサ （Ｍ ａｓａ）語 も双称を もつ ［Ｗ ＥｓＴＥＲＭＡＮＮ

ａｎｄ　ＢＲＹＡＮ　１９７０：１７６］が，具体的 な例がないため表 の中には出現 していない。

　以 上をま とめると，ア フロ ・アジァ語族 では全体 として は ４ＮＤ 型， その中で，チ

ャ ド・ハ ム語群 のみは ５Ｄｎｓ型， そ してクシ語派 には ５Ｄｎｓ型がわずか にみ られ ると

い うことになる。

３・１・３・２・　 ナイル ・サハ ラ語族 （Ｎｉｌｏ－Ｓａｈａｒａｎ）

　先 にあげた Ｔｕｃｋｃｒ　ａｎｄ　Ｂｒｙａｎ［１９６６］か ら多 くの例を引用 して いる。

　 ナイル ・サハ ラ語族 において も，全体 としてみ ると ４ＮＤ 型が 中心的類型 となって

い る。７９例 中６３例（８０％）までが ４ＮＤ 型で ある。ただ し，シャ リ・ナイル （Ｃｈａｒｉ－Ｎｉｌｅ）

語 派の東 スーダ ン （Ｅａｓｔｃｒｎ　Ｓｕｄａｎｉｃ）諸語 のダ ジュ （Ｄａｊｕ）語群 で ヌエール （Ｎｕｅｒ）

語・ シュル ク （Ｓｈｉｌｌｕｋ）語 ，テ ソ （Ｔｅｓｏ）語， テウソ （Ｔｅｕｓｏ）語 などに ５Ｄｎｓ型 が

み られ る し， コマ （Ｋｏｍａｎ）語派 もむ しろ ５Ｄｎｓ型 である。

３・１・３・３・　 ニ ジェール ・コル ドファン語族１２）（Ｎｉｇｅｒ。Ｋｏｒｄｏｆａｎｉａｎ）

　ニ ジェール ・コル ドフ ァン語族 では 基本 的には ４ＮＤ 型であ るが， ５Ｄｎｓ型， ６Ｄｓ

型が少なか らず認 め られる。 中で も， コル ドフ ァン （Ｋｏｒｄｏｆａｎｉａｎ）語 派， アダマ ワ・

東部 （Ａｄａｍａｗａ－Ｅａｓｔｅｒｎ）諸語 の東部 （Ｅａｓｔｅｒｎ）大語群，大 西洋岸 （Ｗ ｅｓｔ　Ａｔｒａｎｔｉｃ）

諸語，ベ ヌエ ・コンゴ （Ｂｃｎｕｅ－Ｃｏｎｇｏ）諸語 の中のバ ントゥ （Ｂａｎｔｕ）語群に多 くみ ら

れる。

　 コル ドファン語派 は・ニ ジェール ・コンゴー語 派 （Ｎｉｇｃｒ－Ｃｏｎｇｏ） と対立する， か

な り異な った語 派でスーダ ンの中央部 の南 よ りの地域に分布す る言語である。 この語

派で は，４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 が半 々で ある。東部大語群 において も，４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ

型 ・６Ｄｓ型 とで は半 々近 くになって いる。 東 部大語群 の内のセ レ ・ム ン ドゥ （Ｓｅｒｅ－

Ｍ ｕｎｄｕ）語ｉ群及 びバ ンダ ・バヤ ・ンガ ンディ （Ｂａｎｄａ－Ｇｂａｙａ－Ｎｇａｎｄｉ）語ｉ群がＤ型 の

中核であ る。また，アダマ ワ（Ａｄａｍａｗａ）大語群 の ララ（Ｌａｌａ）語，ロ ングダ（Ｌｏｎｇｕｄａ）

語 は実例 はないが双称を もち ［Ｗ ＥｓＴＥＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＢＲＹＡＮ　 Ｉ９７０：ｌｌｌ』 ２］，東部大

語群だ けでな くアダマワ語 群 も ＮＤ 型 と Ｄ 型 で共存 するタイプであ る。

１２） Ｔｕｃｋｅｒ　ａｎｄ　Ｂｒｙａｎ の Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃ・Ａｎａｌｙｓｅｓ：Ｔｈｅ　Ｎｏｎ－Ｂａｎｔｔｔ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎｏｒｔｈ－Ｅａｓｔｅｒｎ　Ａｆｒｉｃａ

　 ［ＴｕｃＫＥＲ ＆ ＢＲｙＡＮ　 ｌ　９６６］，ま た ，　 Ｗ ｅｓｔｅｒｍ ａｎｎ　ａｎｄ　Ｂｒｙａｎ の Ｔｈｅ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ　ｏｆ　Ｗ ｅｓｔ　４肋 α

　 ［Ｗ ＥｓＴＥＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＢＲＹＡＮ　 １９７０］，　Ｄｏｋｅ の Ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈｅｍ　Ｂａｎｔｕ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ ［Ｄ ｏＫＥ　 １９６７］，

　 Ｒｉｃｈａｒｄｓｏｎ の Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃ　Ｓｕｒｖｅ１　ｏｆ　ｔｈｅ　・２Ｖｏｒｔｈｅｒｎ　Ｂａｎｔｕ．Ｂｏｒｄｅｒｌａｎｄ　ｖｏｌ．２．［ＲｌｃＨＡＲＤｓｏＮ　 １９５７］を

主 な 資 料 と して い る 。
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　大 西洋岸諸語では， フルベ （Ｆｕｌｂｅ） 語 とその 方言は ５Ｄｎｓ型であ るが ウォル フ

（Ｗ ｏｌｏｆ）語， セレール （Ｓｅｒｅｒ）語 はともに ４ＮＤ 型であ る。む しろフルベ語が特異 で

あ るのか もしれない。

　　　　＋：強調型，ｍｅｎｅｚ＋が存在する。

図２９　 ンゲムバ （Ｎｇｅｍｂａ）語の合成人称代名詞
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　バ ン トゥ語 群の中に ５Ｄｎｓ型がみ られ るが， これ はいずれ も南部 バ ン トゥ語 であ る。

すでに述べた ように，南部 バ ン トゥ語では，ｏｎｌｙ／ａｌｌの対立のある接尾辞が存在 する

ため，結果 と して ５Ｄｎｓ型 になる。 さらに， ２数， ３数な どを もつ ものは派生 的類型

の南部バ ン トゥ型にな る。バ ン トゥ語群およびバ ン トゥ類 縁 （Ｂａｎｔｏｉｄ）語群 において，

基本的 には ４ＮＤ 型あ るいは ６Ｄｓ型 であ るものが，それぞれの用語が組み合わ され

ることによって ８Ｄｎｓ型 や ９Ｄｓ型などになる例があ る。 こう した特殊 な例 と してバ

ン トゥ類縁語群の ンゲムバ （Ｎｇｅｍｂａ）語の例 ［ＥＡｓＴＬＡｃＫ　１９７２：６２－６８］を 図２９に

示 して お く。

３．　１．　３．４．　 コイサ ン語族 （Ｋｈｏｉｓａｎ）

　 コイサ ン語族 については，ＨＲＡＦ の Ｓｃｈａｐｅｒａ［１９３０］の資料 と Ｗ ｅｓｔｐｈａｌの Ｔｈｅ

Ｎｏｎ－Ｂａｎｔｕ　Ｌａｎｇｕａｇｅｓ　ｏｆ　Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　／ｉｆＴｒｉｃａ［Ｗ ＥｓＴＰＨＡＬ　 ｌ　９５６］を資料 としている。

不充分な資料であ るが，これ らによると， ６ＮＤ 型 が多 い。 しか し，双称 は南 部のグ

ループとナマ （Ｎａｍａ）語 にみ られるとい う ［ＳｃＨＡＰＥＲＡ　 ｌ９３０：４２９］。 そ うい う点

では コイサ ン語族 は Ｄ 型 と ＮＤ 型が並 立する語族であ る。

３．１．４，　ア メ リカ

　北 アメ リカを全体 と してみ ると，４ＮＤ 型が約半分 を占め る。 しか し， 残 り半分 が

いろいろの類型を もち，かな り複雑な様相 を呈 して いる。

　 ナ ・デ ネ語族 （Ｎａ－Ｄｅｎｅ）は基 本的 には ４ＮＤ 型 であ るが， ナバホ （Ｎａｖａｊｏ）語 の

みは ６ＮＤ 型 である。 セィ リッシ （Ｓａｌｉｓｈ）語族 は自称 の複数の 用語を もともとは持

たなか ったと想像 され る興味深 い グループである。 それ は シュス ワップ （Ｓｈｕｓｗａｐ）

表１５ ア メ リカ に お げ る 類 型 の 分 布

Language Group 4ND 6ND 5Dns 8Dns 6Ds Dry. Total

 1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

 7. 

8. 

9. 

10.

Na-Dene 

Salish 

Wakashan 

Macro-Algonquian 

Macro-Siouan 

Penutian 

 Az  tec-Tanoan 

Hokan 

Oto-Manguean 

Andean-Equatorial

5 

3

3

22 

4 

1

1

1

 1

1

3

7

1

1 

4 

2

1

3 

2 

1

1

3 

1

6 

4 

1 

7 

7 

37 

7 

1 

1 

1

Total 38 3 12 8 6 5 72
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吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （ＩＩＩ）

語 にみ られ，現在 は ５Ｄｎｓ型 であるが， 自称の複数 のみ は奇妙 な形 であ り，後に加 わ

った もの と思 われる。 しか し，資料 に従え ばこの語族 は ４ＮＤ 型 となる。

　 ウォキャシ （Ｗ ａｋａｓｈａｎ）語族 は １例 しか 取 り上 げていない。 その １例であ るクワ

キュー トル （Ｋｗａｋｉｕｔｌ）語 は ４Ｄｎｓ・Ａ 型 とい う派生的類型であ る。

　 アルゴ ンキアン （Ｍ ａｃｒｏ・Ａｌｇｏｎｑｕｉａｎ）大語族 は， 例 と してあげた ものでは ４ＮＤ

型 と ５Ｄｎｓ型 に二分 され る。 しか し，　Ｆｏｒｃｈｈｅｉｍｅｒによれ ば， １２のアルゴ ンキア ン

語族 の言語で はいずれ も双称を持つ として いる ［ＦｏＲｃＨＨＥＩＭＥＲ　 ｌ９５１：７３］。それ故・

アルゴ ンキアン語族 はむ しろ ５Ｄｎｓ型 であると思われ る。

　 スー （Ｍ ａｃｒｏ－Ｓｉｏｕａｎ）大語族 はややめず らしい ６Ｄｓ型 である。５Ｄｓ－ｐｌ型 が ２例あ

り，それを加え ると７例 中 ５例 が ６Ｄｓ型， あ るいはその派生 的類型であ り， ６Ｄｓ型

とみてよいで あろう。 また， ここには含 め られていないサ ンティー （Ｓａｎｔｅｅ）語 は少

な くとも双称を もってい るし ［ＦｏＲｃＨＨＥＩＭＥ　 ｌ９５１：５８］， イロコイ （ｌｒｏｑｕｏｉ）語 も

８Ｄｎｓ型 であ り，　Ｄ 型であ ることはまちがいあ るまい。

　 ペヌー ト（Ｐｅｎｅｔｉａｎ）語族 では３７の例の中，２７がマ ヤ （Ｍ ａｙａ）諸語か らとってお り・

マヤ諸語 に大 き く傾 いてい る。 マヤ諸語 だけに限 ってみる と， ４ＮＤ 型 が圧倒 的に多

い。 しか し，５Ｄｎｓ型 にも ６例，８Ｄｎｓ型が １例，６Ｄｓ型 にも １例み られ，もともとは

双称があ った と考 え られ るグループである。マヤ諸語 を除 くと，む しろ ８Ｄｎｓ型 が多

くな り，５Ｄｎｓ型 や ６Ｄｓ型 もみ られ， 基本的には Ｄ 型 の言語 グループと考え られ る。

　 アズテ ク ・タノア （Ａｚｔｅｃ－Ｔａｎｏａｎ）語族で は ４ＮＤ 型 がやや 多いが， ８Ｄｎｓ型や

６Ｄｓ型 もみ られ，　Ｄ 型，　ＮＤ 型 の両方があ るグループと考え られ る。 ホカ （Ｈｏｋａｎ）

語族 は １例 しか取 り上 げて おらず，そのユマ （Ｙｕｍａ）語 は ４ＮＤ 型 であ ったので・

ここでは一応 ＮＤ 型 としてお く。オ ト・マ ンゲ （Ｏｔｏ－Ｍ ａｎｇｕｅａｎ）語族 で も１例 しか

取 り上げていないが，そのオ トミ （Ｏｔｏｍｉ）語 は ８Ｄｎｓ型 であるため，　Ｄ 型 にあてて

お く。 ア ンデス ・赤道 （Ａｎｄｅａｎ－Ｅｑｕａｔｏｒｉａ１）語族 で も１例で，ケチ ュア （Ｑμｅｃｈｕａ）

語 は ５Ｄｎｓ型であ った。

３，１．５．　 未分類語

　未分類語 の内， 日本語 は ４ＮＤ 型で あるが琉球語 は ５Ｄｎｓ型である。 自称 ・複数形

ｗａｔｔ’ａ：に対 し双称 ・複数形 ωα：ｔｚａ：が存在す る１３｝か らで ある。

　 アイヌ語 は ５Ｄｎｓ型で あり， ブル シャスキー （Ｂｕｒｕｓｈａｓｋｉ）語 ，バスク （Ｂａｓｑｕｅ）

語 は ４ＮＤ 型で あった。

１３） 仲 宗根 政 善氏 のパ ー ソナ ル ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンに よ る 。
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３．１．６．　 Ｐｉｄｇｉｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ

　オセアニア及びオ ース トラリア・で話 される Ｐｉｄｇｉｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ は，それぞれの土着 の

言語の影響 を受 け， 本来 の 英語 は ３ＮＤ－Ａ 型であ るが， さまざまに変化 している。

Ｍ ｅｌａｎｅｓｉａｎ　Ｐｉｄｇｉｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ では ５Ｄｎｓ型 に，ニ ューギニアの低地部で も５Ｄｎｓ型 に，

高地部では ｌＩＤｎｓ型 にな っている。オース トラ リアの Ｐｉｄｇｉｎ　Ｅｎｇｌｉｓｈ では ８Ｄｎｓ型

とな るといった ようにであ る。 いずれ も合成 されて形成 された ものであ り， こう した

合成形によって， もとの類型か ら他の類型 に変化す ることは，類型 の変化 ・発展 とい

うものを考 える上で興味深 い ものがある。 なお，当然 なが らこれ らは，１，１２９例の中

には含まれてはいな い。

３ ．２．総論 ・

　それぞれの言語 グル ープ ごとに類型 の分布 をみてきたが，それをまとめた ものが表

１６で ある。まず，類型の拡散 して いる言語グループをみてみ ると， オース トロネ シア

語族，パ プア系言語，オース トラリア系言語 の ３っ のグル ープは多 くの類型 を持つ。

特 にパプァ系言語 は著 しく，基本的類型で ８，派生 的類型で は８，さ らに ２数性卓越

型 まであ る。 これ と対照的に ウラル ・アルタイ語族， イ ンド ・ヨー ロッパ語族， ナイ

ル ・サハ ラ語族 などはわずかの類型 しか認め られない。 このことはいろいろに解釈 で

きるが， ここでは事実を指摘 す るだけにとどめてお こう。個 々の類型 をみてみ ると，

９Ｄｓ型 や １１Ｄｎｓ型， ８ＮＤ 型 のような 特殊 な類型は先 にあげた拡 散する言語 グルー

プにみ られ る。また，６Ｄｓ型 はフィ リピンが圧倒的 に多い。８Ｄｎｓ型 はオース トラ リ

ア系言語 とオース トロネ シァ語族 に多 くみ られ るが，オース トラ リア系言語 にみ られ

る類型 の中で もこの類型が一番多 く，アース トラ リア系言語 にとっては重要な類型で

あ る。 一方， ６ＮＤ 型 はパプ ア系言語 に多 い。 これ もこの言語 グル ープを特徴づ ける

類型 である。逆 にどのグループにもみ られる普遍的な類型は ４ＮＤ 型である。つ いで

５Ｄｎｓ型であ り， これ も数 は少な くて もほとん どの言語 グループにみ られる。

　次 に言語 グル ープ ごとにみて い くと，オース トロネシア語族 は ５Ｄｎｓ型 が中心 の類

型 であ り，先 にみたよ うに， フィ リピンに ６Ｄｓ型 が集 中 し， メラネシアやポ リネシ

アで は ８Ｄｎｓ型及 び １１Ｄｎｓ型 が多 い。パプ ァ系言語 では ４ＮＤ 型 よ りもむ しろ ６ＮＤ

型 が多 い。 そ して，オース トラ リア系言語で は圧倒的に ８Ｄｎｓ型 に集中 していた し，

ア ンダマ ンは ４ＮＤ 型であった。

　 オ ース トロ ・アジァ語族 は ８Ｄｎｓ型， ドラヴィダ諸語 は５ＤＩｌｓ型， シナ ・チベ ッ ト

語族 は ４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ・８Ｄｎｓ型の両者 に分離す るタイプであ った。 アルタイ諸語 は
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認

Language Group

 2. 

 3. 

 4. 

 5. 

 6. 

 7. 

 8. 

 9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18.

Austronesian 

Papuan 

Australian 

Andaman 
Austro-Asiatic 

Dravidian 

Sino-Tibetan 
Altaic 

Uralic 

Caucasian 
Indo-European 

Paleosiberian 

Afro-Asiatic 
Nilo-Saharan 

Niger-Kordofanian 
Khoisan 

 Amerid 

Unclassified 

 Japanese 
 Ainu 

 Burushaski 
 Basque

Total

2ND

1 

1

2

表１６ 世 界 に お け る 類 型 の 分 布 の ま と め

4ND 6ND 8ND 5Dns 8Dns

 

1  1Dns 6Ds

11 

36 

2 

4 

5 

1 

39 

7 

 7 

1 

49 

3 

42 

63 

77 

3 

38 

1 

1 

1

51 

9 

1 

11 

5 

3 

2

5 

3

1

192 

 9 

  7 

  4 

  5 

 22 

  9 

  1 

  1 

  2 

 15 

 30 

  1 

 12 

 1 

 1

71 

9 

63 

11 

13

1 

2 

1 

8

14 

4

39 

 7 

4

1 

6 

6

 391 90 1 312 179 18 63

9Ds

1 

1

1

3

Dry.

19 

18 

9 

2 

2

1 

1 

2 

7 

1 

5

68

DD

1

1

2

Total

347 

134 
99 

 4 

23 
 6 

88 

16 
12 

 1 

54 

 8 
47 

79 
123 

11 

72 

 2 

 1 
 1 

 1

 1,  129

叶
田
　
　
恥
騨
離
副
ド
鍾
ｑ
ぴ
〉
θ
踏
ゆ
㊦
磁
腿
響

（
目
）
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４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 に分離ｉす るタイプであ り，一方， ウラル諸 語は ４ＮＤ・６ＮＤ 型 に

集 中 して いる。 イ ンド ・ヨー ロッパ語族 は ４ＮＤ 型 と ６ＮＤ 型がみ られるが中心 は

４ＮＤ 型であ る。 コーカサス諸語 は例 としては一例 しかあげていないが， 先 にみたよ

うに，４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 に分離す るグルーフ。で ある。

　 アフ リカのアフロ ・アジア語族 は ４ＮＤ 型 とみて よい。 しか し， チャ ド ・ハム語群

（西部 チ ャ ド語群） のみは ５Ｄｎｓ型である らしい。ナイル ・サハ ラ語族 も ４ＮＤ 型 で

あ るが，東 スーダ ン諸語 は ４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 が並立す るグループである。 コマ語 派

はむ しろ ５Ｄｎｓ型が中心の言語 グル ープであ り， これ らはナイル ・サハ ラ語族 の例外

であ る。 ＝ ジェール ・コル ドフ ァン語族 も ４ＮＤ 型で はあ るが， コル ドファン語 派は

４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ型 に分 離す るタ イプであ り，東部大語群 も ４ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ・６Ｄｓ型

に分離す るタイプであ る。バ ン トゥ語群 にも ５Ｄｎｓがみ られ るが，そのほとん どは南

部バ ン トゥ語群 であ った。 コイサ ン語族 も ４ＮＤ・６ＮＤ 型 と ５Ｄｎｓ・８Ｄｎｓ型に分離す

るタ イプであ り，５Ｄｎｓ・８Ｄｎｓ型 は南部 に多 くみ られ る。

　 この ようにみて くると，各言語 グループ はそれぞれの類型 とあ る種の相関関係があ

ることは明瞭である。 これをよ り上位 の類型であ る双称型 （Ｄ型）と非双称型 （ＮＤ 型）

で分類 し，再整理 した ものを地図上 に書 き込んでみ ると図３０のようにな る。 なお図 中

の ＊印 は Ｄｓ型 の集中 してい る場所 を しめ した ものである。 この図をみ ると， い くつ

かの点 に気付 く。まず，多 くの場合，ＤＩＮＤ 型 はだいたいにおいて Ｄ 型 と ＮＤ 型

の中間地帯 に出現す る。 それは，言語接触 とい うことをど うして も思い出させ る。ま

ｆｃ．・図 中にはあらわれて いな いが・Ｄ 型が ＮＤ 型 と直接的 に接 してい る場合 は・ そ

の境界あた りで ＮＤ 型 の中に Ｄ 型 の類型が分布 しているか，　Ｄ 型 の中 に ＮＤ 型が

分布 していることが一般的であ る。 この図 では言語 グループのある抽象の レベルでま

とめているた め， すなわち， ＤＩＮＤ 型 というものが出現す るが， も し言語 をひ とつ

ずつプ ロッ トしてゆ けば， 各言語 グループの境 界を越 えて， 少 しずつ両方 に Ｄ 型 と

ＮＤ 型 が入 りこんだ図がで きあが ることであろう。それは この図 とは異な った もの と

な るが，私 はむ しろ この程度 の抽象度の方 が適 当で はないか と考 えて いる。

　 次 に，Ｄｓ型 に注 目 してみ ると， フィ リピンがひ とつの中心であ り， さらに， パプ

ア系言語 に含 まれ る言語 が分布す る リーフ諸 島あた り， アフ リカのニ ジェー一ル ・コル

ドファン語族 の東部大語 群の一部， アメ リカのスー大語族 あた りに中心 があるホうに

み うけ られ る。 この ように， ごく限 られた地域 のみに出現す るだけの特殊な類型であ

り，それ らは互 いに関係 な く，独 自に出現 した もの と推定 され る。

　 Ｄ 型の分布 に着 目 してみ ると， 中国南西部あた りにひ とつ の Ｄ 型 の 中心があ り・
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これ らが西方 にはム ンダ諸語， ドラヴ ィダ諸語 へ，南方 にはシナ ・チベ ッ ト語族 の カ

ム ・タイ諸語， ムンダ諸語 を除 いた オース トロ ・アジァ語族，さ らにオース トロネシ

ア語族へ と広が ってい ったよ うに読み とれ る。北 西方 向には中国諸語 ，アル タイ諸 語，

そ して北 アメ リカへ と，広 ま ったので はないであろ うか。 しか し，オース トラ リアや

アフ リカの Ｄ 型 は，中国南西部起源 の Ｄ 型 とは異 なるで あろう。Ｄ 型 の発生そ のも

のは，む しろ起 こるべ くして起 こるものであ る。独 立的に発生す ることはむ しろ当然

のことである。 オース トラ リアの Ｄ 型 はそのひ とつであ り， アフ リカのそれも別の

例であろ う。

　 アフ リカの場合， その中心 は アフロ ・アジア語族 のチ ャ ド・ハ ム諸語あるいはナイ

ル ・サハ ラ語族 の コマ語派，ニ ジェール ・コル ドファン語族 のコル ドファン語派 あた

りにあ ると考 え られ る。東 ス ーダ ン諸語や アダマ ワ ・東 部大語群，大西洋岸語族 ある

いはクシ語 派の Ｄ 型は これ らの影響で発生 した ものであ り， コイサ ン語族 の Ｄ 型 も

地理的には離 れているが同系統 の もので あろう。そ して，南部バ ン トゥ語 は コイサン

語族の影響の もとに特異な形で Ｄ 型 を形成 した と思われ る。 コイサ ン語族 がア フロ・

アジア語族 と相 関関係があ るとの説 を受 け入れ るな らば，む しろチ ャ ド・ハ ム諸語を

形成 した古 い言語 がその起源ではないか と思われ る。

４． お 　 わ　 り　 に

　本稿では １，１２９の言語 （及び方言）から基本的類型 ９つと，派生的類型２３，２数性

卓越型 ２つの類型を区別 した。そして，基本的類型を双称型 と非双称型に分け，前者

をさらに双称単数性型と双称非単数性型に分けた。派生的類型の分類はここでは暫定

的に基本的類型からの用語の脱落とみて分類されている。

　これ らの類型化の過程において，次のようないくつかの規則性を認めた。

　（１） 双称を欠く例はあっても，自称 と対称を区別 しない例はない。これはあまりに

当然すぎることではあるが念のため書 き出しておく。

　（２） 会話場面において限定的な数は３数が限度であり，義務的にはそれを越えるこ

とはない。

　（３） １，１２９例の内， ２数性卓越型の２例を除いて， ３数性の区別のあるときは必ず

２数性が区別されており， ２数性が存在するときは単 ・複の区別がなされている。

　（４） 派生的類型において，双称と自称 との中和は起こりえるが，双称と対称 との中

和は起 こりえず，自称 と対称 との中和も稀である。
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　㈲　派生的類型において，単 ・複及び２数性 ・複数性との中和は対称においては起

こりうるが，自称では主として２数性 ・複数性においてより多 く，単 ・複ではむ しろ

双称 ・複数性と自称 ・単数性の間で起 こり，双称ではほとんど起 こらない。

　⑥　派生的類型において， ２数性が存在するとき，単数性と２数性あるいは複数性

との中和は，どの人称においても起 こり得ず，２数性 と複数性との間の中和 しか起こ

りえない。ただし，双称 ・複数性と自称 ・単数性 とは２数性が存在 していても起こり

う る 。

　ここに書 き出 した規則性のい くつ か，特 に（１）や（３）はかな り常識的な規則性 ではある

が，人間 が会話場面 においての人 の概念化 に際 して，決 してでた らめなことを してい

るのではないことを逆 に示す ものであろ う。特 に（３）は図化 に際 して重要 な意味を もっ

ている。すなわ ち，通常 は単 ・２数 ・３数 ・複 と並べ る順序を単 ・複 ・２数 ・３数 と

並べたのは（３）のゆえであ る。単数性 ・複数性は ２数性や ３数性 とは異 な った ものであ

り，より本質的なものであるという認識の上にたっている。そ して， このことによっ

て ２数性卓越型も無理なく図化できるのである。すなわち，ひとつの体系 としての整

合性を保ちつづけることができるのである。

　さらに，その体系を派生的類型においても保つためには，ωのように双称は自称 と

の中和がみられるため，双称 と自称とは隣…接する必要がある。双称は従来の１人称，

２人称という命名法に従えば，４人称あるいは０人称 という名称１４）となるであろうが，

１４）Ｈｙｍｅｓ［１９７２］は，はっきりと１人称 ・包括的を独立 した人称と認め，それに４人称 （ｆｏｕｒｔｈ

　ｐｅｒｓｏｎ）という名称を与えている。 しかし，それは１人称， ２人称， ３人称があって，その後

　に見い出されたものとして ４人称としたにすぎない。そこには理論的根拠は全 くない。そ して

　彼の論文の中にこの命名が非論理的であることを示すことが述べられている。すなわち，

　Ｈｙｍｅｓの Ｇｒｅｅｎｂｅｒｇの ｍａｒｋｅｄｌｕｎｍａｒｋｅｄ概念をもちいて，かなり重要な順序として ｕｎｍａ－

　ｒｋｅｄの順に人称を並べている。彼によれば， ３人称／ １人称／ ２人称／４人称の順に並ぶと

　いう。この順序と命名の順序とは少 しも一致しない。

　　実のところ，私はこの順序には賛成 しない。ｕｎｍａｒｋｅｄの順であれば，私なら３人称／ ２人

　称／１人称／ ４人称と並べるであろう。 ２人称と１人称の順序のちがいは，かなり微妙なもの

　であり， Ｈｙｍｅｓは （英語の）命令形には２人称を用いないことを根拠にしているように読み

　とれる。 しか し，彼のハヌノー （Ｈａｎｕｎ６０）語のｐｈｏｎｅｓｔｈｅｍａｔｉｃな分析では， １人称がもっ

　ともｖａｌｕｅのあるものとして提示されている （２人称がそれに続く）。一方で，　Ｓａｌｔ－Ｙｕｉ語で

　は１人称の単数は分化しているのに２人称は単 ・複の分化がみられないことや，派生的 ４ＮＤ

　型においても２人称における単 ・複の中和は認められても（４例），１人称ではその例は皆無で

　あることなどを考えあわすと，私には１人称の方が２人称に対 して ｍａｒｋｅｄであると思われる。

　そして，そうであるならば，１人称包括的は０人称とした方が論理的であると思う。

　　 ０人称 という命名は他の命名と比較するとどうもす っきりしないばかりでな く，すでににバ

　 ンヴェニス トによって意味論的に３人称にゼロ人称という語があてられている ［バンヴェニス

　 ト　 １９８３：２０６］。こうしたことは４人称にも見られ，オジブワ（Ｏｊｉｂｗａ）語やナヴァホ（Ｎａｖａｊｏ）

　語の ‘ｏｂｖｉａｔｉｖｅ’に ４入称という語がやはりあてられている ［ＨＹＭＥｓ　１９７２：１０５］。このように，

　いずれにして も，これまでのような数による命名体系にしたがっ１ているかぎりは，いつまでも

　論理的整合性を欠き，混乱を回避することはむずかしい。
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このことを考えに入れると０人称の方がまだしもましということになる。 しかし， ０

人称 という命名はやはり奇妙なものである。単にヨーロッパのエスノセントリズムを

排除するというだけの理由ではな く，このことを処理するためにもどうしても新 しい

命名体系が必要となった。そして，㈲，〈６）の規則性を矛盾なく図化できたのは図化に

おける人称の順序，数の順序が適切であったことを逆に証明 している１５）。

　図化 という手段を用いて，人称と数の体系化をはかる，それが本論のひとつの基本

的な試みであった。そ して，それは現在ある体系，すなわち共時的な体系にとどまら

ず，通時的な体系を見通 しての体系であった。後者については次稿で詳 しく検討する

ことになるはずである。

　各言語グループにおけるこれらの類型の分布を検討 した。その結果，各言語グルー

プごとに，それぞれ特徴ある類型 との相関関係がみられた。このことは，この類型が

各言語グループの成立とともに形成されたのではないかという想像をかきたてる。さ

らに，それらを上位の類型であるＤ 型と ＮＤ 型に分けて地図にプロットしてみると，

双称の起源地として ３つの可能性のあることを提示 した。

　（１） 中国南西部起源

　（２） オース トラリア起源

　（３） アフリカ起源

　 これらのうち，オース トラリアの具体的な起源地あるいは特定の言語グループを想

定することは難 しい。 しか し，アフリカでは，チャド・ハム語群の直接の古語が起源

である可能性が高いと思われる。一方，中国南西部起源は，オース トロ・アジア語族，

ドラヴィダ諸語，カム ・タイ諸語，中国諸語，アルタイ諸語，北アメリカの言語，オ

ース トロネシア語族の共通の起源地として想定されたものである１６）。それらの言語グ

ループの共通の祖語を想定 しているわけではない し，すでにそれ らの言語グループに

分化 していたとも想定 していない。ただ，そうした認識の仕方がそのあたりで発生 し，

それが現在みられる言語グループのそれぞれに受けつがれたと考えている。勿論 こ

のような一種の疫学的なアナロジーとしての結果は，確とした証拠のあるものではな

い。 しか し，このように考えることによって，現在そこにみられる現象をよりよく理

解できるとしたら捨てさるべきものではないと私は思う。想像ではあるにしてもより

合理的に説明できる考え方があれば私はそれをとりたいと思 う。とはいえ，想像が空

ユ５）バ ンヴ ェニス トに従 えば，ｕｎｍａｒｋｅｄ の順 に人 称 を並 べ る と ３人 称／ ２人 称／ １人 称 とな る

　 ［バ ンヴ ェニ ス ト　 １９８３；２１０－２１１］。 そ して ， 注 １４で述 べた こ とを勘 案 す れ ば， ここで 用 い た

　 マ トリクス は次 の よ うにな る。す な わ ち， 縦方 向に は 上 か ら下 へ ｍａｒｋｅｄ の順 に ，横 方 向 に は

　 左 か ら右 へ ｕｎｍａｒｋｅｄの 順 に並 ん で い る ことに な って い る 。
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想にさえなる説である。私はこの説に特に固執する気はない。

　なお，多 くの言語をあつかっているため，言語名などにスペル ミスが出るかもしれ

ない。また，資料 として適切であるかどうかも特に検討 していないため不適切なもの

もあると思われる。もしそれ らの点にお気付きになればどうかお教え願いたい。ただ

し，この種の論文では常に資料の不適切さの指摘がなされてきたが，この論文ではか

なりの量の例をあつかっており，その２０～３０％の資料が不適切であるというのなら問

題であるが，少 々の不適性では論理の基本的部分にはほとんど影響をあたえないと考

えている。む しろ，理論指向の強いこの論文では逆に資料の不適切さすら指摘できる

構成 となっている （６Ｄｎｓ－０－０’の項参照）。また，すでにのべておいたように，本論

は言語学の論文ではもとよりない。言語学があつかいきれないような部分に焦点があ

てられている。確かに，言語学の素人が言語的資料を用いて論述するとき，全 く方向

違いの無駄な努力をしてしまうことが往々にしてある。言語にかかわる現象にはそう

したある種の情熱をかきたてる要素があるものである。本論がそうした方向違いのも

のでないことを願っている。

追 記

　 この 原 稿 を書 き あげ た後 で Ｍ ａｎｎｈｅｉｍ 氏 か ら彼 の 最近 の論 文 ［Ｍ ＡＮＮＨＥＩＭ　 １９８２］ を 受 け と

った。彼 は この論 文 で ，ア イ マ ラ （Ａｙｍａｒａ）語 とケ チ ュア語 の ‘ｉｎｃｌｕｓｉｖｅｎｅｓｓ’の表 現 の違 いを 検討

し， ア イマ ラ語 は ｐｅｒｓｏｎ　ｓｙｓｔｅπ１，ケチ ュア語 は ｎｕｍｂｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ と して ‘ｉｎｃｌｕｓｉｖｅｎｅｓｓ’を 表 現 し

て い る とい う優 れ た論 述 を お こな ってい る。 本 論 との か か わ りに お いて 興味 深 い の は， ア イマ ラ

語 は人 称 およ び 数 に おい て と もに義務 的 で な い とい う点 で あ る。す なわ ち，Ｍ ａｎｎｈｅｉｍ 氏 に従 え

ば ， ア イマ ラ語 は数 にか か わ らな い人 称 体系 を 持 つ こと にな り，本 文 中 の基 本 的 類型 の 項 で述 べ

た ＊３Ｄ 型 とい う こと にな る。 す な わ ち， ３Ｄ 型 が見 つ か った とい う こと であ る。

１６）このような仮説は決して私が始めてというわけではない。Ｆｏｃｈｈｅｉｍｅｒは１９５１年の学位論文

　では包括的 ・排除的の中心を “ｓｏｍｅｗｈｅｒｅ　ｉｎ　ｓｏｕｔｈ・ｅａｓｔｅｒｎ　Ａｓｉａ” におき，後の１９５３年の本で

　は ‘‘ｓｏｍｅｗｈｅｒｅ　ｎｅａｒ　Ｈｉｍａｌａｙａｓ”においている。 ただし，彼の仮説にはかなり激しい反論が

　なされている （たとえば ［ＨｏｕｓＥＨｏＬＤＥＲ　１９５５］，［ＨＹＭＥｓ　１９６５］）。彼等の批評はそれぞれに

　正しいと私にも思われ，彼の根拠は薄弱となってはいるがなお検討の余地のあるものと思われ

　る。形質人類学的にも文化人類学的にも，また古考学的にも新大陸のインディアンが旧大陸起

　源であることはほぼ間違いのないことであろう。彼等の祖先は約２万年前にべ一 リング陸橋を

　渡ったと考えられ，その旧石器時代人の持っていた言語は現在の言語とはまったく異な ったも

　のであるにしても，言語的なものはすでに持 っていたであろう。そしてこうしたことまでも彼

　等は否定しようとはしないであろう。ただ，こうしたことは言語学であつかえるものとは思え

　ない。言語学が潮りえるよりははるかかなたの出来事であろう。しか しその基層にある一種の

　考え方というものは言語学が湖れる範囲を越えてなお潮 りえると私は考えている。私がここで

　あつかおうとしていることはそうしたことで，言語そのものでもなければ現在見られる語彙や

　復元された祖形でもない。その裏側にあるであろうと推定される考え方あるいは認識の仕方が

　問題なのである。確かに語彙を分析の対象とはしているが，私にとっては具体的な語彙の歴史

　的変遷などに強い関心はない。それを越えたところに問題はあると私は考えている。その点で

　は Ｆｏｃｈｈｅｉｍｅｒにも，　 また Ｈｙｍｅｓや Ｈｏｕｓｅｈｏｌｄｅｒの議論にも私はかかわってはいない。
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I. OCEANIAN

Appendix I:  Identification of Types

 (Milne Bay District) 
Sewa Bay (Lithgow 1976)

I. 1. Austronesian

(2ND) 

5. Polynesian 
Leuaniva (Ray 1919-1920)

(4ND) 

1. Formosan 
Bunun (Abe 1930) 
Rukai (Abe 1930)

2. Hesperonesian 
2.3. West  Indonesian 

(Malay Peninsula) 
Malay, Penang (Haaksma 1933) 
Malay, Perak (Haaksma 1933)

3. East Indonesian 
3.2 West Irian 
Namatote (Cowan 1953) 
Woi (Anceaux 1961)

4. Melanesian 
4.1. Papuan Melanesian 

(Sepik District) 
Tumleo (Laycock 1976) 
Ulau-Suain (Laycock 1976) 
Wogeo (Laycock 1976)

4.2. Melanesian 

(Solomon) 
Marau Wawa Is. (Ray 1926)

(6ND) 

4. Melanesian 
4.1. Papuan Melanesian 

(Sepik District) 
Ali (Laycock 1976) 
Sera (Laycock 1976) 
Sissano (Sisano) (Laycock 1976)

(5Dns) 

1. Formosa 
Ami (Abe 1930) 
Paiwan (Abe 1930) 
Puyuma (Abe 1930)

2. Hesperonesian 
2.1. Philippine 
Bikol (Mintz 1971) 

 Cebuano (Bunye & Yap 1971) 
Gaddang (Reid 1971) 
Hiligaynon (Wolfenden 1971) 
Ilongot, Kakiduge:n (Reid 1971) 
Itbayaten, Batanes Is. (Reid 1971)
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 Ivatan, Batanes Is. (Reid 1971) 

 M  tmanwa (Reid 1971) 
Manobo, Ata (Reid 1971) 
Manobo, Kalamansig Cotabato (Reid 1971) 
Manobo, Tigwa (Reid 1971) 
Mansaka (Reid 1971) 
Subanun, Sindangan (Reid 1971) 
Subanun, Siocon (Reid 1971; Brichoux 1977) 
Tagbanwa, Kalamian (Reid 1971) 

(Gum) 
Chamorro (Topping 1973) 

(Palau) 
Palauan  (  Josephs 1975)

2.2. C. & S. Celebes 
Impo (Haaksma 1933) 
Karunsi'e (Haaksma 1933) 
Laiwui (Lalak) (Haaksma 1933) 
Loinang (Haaksma 1933) 
Moiki (Haaksma 1933) 
Molio'a (Haaksma 1933) 
Molongkuni (Haaksma 1933) 

 Mori (Haaksma 1933) 
 Pada  (Haaksma 1933) 

Tambee (Haaksma 1933) 
Tinompo (Haaksma 1933) 
Tiu (Haaksma 1933) 
Toraja, Bada' (Haaksma 1933) 
Toraja, Besu (Haaksma 1933) 
Toraja, Bare'e (Haaksma 1933) 
Toraja, Leboni (Haaksma 1933) 
Toraja, Napu (Haaksma 1933) 
Toraja, Sa'dan (Haaksma 1933) 
Ulu Uwoi (Haaksma 1933) 
Watu (Haaksma 1933)

2.3. West Indonesian 

(Madagascar) 
Malagasy (Parker 1883) 

(Malay Peninsula) 
Malay (Haaksma 1933) 

(Sumatra) 
Ache (Haaksma 1933) 
Batak, Dairi (Haaksma 1933) 
Batak,  Kara (Haaksma 1933) 
Batak, Mandailing (Haaksma 1933) 
Batak, Toba (Haaksma 1933) 
Gayo (Haaksma 1933) 
Lebong (Haaksma 1933) 
Malay, Palembang  (Haaksma 1933) 
Mentawai (Haaksma 1933)

Napal-Lichin (Haaksma 1933) 
Nias (Haaksma 1933) 
Simalur (Haaksma 1933) 

 ( Jawa) 
 Old  Javanese* (Haaksma 1933)

3. East Indonesian 
3.1. Moluccan 

(Alor-Timor) 
 Bad (Haaksma 1933) 
Bilba (Haaksma 1933) 
Bokai (Haaksma 1933) 
Bunak (Capell 1976a) 
Dengka (Haaksma 1933) 
Fataluku (Capell 1976a) 
Galoli (Haaksma 1933) 
Kisar (Haaksma 1933) 
Kolobafo (Haaksma 1933) 
Kupang (Haaksma 1933; Capell 1976a) 
Leti  (Haaksma 1933) 
Makassai (Capell 1976a) 
Oirata (Capell 1976a) 
Roma (Haaksma 1933) 
Ringgou (Haaksma 1933) 
Roti (Haaksma 1933; Capell 1976a) 
Termanu (Haaksma 1933) 
Tettum (Haaksma 1933) 
Ti (Haaksma 1933) 
Unale (Haaksma 1933) 

 (Seram) 
Amahei (Haaksma 1933;  Capell 1976a) 
Liambata (Haaksma 1933) 
Lisabata (Haaksma 1933) 
Makabala (Haaksma 1933) 
Manusela (Haaksma 1933) 
Paulohi (Haaksma 1933) 
Seleman (Haaksma 1933) 
Wahinama  (Haaksma 1933) 
Wemale (Haaksma 1933; Capell 1976a) 
Wolu (Haaksma 1933) 

(Ambon) 
Ambonese (Haaksma 1933) 

(Tanimbar) 
Fordat  (Haaksma 1933) 

Jamden (Haaksma 1933) 
Kei (Haaksma 1933) 

(Flores-Savu) 
Hawu (Capell 1976a) 
Manggarai (Capell  1976a) 
Ngad'a (Capell  1976a)

* Old language
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Sikka (Haaksma 1933;  Capell 1976a) 
Solor (Haaksma 1933;  Capell 1976a) 

(Bima-Sumba) 
Bima (Haaksma 1933) 
Sumba (Haaksma 1933)

3.2. West Irian 
Ansus (Anceaux 1961) 
Arguni (Cowan 1953) 
Kaitero (Irahutu) (Cowan 1953;  Anceaux 

 1961) 
 Papuma (Anceaux 1961) 

Porn (Anceaux 1961) 
Sekar (Cowan 1953) 
Serui-Laut (Anceaux 1961) 
Wandamen (Cowan 1953; Anceaux 1961) 
Windesi, Vogelkop (Cowan 1953) 

(South Halmahera) 
Buli (Haaksma 1933; Maan 1951) 
Patani  (Haaksma 1933) 
Weda (Haaksma 1933)

4. Melanesian 
4.1. Papuan Melanesian 

(Sepik District) 
Barn (Laycock 1976) 
Kaiep (Laycock 1976) 
Kis (Laycock 1976) 

(Madang District) 
Arop (Z'graggen 1976) 
Bilbil (Z'graggen 1976) 
Biliau (Z'graggen 1976) 
Gedaged (Z'graggen 1976) 
Ham (Z'graggen 1976) 
Malalamai (Z'graggen 1976) 
Manam (Z'graggen 1976;  Capell & Laycock 

 1976) 
Matukar (Z'graggen 1976) 
Medebur (Z'graggen 1976; Laycock 1976) 
Megiar (Z'graggen 1976) 
Mindiri (Z'graggen 1976) 
Roindji (Z'graggen 1976) 
Sepa (Z'graggen 1976; Laycock 1976) 
Tikia (Z'graggen 1976) 
Wab (Z'graggen 1976) 

(Central) 
Aroma (Dutton 1976) 
Balawaia (Kolia 1975) 
Bina (Dutton 1976) 
Kabadi (Gadabi) (Dutton 1976) 

 Keapara (Dutton 1976)
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Kuni (Dutton 1976) 
Magori (Dutton 1976) 
Motu (Lawes 1979  (1896); Dutton 1976) 
Oyan  (Capell 1976a) 
Pokau (Lala) (Dutton 1976) 
Sinagoro (Dutton 1976) 
Yoba (Dutton 1976) 

 (Milne Bay) 
Anuki  (Capell  1976a) 
Are (Lithgow 1976) 
Boanaki (Lithgow 1976) 
Bohutu (Lithgow 1976) 
Bosilewa (Lithgow 1976) 
Budibad (Lithgow 1976) 
Bwaidoga (Lithgow 1976) 
Dawawa (Lithgow 1976) 
Dobu  (Capell  1971b; Lithgow 1976) 
Duau (Lithgow 1976) 
Gadaisu (Dutton 1976) 

 Galeya (Lithgow 1976) 
Garuwahi (Lithgow 1976) 
Kakabai (Lithgow 1976) 

 Kilivila (Lithgow 1976) 
Kukuya (Lithgow 1976) 
Kurada (Lithgow 1976) 
Misima (Lithgow 1976) 

 Molima (Lithgow 1976) 
Mukawa  (Cape11  1976a) 
Mwatebu (Lithgow 1976) 
Nimowa (Lithgow 1976) 
Paiwa (Gapapaiwa)  (Capell 1976a; Lithgow 

 1976) 
Panayati (Dutton 1976;  Capell  1976a) 
Rogea (Dutton  1976) 
Sabari (Dutton 1976; Capell 1976a) 
Sinaki (Lithgow 1976) 
Suau (Dutton  1976; Lithgow 1976) 
Sud-Est (Dutton 1976; Lithgow 1976) 
Tawala (Lithgow 1976) 
Tubetube (Dutton 1976; Lithgow 1976) 
Wagawaga (Lithgow 1976) 
Wataluma (Lithgow 1976) 
Wedau  (Capell 1976a; Lithgow 1976) 

(Adzera) 
Adzera  (Holzknecht 1973) 

(New Britain) 
Kandoka-Lusi (Kaliai-Kove) (Counts 1969) 
Ubir  (Capell  1976a)

4.2. Melanesian 

(New Hebrides)
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Bald (Ray 1926) 
Tasiko (Ray  1926) 

(Espiritu Santo) 
Tasiriki (Ray 1926) 

(Solomon) 
Bambatana (1) (Babatana) (Ray 1926; 

 Capell 1976b) 
Bush (Ray 1926) 
Kia (Ray 1926;  Cape11 1976b) 
Halia  (Cape11  1976b) 
Mono (Ray 1926;  Capell 1976b) 
Roviana (Ray 1926;  Cape11 1976b) 
Teop  (CapeII 1976b) 
Varise (Capell 1976b) 

(New Irelands) 
Buka  (Cape11  1971b)

4.3. Micronesian 
Kusaiean (Lee 1975) 
Marshallese  (Bender,1969) 
Mortlock Is. (Ray 1919-1920) 
Puluwat (Elbert 1974) 
Ulithian  (Sohn & Bender 1973) 
Woleaian (Sohn 1975)

(8Dns) 

2. Hesperonesian 
2.1. Philippine 
Sangil, Sarangani  Is. (Reid 1971) 

3. East Indonesian 
3.2. West Irian 
Amber (Northern Waigeo) (Cowan 1953) 
Biak (Anceaux 1961) 
Kawit (Cowan 1953) 
Kurudu (Anceaux 1961) 
Maja (Cowan 1953) 
Mor (Cowan 1953; Anceaux 1961) 
Windesi, Wandamen Bay (Cowan 1953, 

 1955-1956;  Anceaux  1961)

4. Melanesian 
4.2. Melanesian 

(Loyalty) 
Lifu (Ray 1926; Leenhardt 1946) 
Iai (Ray 1919-1920, 1926; Leenhardt 1946) 
Nengone (Ray 1926; Leenhardt 1946) 

(New Hebrides) 
Aulua (Ray 1926) 
Eromanga (Ray 1926)

Makura (Ray 1926) 
Meaun (Ray 1926) 
Nguna (Ray 1926;  Schutz 1969) 
Tongoa (Ray 1919-1920) 
Uripiv (Ray 1926) 

(Santa Crus) 
Utupua (Ray  1919-1920,1926) 
Vanikolo (Ray 1926) 

(Solomon) 
Arosi  (Cape11  1971a) 
Bambatana (2) (Ray 1926) 
Bugoto (Ray 1919-1920) 
Fiu (Ray 1926) 
Malu (Ray 1926) 
Wango (Ray 1919-1920) 

(New Caledonia) 
 `aeke (Leenhardt 1946) 

Ajie (Leenhardt 1946) 
 Anesit (Leenhardt 1946) 

 `aragitrê (Leenhardt 1946) 

 Arita (Leenhardt 1946) 
Aro (Leenhardt 1946) 

 caveke (Leenhardt 1946) 

Belep (Nenema) (Leenhardt 1946) 

Boewe (Leenhardt 1946) 
Camuki (Leenhardt 1946) 
Ciri (Leenhardt 1946) 
Dubea (Leenhardt 1946) 

Jawe (Leenhardt 1946) 
Kapone (Leenhardt 1946) 

Koumac (Nenema) (Leenhardt 1946) 
 `moaeke (Leenhardt 1946) 

 `moaveke (Leenhardt 1946) 

Moenebeng (Leenhardt 1946) 

Neku (Leenhardt 1946) 
 Nêmi (Leenhardt 1946) 
 Rua (Leenhardt 1946) 

Pati (Leenhardt 1946) 
Pinje (Leenhardt 1946) 
Poai (Leenhardt 1946) 

Poamei (Leenhardt 1946) 
 Poapoa (Leenhardt 1946) 
 Sirhe (Leenhardt 1946) 

Wamoang (Leenhardt 1946) 
Yalasu (Nenema) (Leenhardt 1946)

4.3. Micronesian 

Mokilese (Harrison 1976) 
Yapese  ( Jensen 1977)
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5. Polynesian 
Hawaiian (Andrews 1978  (1854); Elber 

 1979) 
Horn  Is. (Ray 1919-1920) 
Mae (Ray 1919-1920) 
Maori (Ray 1919-1920; Ngata  1979(1939)) 
Mele (Ray 1919-1920) 
Mo-iki (Ray 1919-1920) 
Nukuoro (Ray 1919-1920) 
Pilheni (Ray  1919-1920) 
Rotuman (Churchward 1978 (1940)) 
Samoan (Neffgen  1978(1918)  ; Ray  1919-

 1920; Marsack 1962; Brichoux 1977) 
Sikiana (Ray 1919-1920) 
Tonga (Ray 1919-1920) 
Uvea (Ray 1919-1920) 

 Wallis  Is. (Ray 1919-1920)

 (11Dns) 

3. East Indonesian 
3.2. West Irian 
Ambai (Anceaux 1961) 
Waropen (Anceaux 1961) 

4. Melanesian 
4.2. Melanesian 

(New Hebrides) 
Ambrym (Ray 1926; Paton 1971) 
Kwamera (Ray 1919-1920, 1926) 
Sakao (Guy 1974) 
Tolomako (Guy 1974) 

(Esperitu Santo) 
Lang. of SS. Philip. & James (Ray  If 
Nogugu (Ray 1926) 

(Santa Crus) 
Nifilole (Nifiloli) (Ray 1919-1920) 

(Solomon) 
Hanahan (Ray 1926) 
Sa'a (Saa) (Ray 1919-1920) 

(New  Irelands) 
Mira, Eastern (Capell 1971) 

5. Polynesian 
Aniwa (Ray  1919-1920) 
Futuna (Ray  1919-1920) 

(6Ds) 

2. Hesperonesian 
2.1. Philippine 
Agta (Reid 1971)
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Atta, Pamplona (Reid 1971) 
Balangaw (Reid 1971) 
Batak, Palawan (Reid 1971) 
Bilaan, Koronadal (Reid 1971) 
Bilaan, Sarangani (Reid 1971) 
Binukid (Reid 1971) 
Bontok, Guinaang (Reid 1971) 
Dumagat, Casiguran (Reid 1971; Headland 

 & Healey 1974) 
 HanunOo (Conklin 1962) 

Ifugao, Amganad (Reid 1971) 
Ifugao, Batad (Reid 1971) 
Ifuago, Bayninan (Reid 1971) 
Ilocano (Thomas 1955) 
Inibaloi (Reid 1971) 
Isneg (Reid 1971) 
Itneg, Binongan (Reid 1971) 
Kalagan (Reid 1971) 

 Kalinga, Guinaang (Reid 1971) 
Kallahan, Kayapa Proper (Reid 1971) 
Kallahan, Keleyqiq (Reid 1971) 
Kankanay, Northern (Reid 1971) 
Manobo, Agusan (Weaver & Weaver 1969) 
Manobo, Dibabawon (Reid 1971) 
Manobo, Ilianen (Brichoux & Brichoux 

 1977) 
Manobo, Sarangani (Reid 1971) 
Manobo, Western Bukidnon (Reid 1971) 
Maranao (McKaughan 1959) 
Pangasinan (Benton 1971) 
Samal (Reid 1971) 
Samba!, Botolan (Reid 1971) 
Sangir (Reid 1971) 
Tagabili (Reid 1971) 
Tagalog (Blake  1967(1925)  ; Schachter 1972) 
Tagbanwa, Aborlan (Reid 1971) 
Tausug (Reid 1971) 
Yakan (Hooker 1975) 

(Borneo) 
Murut (Prentice 1971) 

4. Melanesian 
4.1. Papuan Melanesian 

 (Milne Bay District) 
Muyuw (Lithgow 1976) 

Derivative Types 

(3ND-A) 

1. Formosan 
Yami (Abe 1930)



吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

 (4Dns-pl) 

2.3. West Indonesian 
Enggano (Haaksma 1933) 

(4Dns-A) 

2.2. C. & S. Celebes 
Bugis (Haaksma 1933) 
Makassar (Haaksma 1933) 

2.3. West  Indonesian 

(Sumatra) 
Lampung (Haaksma 1933) 
Minagkabau (Haaksma 1933) 

4.1. Papuan Melanesian 

(Central) 
Mekeo (Dutton 1976) 

(4Dns-L) 

4.1. Papuan Melanesian 

(Central) 
Ouma (Dutton 1976) 

 (4Dns-O) 

3.2. West Irian 
Bintuni (Cowan 1953) 

 (6Dns-pl-A) 

3.2. West Irian 
Wamesa (Cowan 1953) 

(6Dns-O-L) 

3.2. West Irian 
Mosana (Cowan 1953) 

 (6Dns-O-du) 

 3.2. West Irian 
Banlol (Cowan 1953) 

 (6Dns-O-O') 

 3.2. West Irian 
Batanta (Cowan 1953)

(7Dns-du) 

4.2. Melanesian 

(New Hebrides) 
Kuliviu (Ray 1926) 
Senesip (Ray 1926) 

(7Dns-pl) 

3.2. West Irian 
Nufoor (Haaksma 1933) 

 (7Dns-du/L) 

3.1. Moluccan 

 (Seram) 
Uhei-Kachlakin (Haaksma 1933) 

(7Dns-A) 

2.3. West Indonesian 

(Borneo) 
Busang (Dayak) (Haaksma 1933) 

 (9Dns-D-A) 

4.2. Melanesian 

(New Hebrides) 
Paama (Ray 1926) 

I. 2. Papuan 

(2ND) 

7. Sepik-Ramu Phylum 
Watam  (Cape11  1951-52) 

(4ND) 

 1. Trans-New Guinea Phylum 

(Angan) 
Obi (Lloyd 1975) 

(Border) 
Manem (Voorhoeve 1971) 
Waris (Voorhoeve 1971) 

 (Central & South-East) 
Barai (Dutton 1969; Olson 1975) 
Daga (Murane 1974) 

 Koiari (Dutton 1969)
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Koita (Dutton  1969,  1975) 
Managalasi (Dutton 1969) 
Omie (Dutton 1969; Austing & Upia 1975) 

(Central & South New Guinea) 
Aghu (Drabbe  1957,  1959) 
Asmat (Drabbe 1963; Voorhoeve 1965) 

 Jenimu (Drabbe 1959) 
Kaeti (Drabbe 1959; Voorhoeve 1971) 
Kaigir (Voorhoeve 1971) 
Ok (Franklin & Voorhoeve 1975) 
Pisa (Drabbe 1959; Voorhoeve 1971) 
Sawuy (Voorhoeve 1971) 
Syiagha (Drabbe 1959; Voorhoeve 1971) 

 Telefol (Healey 1965) 
Tifal (Franklin & Voorhoeve 1975) 
Wambon (Drabbe 1959) 

(Dani-Kwerba) 
Dani (Greenberg 1971) 

(Inland Gulf) 
Minanibai (Franklin 1975) 

(Kayagar) 
Kaugat (Voorhoeve 1971) 

 TamagArio (Voorhoeve 1971) 

(Mairasi-Tanah Merah) 
Faranyao (Cowan 1953) 

(Senagi) 
Dera (Voorhoeve 1971) 

(South Bird's Head) 
Konda (Cowan 1953) 

(Teberan) 
Daribi (MacDonald 1975) 
Polopa (MacDonald 1975) 

(West Bomberai) 
Kapaur (Cowan 1953) 

2. West Papuan Phylum 
Ajamaru (Cowan 1953) 
Kalabra (Cowan 1953) 

5. Sko Phylum 
Sko (Voorhoeve 1971) 

7. Sepik-Ramu Phylum 
Annaberg  (Cape11 1951-52) 

 Vanembere  (Capell  1951-52) 

(6ND) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Angan) 
Ampale (Safeyoka) (Lloyd 1975) 
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Angaataha (Lloyd 1975) 
Ankave (Lloyd 1975) 
Baruya (Lloyd  1969,  1975) 

 Ivori (Lloyd 1975) 
Kapau (Lloyd 1975) 
Kawacha (Lloyd 1975) 
Lohiki (Lloyd 1975) 
Menya (Lloyd 1975) 
Yogwoia (Lloyd 1975) 

(Central & South-East) 
Magi (Thomson 1975) 
Yareba (Weimer & Weimer 1975) 

(East New Guinea Highlands) 
Awa (Loving & McKaughan 1973) 
Fore (Scott 1973) 
Kanite (Yate D.) (Greenberg 1971) 
Kewe (Kewa) (Franklin  1971; Franklin & 

 Voorhoeve 1975) 
Kuman (Chimbu D.) (Trefry 1969) 
Tairora (Vincent 1973) 
Usarufa (Auyana D.) (Bee 1973) 
Wiru (Franklin 1975) 
Yagaria (Renck 1975) 

(Finisterre-Huon) 
Deduae (Greenberg 1971) 
Kewieng (McElhanon 1973) 
Kovai (McElhanon 1973) 
Kube (McElhanon 1973) 
Magobineng (Greenberg 1971) 

Nabak (McElhanon 1973) 
Ono (McElhanon 1973) 
Rawa (McElhanon 1973) 
Selepet  (McElhanon.  1972,  1973) 
Suroi (Claassen & McElhanon 1970) 

 Uri  (McElhanon 1973) 
Wantoat (Claassen &  McElhanon 1970; 

 McElhanon 1973) 

(Inlands  Gulf  ) 
Ipiko (Franklin 1975) 

Tao-Suamoto (Franklin 1975; Reesink 1976) 

 (Isumrud) 
Bunabun (Capell 1951-52) 

(Kutubuan) 
Fasu (Franklin & Voorhoeve 1975) 
Foe (Franklin & Voorhoeve 1975) 

(Pihom) 
Ulingan (Capell 1951-52) 

(Turama-Kikorian) • 
Kairi (Porome) (Franklin 1975)
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6. Torricelli Phylum 
 Lilau  (Cape11  1951-52) 

7. Sepik-Ramu Phylum 
Banara (Capell 1951-52) 
Bosngun  (Capell  1951-52) 
Gamei (Capell 1951-52) 
Makarub  (Capell  1951-52) 
Murusapa (Capell 1951-52) 
Nonumbo  (Capell 1951-52) 
Tanggum (Capell 1951-52) 

8. East Papuan Phylum 
Yeletnye (Yele) (Henderson 1975) 

9. Isolates 
Kibiri (Franklin 1975) 
Pawaian (Trefry 1969) 

(8ND) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Trans-Fry) 
Inland Kiwai (Wurm 1975) 

(5Dns) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Central & South-east) 
Onjob (Capell 1976a) 

(Sentani) 
Sentani (Cowan 1965) 

(South Bird's Head) 
Puragi (Cowan 1953) 

2. West Papuan Phylum 
 Abui  (Capell 1976a) 

Galela (Baarda 1903) 
Tabaru (Fortgens 1928) 
Tobelo (Hueting 1936) 

4. Geelvink Bay Phylum 
Mantembu (Yava) (Cowan 1953) 

 9.  Isolates 
Maisin  (Capell  1976a) 

(8Dns) 

 1. Trans-New Guinea Phylum 

(Binandere)

Korafe (Farr & Farr 1975) 
Suena (Wilson 1969) 

(East New Guinea Highlands) 
Wahgi (Phillips 1976) 

(Finisterre-Huon) 
Kate (Forchheimer  1951) 

(Nimboran) 
Nimboran (Anceaux 1965) 

(Rai Coast) 
Bongu (Forchheimer 1951) 

2. West Papuan Phylum 
Tehit (Flassy & Stokhof 1979) 

3. East Bird's Head Phylum 
Manikion (Cowan 1953) 

8. East Papan Phylum 
Savosavo (Capell 1969) 

(6Ds) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Binandere) 
Orokaiva (Healey,  Isoroembo & Chittle-

  borough 1969) 

(Central & South-East) 
Mountain Koiari (Garland & Garland 1975) 

(West Bomberai) 
Karas (Cowan 1953) 

8. East Papuan Phylum 
Malo (Wurm 1969, 1972, 1976) 
Nanggu (Wurm 1969, 1972, 1976) 
Nemboi (Wurm 1969, 1972, 1976) 
Nooli (Wurm 1969, 1972, 1976) 

(9Ds) 

8. East Papuan Phylum 
Reefs (Wurm 1969, 1972, 1976) 

Derivative Typers  

(3ND-A) 

 1. Trans-New Guinea Phylum 

 (Border) 
Awyi (Voorhoeve 1971) 
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(5ND-L) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Central & South New Guinea) 
Kamoro (Drabbe 1953) 

(5ND-A) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Angan) 
Simbari (Lloyd 1975) 

2. West Papuan Phylum 
 KarOn (Cowan 1953) 

(5ND-du) 

7. Sepik-Ramu Phylum 
Nubia  (Cape11  1951-52) 

 (4Dns-O) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(West Bird's Head) 
Waipu (Yafpan) (Cowan 1953) 

(West Bomberai) 
Patimuni (Baham) (Cowan 1953) 

3. East Bird's Head Phylum 
Mantion (Cowan 1953) 

(7Dns-du) 
1. Trans-New Guinea Phylum 

(Eleman) 
Orokolo (Brown 1975) 
Sepoe (Toaripi D.) (Brown 1975) 
Toaripi (Brown 1975) 

2. West Papuan Phylum 
Madik (Cowan 1953) 
Moraid (Cowan 1953) 

(7Dns-pl) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(Central & South New Guinea) 
Samo (Nomad D.) (Shaw 1975) 

3. East Bird's Head Phylum 
 Mansibabér (Meax) (Cowan 1953) 
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(7Dns-A) 

1. Trans-New Guinea Phylum 

(South Bird's Head) 
Kampong Baru (Cowan 1953) 
Yahadian  ( Jahadian) (Cowan 1953) 

(West Bird's Head) 
Moi (Cowan 1953) 

Duality Dominant Types  

1. Trans-New Guinea Phylum 

(East New Guinea Highlands) 
Salt-Yui (Chimbu D.) (Irwin 1974) 

I. 3. Australian 

(4ND) 

8.  Iwaidjan F. 
Amarag (Capell 1942-43) 

20. Pama-Nyungan F. 

(Queensland) 
 Gidabul (Gidabal) (Geytenbeek 1964) 

(6ND) 
6.  Kakadjuan  F. 
Gagadu (Kakadu) (Capell  1940,  1941-42) 
Gunu (Wurm & Hercus 1976) 

9. Gunwingguan F. 
Gunbalang (Harris 1969) 

20. Pama-Nyungan F. 
(Western) 
Pitjantjatjara (Trudinger 1943; Love  1945-

 46) 

(Northern) 
Andakerebina  (Strehlow 1942-43) 
Aranda, Eastern (Strehlow 1942-43) 
Aranda, Northern  (Strehlow 1942-43) 
Aranda, Southern  (Strehlow 1942-43) 
Aranda, Western  (Strehlow 1942-43) 

 (5Dns) 

2.  Bunaban  F. 
Bunaban  (Capell 1940) 
Gunian (Capell 1940)
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8.  Iwaidjan  F. 
Margu  (Capell  1942-43) 
Maung (Hinch  1964;.Capell & Hinch 1970) 

12.  Gunavudjian  F. 
Gunavidji (Capell  1940,  1942-43) 

20. Pama-Nyungan F. 

(Northern) 
Djimba  (Capell  1942-43) 
Wadaman  (Capell 1967) 

(8Dns) 

1.  Nyulnyulan  F. 
Wa:rwa  (Capell 1940) 

5. Daly F. 
Ami (Tryon 1974) 
Kamor (Tryon 1974) 
Manda (Tryon 1974) 
Maramanandji (Tryon 1974) 
Maranunggu (Maranungku) (Tryon 1970, 

 1974) 
Marengar (Tryon 1974) 
Marithiel (Tryon 1974) 
Matngala (Tryon 1974) 

 Mullukmulluk (Tryon 1974) 
Mgangikurrungurr (Tryon 1974) 
Ngengomeri (Tryon 1974) 
Pungupungu (Tryon 1974) 
Tyeraity (Tryon 1974) 
Wadjiginy (Tryon 1974) 
Wo:gaidj  (Capell 1940) 
Yunggor (Tryon 1974) 

9.  Gunwingguan  F. 
Buan (Capell 1942-43) 
Gundangbon  (Capell  1942-43) 

 NOlagart (Capell 1941-42) 
Rainbarngo (Capell 1942-43) 
Ngandi  (Capell 1941-42) 

11.  Nagaran  F. 
Nagara  (Capell  1942-43) 

 13.  Bureran  F. 
 Gudjalavia (Capell 1941-42) 

Gunaidbe  (Capell  1941-42) 
 Gungorogone (Gorogone)  (Capell 1942-43)

14. Mangerian F. 
Mangeri (Capell 1941-42) 
Uningangk (Urningangk)  (Capell  1941-42) 

16.  Maran  F. 
 Alawa (Capell 1942-43; Sharpe 1972) 

Mara  (Capell  1942-43) 
Wandarang  (Cape!! 1941-42) 

17.  Nunggubuyan  F. 
Nunggubuyu (Capell 1941-42) 

18.  Karawan  F. 
Karawa (Garawa) (Furby 1972) 

19. Yanyula F.  (Anyula F.) 
Yanyula  (Anyula)  (Capell 1941-42; Kirton 

 1964,  1971) 

20. Pama-Nyungan 

(Northern) 
 Dalwongo  (Capell 1942-43) 

 Djadjala  (Capell 1967) 
Djambarbwingu  (Capell 1942-43) 
Djaru  (Capell  1940) 
Dyirringan (Forchheimer  1951) 

 Galbu  (Capell 1942-43) 
Garadjeri  (Capell  1940) 
Gobabwingu  (Capell 1942-43) 
Golba  (Capell  1942-43) 
Gomaidj (Capell 1942-43) 

Jajawurung  (Cape!! 1967) 
Mangala  (Mangarla)  (Capell 1940) 

 Manggalili (Capell 1942-43) 
Mararba  (Capell 1942-43) 
Mudbura  (Capell  1940) 
Ridarngo  (Cape!!  1942-43) 
Riraidjango  (Capell 1942-43) 

 Saibalgal (Forchheimer 1951) 
Wan'guri  (Capell  1942-43) 
Warameri  (Capell  1942-43) 

 Wolmeri  (Capell 1940) 
Yanango  (Cape!! 1942-43) 

(Queesland) 
Kunjen (Sommer & Sommer 1967) 
Lamalama (Laycock 1969) 

 Lardil (Ladil)  (Capell 1942-43) 
Parimankutinma (Laycock 1969) 

(New South Wales) 
Jajala  (Cape!! 1967) 

 Kamilaroi (Forchheimer  1951) 
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(South) 
Diyari (Austin 1981) 

 (11Dns) 

3.  Wororan F. 
Ngarinyin (Coate & Oates 1970) 
Worora (Love 1945-46) 

15. Andilyaugwan F. 
Andilyaugwa  (Cape11  1941:42) 

20. Pama-Nyungan F. 
Kalkatungu (Blake 1969) 

(6Ds) 

1. Nyulnyulan F. 
Njigina  (Capell 1940) 

5. Daly F. 
Malakmalak (Brik 1976) 
Melville  (Capell 1940) 

7.  Tiwian  F. 
Tiwi (Osborne 1974) 

(9Ds) 

13. Bureran F. 
Burera (Glasgow 1964) 

Derivative Types  

(5ND-A) 

20. Pama- Nyungan F. 
Adnjamathanha (Schebeck 1973) 
Yidin (Dixon 1977) 

(6Dns-du-A) 

1. Nyulnyulan F. 
Nyulnyul (Forchheimer 1951) 

(7Dns-du) 

20. Pama-Nyungan F. 
Gugu-Yalanji (Hershberger 1964; Oates & 

 Oates 1964) 
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 (7Dns-pl) 

20. Pama-Nyungan F. 
Gugada (Platt 1972) 
Waramunga  (Cape11 1952-53) 

(7Dns-du/L) 

10.  Mangarai  F 
 Mangarai (Capell 1940) 

(7Dns-L) 

20. Pama-Nyungan F. 
Wik-Munkan (Godfrey 1964; Godfrey & 

 Kerr 1964) 

 (9Dns-tr-pl) 

4. Garaman F. 
Garama (Capell 1940) 

L 4. Andaman 

(4ND) 

• Balawa (Temple 1903) 
Bea (Temple 1903) 
Bojigyab (Temple 1903) 
Tawai (Tawara) (Temple 1903) 

II. EURASIAN 

II. 1. Austro-Asiatic 

(4ND) 

1. Mon-Khmer 
Boloven (Pinnow 1965) 
Khasi (Forchheimer 1951) 
Mon (Pinnow 1965; Sakamoto 1981) 

3. Munda 
Gasaba  (Grierson  1973(1906)  ) 
Gutob (Pinnow  1966(1960)  ) 

(6ND) 

3. Munda 

Juang (Mahapatra 1976; Pinnow 1966 
 (1960))
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 (5Dns) 

1. Mon-Khmer 
Chrau (Thomas 1971) 
Vietnamese (Thompson 1965) 

3. Munda 
Pareng (Pinnow  1966(1960)) 
Sora (Pinnow 1966(1960)) 

(8Dns) 

1. Mon-Khmer 
Bahnar (Pinnow 1965) 
Katu (Sakamoto 1981) 
Palaung (Berling 1970) 

2. Aslian 
Temiar (Benjamin 1976) 

3. Munda 
Kharia (Grierson 1973  (1906)  ; Pinnow 1966 

 (1960)  ; Mahapatra 1976) 
Kherwari (Pinnow  1966(1960)) 
Kurku (Grierson 1973  (1906)  ; Pinnow 1966 

 (1960)) 
Mundari (Grierson 1973  (1906)  ; Pinnow 

 1966 (1960)) 
Santali (Grierson 1973  (1906)  ; Pinnow 1966 

 (1960)) 

4. Nicobarese 
Car (Pinnow 1965) 
Nancowry (Pinnow 1965) 

Derivative Types 

(3ND-A) 

1. Mon-Khmer 
Khmer  (  Jacob  1968; Sakamoto 1981) 

(7Dns-A) 

1. Mon-Khmer 
Sedang (Sakamoto 1981) 

II. 2. Dravidian 

(4ND) 

Kanarese (Greirson  1974(1906)  )

(5Dns) 

Koya (Tyler 1969) 
Kurukh (Greirson  1974(1906)  ) 
Malayalan (Greirson 1974 (1906)  1 
Tamil (Greirson  1974(1906)  ) 
Telugu  (Caldwell 1974(1913)  ) 

II. 3. Sino-Tibetan 

(4ND) 

1. Tibeto-Burman 

(Tibetan) 
Amdo (Bauman 1975) 
Bhramu (Bauman 1975) 
Chaudangsi  (Bauman 1975) 
Chhingtang (Bauman 1975) 
Chourasya (Bauman 1975) 

 De  Jong  Ke (Bauman 1975) 
Gurung (Bauman 1975) 
Kulung (Bauman 1975) • 
Lahul (Bauman 1975) 
Magar (Bauman 1975) 
Pahri (Bauman 1975) 
Rangkas (Bauman 1975) 

(Bodo-Naga) 
Banpara (Bauman 1975) 
Bodo (Bauman 1975) 
Chutiya (Bauman 1975) 
Digaru (Bauman 1975) 
Dimasa (Bauman 1975) 
Gallong (Bauman 1975) 
Miju (Bauman (1975) 
Miri (Bauman 1975) 
Moshang (Bauman 1975) 
Nansangia (Bauman 1975) 
Nocte (Bauman 1975) 
Tableng (Bauman 1975) 
Tamlu (Bauman 1975) 

(Naga-Chin) 
Ao (Bauman 1975) 
Arung (Bauman 1975) 

 Dhimal (Bauman 1975) 
Empeo (Bauman 1975) 
Lhota (Bauman 1975) 
Lushei (Bauman 1975) 
Maring (Bauman 1975) 
Meithei (Bauman 1975) 
Sema (Bauman 1975) 
Tangkhul (Bauman 1975) 
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 (Lolo-Burmese) 
Aka (Bauman 1975) 
Burmese (Bauman 1975) 
Trung (Bauman 1975) 

2. Kam-Tai 
Lao (Hospitalier 1937) 

(6ND) 

 1. Tibeto-Burman 

(Tibetan) 
Chepang (Bauman 1975) 
Kham (Bauman 1975) 
Lepcha (Mainwaring  1971(1876)  ; Bauman 

 1975) 
Sunwar (Bauman 1975) 
Thaksya (Bauman 1975) 

(Naga-Chin) 
Sho (Bauman 1975) 

 (Lolo-Burmese) 
Bisu (Nisida 1973) 
Kachin (Bauman 1975) 
Lahu  (Matisoff 1973; Bauman 1975) 
Maru (Bauman 1975) 
Rawang (Bauman 1975) 

(5Dns) 

1. Tibeto-Burman 

(Tibetan) 
Balti (Bauman 1975) 
Nachhereng (Bauman 1975) 
Newari (Bauman 1975) 

 Purik (Bailey  1975(1915)  ; Bauman 1975) 
Rodong (Bauman 1975) 
Taman (Bauman 1975) 
Thulung (Bauman 1975) 
Waling (Bauman 1975) 

(Bodo-Naga) 
Garo (Bauman 1975) 

(Naga-Chin) 
Angami (Bauman 1975) 
Chang (Bauman 1975) 
Mikir (Bauman 1975) 
Tiddim (Bauman 1975) 

 (Lolo-Burmese) 
Lisu (Bauman 1975) 
Sani (Bauman 1975) 
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2. Kam-Tai

Ｊｕｉ（喩 １９８０）

Ｋ ａｍ （梁 １９８０ａ）

Ｋｊａｍ （王 ， 邦 １９８０）

Ｌｉ（Ｌａｉ）（欧 阻 ， 邦 １９８０）

Ｍ ａ：ｕｎａ：ｎ （Ｎａ：ｎ）（梁 １９８０ｂ）

Ｓｕｉ（Ｅ｝１（１９８０）

3. Chinese 
Chinese (Yuen 1970)

(8Dns) 

1. Tibeto-Burman 

(Tibetan) 
Bahing (Bauman 1975) 
Bunan (Bauman 1975) 
Ch'iang  (pi, 1981) 
Dumi (Bauman 1975) 

jyarung (Bauman 1975) 
Khaling (Bauman 1975) 
Kanauri (Bauman 1975) 
Lohorong (Bauman 1975) 
Limbu (Bauman 1975) 
Manchati (Bauman 1975) 
Vayu (Bauman 1975) 

2. Kam-Tai
Ｃｈｕａｎｇ（三目， 葺 １９８０）

Ｔａｉ－Ｌｕ （喩 ， 罪 １９８０）

Derivative Types 

(4Dns-L) 

Yakha (Tibetan) (Bauman 1975) 

(7Dns-pl) 

Lower Kanauri (Tibetan) (Bailey 1975 

 (1915)) 

Duality Dominant Type 

Chitkhuli (Tibetan) (Bailey  1975(1915)  )
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II. 4. Ural-Altaic 

1. Uralic 

(4ND) 
Cheremis (Collinder 1957) 
Estonian (Collinder 1957) 
Finnish, Suomi  (Collinder 1957) 
Hungarian (Collinder 1957) 
Mordvin (Collinder 1957) 
Votyak (Collinder 1957) 
Ziryene (Collinder 1957) 

(6ND) 

Kamassian (Collinder 1957) 
Lappish (Collinder 1957) 
Ostyak (Collinder 1957) 
Selkup (Collinder 1957) 
Yurak (Collinder 1957) 

2. Altaic 

(4ND) 

Chagatay (Eckmann 1966) 
Korean (Ramstedt 1939) 
Mongour  (Schroder 1964) 
Nanai (Menges 1968) 
Oirat (Aalto 1964) 
Turkish, Osmanli (Forchheimer 1951) 
Turkmen (Hanser 1977) 

(5Dns) 

Dagur (Poppe 1964) 
Evenk (Menges 1968; Comrie 1981) 

 Kalmiik (Posch 1964b) 
Khalkha (Posch 1964a) 
Lamut (Menges 1968) 
Manchu  (M011endorff1892) 
Moghol (Pritsak 1964) 
Mongolian,  Ordos (Forchheimer 1951) 
Udihe (Menges 1968) 

II. 5. Caucasian 

(4ND) 

Georgian (Shimomiya 1981)

II. 6. Indo-European 

(4ND) 

1. Indo-Iranian 
Assamese (Das Gupta n.d.) 
Bahramgala (Bailey  1975(1915)) 

 Bakhli  Khad (Bailey 1975(1915)) 
Barari (Bailey 1975(1915)) 
Bengali (Beames  1970(cf 18171)) 
Bilaspuri (Bailey 1975(1915)) 

 Bishnupriyas (Sinha 1981) 
Bishshau (Bailey 1975)1915)) 
Braj (Grierson 1968(1908)) 
Bundeli (Grierson 1968(1908)) 
Chitpavani (Grierson 1968(1905)) 
Dami (Bailey 1975(1915).) 
Gipsy (Beames  1970(cf  1871)) 
Gurkhali (Meerendonk  1971(1949)) 
Halbi (Grierson  1968(1905)) 
Handuri (Bailey  1975(1915)) 
Hindi (Beames 1970(cf  1871); Das Gupta 

 1981) 
Hindustani  (Saihgal 1945(1917)) 
Kagani (Bailey  1975(1915)) 
Koci (Bailey 1975(1915)) 
Koli (Grierson 1968(1905)) 
Konkani (Grierson  1968(1905)) 
Marathi (Beames  1970(cf 1871); Grierson 

 1968(1905)) 
Nagpuri (Grierson 1968(1905)) 
Nepali (Beames  1970(cf 1871)) 
Oriya (Beames  1970(cf  1871); Das Gupta 

 1980) 
 Persian  (Buehler & Freeze 1966) 

Punjabi (Beames  1970(cf 1871)) 
Rajasthani (Grierson 1968(1908)) 
Sindhi (Beames  1970(cf 1871)) 
Siraiki (Shackle 1976) 
Suket Siraji (Bailey  1975(1915)) 
Suketi, Eastern (Forchheimer  1951; Bailey 

 1975(1915)) 
Varhadi Kundi (Grierson 1968(1905)) 

2. Germanic 
Dutch (n.d.) 
German (n.d.) 
German, Old Highland* (Prokosch 1939; 

 Brugmann 1972(cf 1892)) 

3. Italic 
French  (Buehler & Freeze 1966)

３７３



Italian (n.d.) 
Latin* (Forchheimer 1951) 
Portuguese  (Buehler & Freeze 1966) 
Spanish (n.d.) 

4. Slavic 
Bulgarian (De Bray 1969) 
Byelorussian  (De Bray 1969) 
Czech  (De Bray 1969) 
Macedonian (De Bray 1969) 
Polish (De Bray 1969) 
Russian (De Bray 1969) 
Serbo-Croatian (De Bray 1969:  Grozdie 

 1969) 
Slovak  (De Bray 1969) 
Ukrainian  (De Bray 1969) 

(6ND) 

1. Indo-Iranian 
Sanskrit* (Whitney 1973(1889)) 

2. Germanic 
English, Old* (Prokosch 1939) 
Gothic* (Prokosch 1939; Brugmann 1972 

 (cf 1892)) 
Norse, Old* (Prokosch 1939) 
Saxon, Old* (Prokosch 1939) 

4. Slavic 
Lusatian  (De Bray 1969) 
Slavic, Old*  (De Bray 1969;  Brugmann 1972 

 (cf 1892)) 
Slovenian (De Bray 1969) 

5. Baltic 
Lithuanian* (Brugmann 1972 (cf 1892)) 

6. Greek 
Greek (Goodwin 1892) 

(5Dns) 

1. Indo-Iranian 
Gujarati (Beames 1970(cf  1871); Tisdall 1961 

 (cf 1892)) 

Derivative Type 

(3ND-A) 

2. Germanic 
English (n.d.) 
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II. 7. Paleosiberian 

(4ND) 

 Chukchee (Bogoras 1922) 
Kamchadal (Bogoras 1922) 
Kottish (Forchheimer 1951) 

(6ND) 

Eskimo, West Greenland (Thalbitzer 1911) 
Koryak (Bogoras 1922) 

(5Dns) 

Gilyak (Austerlitz 1959) 

Derivative Types 

(5ND-L) 

Aleut, Atkan (Bergsland & Dirks n.d.) 
Aleut, Eastern (Bergsland & Dirks n.d.) 

III. AFRICA 

III. 1. Afro-Asiatic 

(4ND) 

1. Semitic 
Akkadian* (Forchheimer 1951; Moscati 

 1969) 
Amharic (Leslau 1966; Cowley et al. 1976) 
Arabic, Egyptian (Khalafallah 1969) 
Arabic,  Iraqi (Erwin 1963) 
Arabic, Moroccan (Harrell 1962) 
Argobba (Leslau 1966) 
Chaha (Leslau 1966) 
Gafat (Leslau 1966) 
Ge'ez (Leslau 1966) 
Giiz (Bender, Fulass & Cowley 1976) 
Harari (Leslau 1966) 
Hebrew (Moscati 1969) 
Syriac (Moscati 1969) 
Tigre (Leslau 1966) 
Tigrinya (Leslau 1966; Bender, Fulass & 

 Cowley 1976) 

2. Chadic 
Bolewa (Bolanchi) (Benton 1968(1912))
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 Hausa (Forchheimer 1951; Westermann & 
  Bryan 1970) 

 3. Berber 
 Berber (Applegate 1971) 

 4. Cushitic 
 Afar (Bliese 1976) 

 Alagwa (Tucker & Bryan 1966) 
 Awiya (Tucker & Bryan 1966) 

 Beja (Hudson, R. 1976) 
 Bilin (Tucker & Bryan 1966) 

 Burji (Hudson, G. 1976) 
 Burunge (Tucker & Bryan 1966) 

 Dahalo (Elderkin 1976) 
 Galla (Tucker & Bryan 1966; Bender, Eteffa 

  & Stinson 1976) 
 Gebela (Tucker & Bryan 1966) 

 Hadiyya (Bender, Eteffa & Stinson 1976; 
 Hudson, G. 1976) 

 Iraqw (Tucker & Bryan 1966; Elderkin 
  1976) 

 Kambata (Hudson, G. 1976) 
 Ma'a (Elderkin 1976) 

 Oromo (Gragg 1976) 
 Saho (Tucker & Bryan 1966) 

 Sidamo (Hudson, G. 1976) 
 Werizoid (Black 1976) 

 5. Omotic 
 Gene (Allan  1976a) 

 Gonga (Kefa) (Fleming 1976) 
 Hamer  (Lydall 1976) 

 Jimma (Allan  1976a) 
 Ometo (Tucker & Bryan 1966) 

 Waka (Allan 1976a) 
 Wolamo (Welamo) (Ohman et al. 1976) 

 (5Dns) 

 4. Cushitic 
 Dasenech (Sasse 1976) 

 Somali (Forchheimer 1951; Tucker & Bryan 
  1966) 

 (6Ds) 

 2. Chadic 
 Margi  (Wigeria) (Hoffmann 1963)

Derivative Type  

(5ND-L) 

1. Semitic 
Arabic (Wright  1977(1859)  ; Forchheimer 

 1951; Haywood & Nahmad 1976(1962)) 

5. Omotic 
Dizi (Allan 1976b) 

   2. Nilo-Saharan 

(4ND) 

1. Chari-Nile 
Berta (Tucker & Bryan 1966; Triulzi, 

 Dafallah & Bender 1976) 
Tabi (Tucker & Bryan 1966) 

(Central Sudanic) 
Bagirmi (Tucker & Bryan 1956, 1966) 
Baka (Tucker & Bryan 1966) 
Bale (Bender 1976) 
Bongo (Tucker & Bryan 1956) 
Efe (Tucker & Bryan 1966) 
Kresh (Tucker & Bryan 1966) 
Lugbara (Tucker & Bryan 1966) 
Ma'di (Tucker & Bryan 1956, 1966; 

  Crazzolara 1960) 
Mamvu (Tucker & Bryan 1966) 
Mangbetu (Tucker & Bryan 1956, 1966) 
Morokodo (Tucker & Bryan 1966) 
Moru (Tucker & Bryan 1956, 1966) 
Oke'bu (Tucker & Bryan 1966) 
Sara Mbai (Tucker & Bryan 1966) 

(Eastern Sudanic) 
Acooli (Crazzolara 1955(1938)  ) 
Afitti (Tucker & Bryan 1966) 

 Bari (Tucker & Bryan 1966) 
Barya (Tucker & Bryan 1966) 
Baygo (Tucker & Bryan 1966) 
Darfur (Tucker & Bryan 1966) 
Debri (Tucker & Bryan 1966) 
Didinga (Tucker & Bryan 1956, 1966; 

  Bender 1976) 
 Dinka (Tucker & Bryan 1966) 

Dongola (Tucker & Bryan 1966) 
Fadicca (Tucker & Bryan 1966) 

Jirru (Tucker & Bryan 1966) 
Kadaru (Tucker & Bryan 1966) 
Kordofan, Western (Tucker & Bryan 1966) 
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Kwegu (Bender 1976) 
Lango (Tucker & Bryan 1966) 
Longarim (Tucker & Bryan 1966; Bender 

 1976) 
Lotuho (Tucker & Bryan 1966) 
Luo (Tucker & Bryan 1966; Stafford 1967) 
Maasai (Tucker  & Bryan 1966) 
Mahas (Tucker & Bryan 1966) 
Majang (Bender 1976) 
Mandi (Tucker & Bryan 1966) 
Mararit (Tucker & Bryan 1956, 1966) 
Muguji (Bender 1976) 
Murle (Tucker & Bryan 1966; Bender 1976) 
Musri (Bender 1976; Turton  & Bender 

 1976) 
Nera (Nara) (Thompson 1976) 
Njagulgule (Tucker & Bryan 1966) 
Nyimang (Tucker & Bryan 1966) 

 Pakot (Tucker & Bryan 1966) 
Sungor (Tucker & Bryan 1966) 

 Suri (Tucker & Bryan 1966) 
Tama (Tucker & Bryan 1966) 
Temein (Tucker & Bryan 1966) 

2. Saharan 
Bideyat (Tucker & Bryan 1966) 
Daza (Tucker & Bryan 1966) 
Kanuri (Tucker & Bryan 1966) 
Kashirda (Tucker & Bryan 1966) 
Kreda (Tucker & Bryan 1966) 
Teda (Tucker & Bryan 1966) 
Tubu (Tucker & Bryan 1966) 
Zaghawa (Tucker & Bryan 1966) 

3. Maba 
Maba (Tucker & Bryan 1966) 
Masalit (Tucker & Bryan 1966) 

4. Koman 
Ganza (Tucker & Bryan 1966) 

5. Fur 
Fur (Tucker & Bryan 1966) 

(5Dns) 

1. Chari-Nile 

(Central Sudanic) 
Lendu (Tucker & Bryan 1966) 

(Eastern Sudanic) 
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Anyuak (Anywa) (Lusted 1976; Ohman et 
 al. 1976) 

Bodi (Bender 1976) 
Liguri (Tucker & Bryan 1966) 
Midob (Tucker & Bryan 1966) 
Nuer (Tucker ; Br:an 1966) 
Shatt (Tucker & Bryan 1966) 
Shilluk (Tucker & Bryan 1966;  Westermann 

 1974) 
Sila (Tucker & Bryan 1966) 
Teso (Tucker & Bryan 1966) 
Teuso (Tucker & Bryan 1966) 

4. Koman 
Gumuz (Bender 1976) 
Koma (Tucker & Bryan 1966; Bender 1976) 
Kwama (Bender 1976) 
Uduk (Tucker & Bryan 1966; Bender 1976) 

(8Dns) 

1. Chari-Nile 
Kunama (Tucker & Bryan 1966) 

 III. 3. Niger-Kordofanian 

(4ND) 

1. Kordofanian 
Katla (Tucker & Bryan 1966) 
Lafofa (Tucker & Bryan 1966) 
Moro (Tucker & Bryan 1966) 
Rashad (Tucker & Bryan 1966) 
Tagoi (Tucker & Bryan 1966) 
Tima (Tucker & Bryan 1966) 
Tira (Tucker & Bryan 1966) 

2. Niger-Congo 
2.1. Adamawa-Eastern 
(Adamawa) 
Bua (Tucker & Bryan 1966) 
Nielim (Tucker & Bryan 1966) 
Tunya (Tucker & Bryan 1966) 

(Eastern) 
Barambu (Tucker & Bryan 1966) 
Gbaya (Tucker & Bryan 1966) 
Gbaya Buli (Richardson 1957; Tucker & 

 Bryan 1966) 
Gbaya Kara (Tucker & Bryan 1966) 
Mba (Tucker & Bryan 1966)
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Ndunga (Modunga) (Tucker & Bryan 1966) 
Ngbandi (Tucker & Bryan 1966) 
Ngbaka Gbaya (Tucker & Bryan 1966) 
Ngbaya (Tucker & Bryan 1966) 
Nzakara (Tucker & Bryan 1966) 
Pambia (Tucker & Bryan 1966) 
Sango (Tucker & Bryan 1966; Samarin 

 1967) 
Zande (Tucker & Bryan 1966) 

2.2. West Atlantic 
Serer (Faidherbe 1963) 
Wolof (Gamble 1963; Diagne 1971) 

2.3. Kwa 
Fante-Akan (Balmer & Grant 1942) 

 Gé (Akra) (Zimmermann 1958) 
Grebo (Westermann & Bryan 1970 
Igbo (Adams 1932; Green  1962; Wester-

 mann & Bryan 1970) 
Kolokuma (Ijo D.) (Williamson 1965) 
Twi (Westermann & Bryan 1970) 
Yoruba (Delano 1958; Rowlands 1969) 

2.4. Mande 
Kpelle (Westermann & Melzian 1974) 
Mandinka, Gambian (Rowlands  1969  (1959)) 
Tiv (Westermann & Bryan 1970) 
Vai (Vei)  (Koelle 1854; Welmers 1976) 

2.5. Benue-Congo 

(Bantu) 
Amba (Tucker & Bryan 1957) 
Bafaw (Bafo) (Richardson 1957) 
Bakosi (Richardson 1957) 
Bakota (Richardson 1957) 
Bangandou (Richardson 1957) 
Basosi (Richardson 1957) 
Bemba (Sharman 1963) 
Caga (Tucker & Bryan 1957) 
Dabida (Tucker & Bryan 1957) 
Duala (Ittmann 1939) 
Elong (Richardson 1957) 
Ganda (Tucker & Bryan 1957) 
Giryama (Tucker & Bryan 1957) 
Gisu (Tucker & Bryan 1957) 
Gogo (Tucker & Bryan 1957) 
Kaa (Richardson 1957) 
Kikuyu (Tucker & Bryan 1957) 
Konzo (Tucker & Bryan 1957) 
Kuria (Tucker & Bryan 1957)

Langi (Tucker & Bryan 1957) 
Mbati (Richardson 1957) 
Mbo (Richardson 1957) 
Nata (Tucker & Bryan 1957) 
Nilyamba (Tucker & Bryan 1957) 
Nineng (Richardson 1957) 
Pokomo (Tucker & Bryan 1957) 
Rimi (Tucker & Bryan 1957) 
Shambaa (Tucker & Bryan 1957) 
Sukuma (Tucker & Bryan 1957) 
Swahili (Ashton  1976(1944)  ; Tucker & 

 Bryan 1957) 
 Teri (Tucker & Bryan 1957) 

Tooro (Tucker & Bryan 1957) 
Vanuma (Tucker & Bryan 1957) 
Xaayo (Tucker & Bryan 1957) 
Zigula (Tucker & Bryan 1957) 

(Bantoid) 
Bandem (Richardson 1957) 
Keaka (Richardson 1957) 
Tikar (Richardson 1957; Westermann & 

 Bryan 1970) 
Widekum (Westermann & Bryan 1970) 
Wute (Richardson 1957) 

(Others) 
Efik (Westermann & Bryan 1970) 

(5Dns) 

1. Kordofanian 
Kadugli (Tucker & Bryan 1966) 
Kamdang (Tucker & Bryan 1966) 
Katcha (Tucker & Bryan 1966) 
Keiga (Tucker & Bryan 1966) 
Krongo (Tucker & Bryan 1966) 
Masakin (Tucker & Bryan 1966) 
Miri (Tucker & Bryan 1966) 
Otoro (Tucker & Bryan 1966) 

2.1. Adamawa-Eastern 

(Eastern) 
Banda (Tucker & Bryan 1966) 
Dongo (Tucker & Bryan 1966) 

 `dongo (Tucker & Bryan 1966) 

Mayogo (Tucker & Bryan 1966) 
Mundu (Tucker & Bryan 1966) 
Ngbaka Ma'bo (Tucker & Bryan 1966) 
Togbo (Tucker & Bryan 1966) 

2.2. West Atlantic 
Fulani (Fulbe) (Forchheimer 1951; Arnott 

 1970) 
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Fulani (Fulbe, Adamawa) (Westermann & 
 Bryan 1970) 

Pular (Fulbe, Senegal) (Westermann & 
 Bryan 1970) 

2.5. Benue-Congo 

(Bantu) 
Kalanga (Doke 1967) 
Karanga (Doke 1967) 
Korekore (Doke 1967) 
Manyika (Doke 1967) 
Ndau (Doke 1967) 
Ronga (Doke 1967) 
Tonga (Doke 1967) 
Tsonga (Doke 1967) 
Tswa (Doke 1967) 
Venda (Doke 1967) 
Zezuru (Doke 1967) 

(Bantoid) 
Bamileke (Voorhoeve 1967) 

(8Dns) 

2.3. Kwa 
Ewe (Forchheimer 1951) 

2.5. Benue-Congo 
(Bantu) 
Nkosi (Forchheimer 1951) 

(6Ds) 

1. Kordofanian 
Koalib (Tucker & Bryan 1966) 

2.1. Adamawa-Eastern 

(Eastern) 
Dai (Tucker & Bryan 1966) 
Bviri (Tucker & Bryan 1966) 
Ndogo (Tucker & Bryan 1966) 
Sere (Tucker & Bryan 1966) 

2.5. Benue-Congo 
(Bantoid) 
Dshang (Westermann & Bryan 1970) 

(9Ds) 

2.5. Benue-Congo 

(Bantoid) 
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Ngemba (Eastlack 1972) 

Derivative Types  

(Southern Bantu Type) 

2.5. Benue-Congo 
Sotho, Southern (Doke 1967) 
Sotho, Northern (Doke 1967) 
Swazi (Doke 1967) 
Tswana (Doke 1967) 
Xhosa (Doke 1967) 
Zulu (Doke 1967) 

(8Ds-A) 

2.5.  Benue-Congo 

(Bantu) 
Kele (Forchheimer 1951) 

 III. 4. Khoisan 

(4ND) 

Hadza (Hatsa) (Westphal 1956) 
Kung (Schapera 1930) 
Sandawe (Westphal 1956) 

(6ND) 

Auen (Schapera 1930; Westphal 1956) 
!kora (Westphal 1956) 
Naron (Schapera 1930) 
Tshwau (Westphal 1956) 
Zhu/oase (Kung D.) (Westphal 1956) 

(5Dns) 

 /xam (Schapera 1930) 

(8Dns) 

Nama (Schapera 1930; Westphal 1956) 

Derivative Type  

(5ND-L) 

Hiechware  (G/ /abake) (Westphal 1956)
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IV. AMERICA 

(4ND) 

1. Na-Dene 
Chippewayan (Forchheimer 1951) 
Haida (Swanton  1911b) 
Hupa (Goddard 1911) 
Mattole (Forchheimer 1951) 
Tlingit (Swanton  1911a) 

2. Salish 
Bella Coola (Newman 1969) 
Selish (Mengarini 1861) 
Squeamish (Kuipers 1967) 

4. Macro-Algonquian 
Mikmaque (Maillard 1970(1864)) 
Tunica (Forchheimer 1951) 
Wiyot (Forchheimer  195  /  ) 

6. Penutian 
Acatec (Yasugi 1980) 
Achi (Yasugi 1980) 
Aguacatec (Yasugi 1980) 
Cakchiquel (Yasugi 1980) 
Chorti (Yasugi 1980) 
Chuj (Yasugi 1980) 
Huastec (Yasugi 1980) 

 Itza. (Yasugi 1980) 
 Ixil (Yasugi 1980) 

Kanjobal (Yasugi 1980) 
 Kekchi (Yasugi 1980) 

 Jacaltec (Yasugi 1980) 
 Mopan (Yasugi 1980) 

Mutsun (Arroyo de la  Cuesta 1970(1861)) 
Pocomam (Yasugi 1980) 

 Pocomchi (Yasugi 1980) 

Quiche (Yasugi 1980) 
Takelma (Sapir 1922) 
Teco (Yasugi 1980) 
Tsimshian (Boas  1911a) 
Tzutujil (Yasugi 1980) 
Uspantec (Yasugi 1980) 

7. Aztec-Tanoan 
Aztec (Milpa-Alta) (Forchheimer 1951) 
Hopi (Forchheimer 1951) 
Nahuatlan  (Buchler & Freeze 1966) 
Pima  (Nevome) (Smith 1970  (1862)  ) 

8. Hokan 
Yuma (Forchheimer  195  /  )

(6ND) 

1. Na-Dene 
Navajo (Reichard 1974(1951)) 

4.  Macro-Algonquian 
Tonkawa (Forchheimer 1951) 

6. Penutian 
Maidu (Dixon 1911) 

(5Dns) 

2. Salish 
Shuswap (Kuipers 1974) 

4. Macro Algonquian 
Blackfoot  (Uhlenbeck 1978(1938)) 
Fox  (  Jones 1911) 
Ojiwa (Forchheimer 1951) 

6. Penutian 
Chol (Yasugi 1980) 
Chontal (Yasugi 1980) 
Mam (Yasugi 1980) 
Tojolabal (Yasugi 1980) 
Tzotzil (Yasugi 1980) 
Yucateco (Yasugi 1980) 
Sierra Popoluca (Forchheimer 1951) 

10. Andean Equatorial 

Quechua (Wonderly 1952; Parker 1969) 

(8Dns) 

5. Macro-Siouan 
Iroquoian (Forchheimer 1951) 

6. Penutian 
Chinook (Boas  1911c; Forchheimer 1951) 
Siuslawan (Frachtenberg 1922b) 
Tzeltal (Berlin 1963; Yasugi 1980) 
Yokuts (Forchheimer 1951) 

7. Aztec-Tanoan 
Kiowa (Forchheimer 1951) 
Shoshoni (Forchheimer 1951) 

9.  Oto-Manguean 
Otomi (Forchheimer 1951) 
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(6Ds) 

5. Macro-Siouan 
Dakota (Boas & Swanton 1911; Forch-

 heimer 1951) 
Ponca (Boas & Swanton  1911; Forchheimer 

 1951) 
Winnebago (Boas & Swanton 1911; Forch-

 heimer 1951) 

6. Penutian 
 Lacandem (Yasugi 1980) 

Yakama (Yakima) (Pandosy 1970(1862)) 

7. Azetc-Tanoan 
Southern Paiute (Forchheimer 1951) 

Derivative Types  

(5ND-A) 

5. Macro-Siouan 
Carrier (Forchheimer 1951) 

(4Dns-A) 

3. Wakashan 
Kwakiutl (Boas  1911b, 1976(1947)) 

(7Dns-pl) 

6. Penutian 
Coos (Frantenberg 1922a) 

(5Ds-pl) 

5. Macro-Siouan 
Lakota (Buechel 1939; Forchheimer 1951) 
Siouan, Assimiboine  (Buehler & Freeze 1966) 

V. UNCLASSIFIED 

V. 1. Basque 

(4ND) 

Basque (Shimomiya 1979, 1981)
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V. 2. Burushaski 

(4ND) 

Burushaski (Lorimer 1935) 

V. 3. Ainu 

(5Dns) 

Ainu (Batchelor 1889; Tamura 1981) 

V. 4. Japanese 

(4ND) 

Japanese (n.d.) 

(5Dns) 

Ryukyuan (n.d.) 

VI. PIDGIN-ENGLISH 

(5Dns) 

Melanesian Pidgin (Forchheimer 1951) 
New Guinean Pidgin (Coastal & Lowland) 

 (Laycock 1974) 

(8Dns) 

Australian Pidgin (Sharpe 1975) 

 (11Dns) 

New Guinea Pidgin (Highlands) (Wurm 
 1971)
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                Appendix II: Index of Languages 

I. Classification of Languages; 

 I. Oceanian 

        I.  I. Austronesian 
 I. 1.1. Formosan 

           I. 1.2. Hesperonesian 
              I. 1.2.1. Philippine 

 I. 1.2.2. C. & S. Celebes 
 I. 1.2.3. West Indonesian 

           I. 1.3. East Indonesian 
                I. 1.3.1. Moluccan 

               I. 1.3.2. West Irian 
            I. 1.4. Melanesian 

               I. 1.4.1. Papuan Melanesian 
               I. 1.4.2. Melanesian Proper 

               I. 1.4.3. Micronesian 
 I. 1.5. Polynesian 

 I. 2. Papuan (Non-Austronesian) 
            I. 2.1. Trans-New Guinea 

           I. 2.2. West Papuan 
 I. 2.3. East Bird's Head 

           I. 2.4. Geelvink Bay 
           I. 2.5. Sko 

           I. 2.6. Torricelli 
           I. 2.7. Sepik-Ramu 
           I. 2.8. East Papuan 

            I. 2.9. Isolates 

 I. 3. Australian 
 I. 3.1. Nyulnyulan 

 1. 3.2. Bunaban 
            I. 3.3. Wororan 
            I. 3.4. Garaman 
           I. 3.5. Daly 
 I. 3.6. Kakadjuan 
 I. 3.7. Tiwian 
 I. 3.8. Iwaidjan 
            I. 3.9. Gunwingguan 
           I. 3.10. Mangarai 
           I. 3.11. Nagaran 
           I. 3.12. Gunavudjian 
 I. 3.13. Bureran 
            I. 3.14. Mangerian 
           I. 3.15. Andilyaugwan 
            I. 3.16. Maran 
           I. 3.17. Nunggubuyan 

 I. 3.18. Karawan 
 I. 3.19. Yanyula 
            I. 3.20. Pama-Nyungan
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       I. 4. Andaman 

 H. Eurasian 

       II. 1. Austroasiatic 

 II. 1.1. Mon-Khmer 

           II. 1.2. Aslian 

 H. 1.3. Munda 

 II. 1.4. Nicobarese 

 II. 2. Dravidian 

       H. 3. Sino-Tibetan 

 II. 3.1. Tibeto-Burman 

 II. 3.2. Kam-Tai 

 II. 3.3. Chinese 

 II. 4.  'Ural-Altaic 

           II. 4.1.  Uralic 

 H.  4.2. Altaic 

 H. 5. Caucasian 

 II. 6. Indo-European 

 II. 6.1.  Indo-Iranian 

 II. 6.2. Germanic 

           H. 6.3. Italic 

 H. 6.4. Slavic 

 II. 6.5. Baltic 

 II. 6.6. Greek 

       II. 7. Paleosiberian 

 III. African 

 III. 1. Afroasiatic 

 III. 1.1. Semitic 

 HI. 1.2. Chadic 

               1.3. Berber 

 rrr. 1.4. Cushitic 

           fir. 1.5. Omotic 

 HI. 2. Nilo-Saharan 

 HI.  2.1. Chari-Nile 

 III. 2.2. Saharan 

 HI. 2.3. Maba 

 III. 2.4. Koman 

 HI. 2.6. Fur 

       III. 3. Niger-Kordofanian 

 Hr. 3.1. Kordofanian 

 HI. 3.2. Niger-Congo 

 III. 3.2.1. Adamawa-Eastern 

 III. 3.2.2. West Atlantic 

 III. 3.2.3. Kwa 

 HI. 3.2.4. Mande 

               III. 3.2.5. Benue-Congo 

 III. 4. Khoisan 

 W. American 

        IV. 1. Na-Dene 

       IV. 2. Salish 
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       IV. 3. Wakashan 
       IV. 4. Macro-Algonquian 
       IV. 5. Macro-Siouan 
       IV. 6. Penutian 
        IV. 7. Aztec-Tanoan 
       IV. 8. Hokan 
 IV. 9. Oto-Manguean 
       IV. 10. Andean-Equatorial 

   V. Unclassified 
       V. 1. Basque 

       V. 2. Burushaski 
       V. 3. Ainu 
       V. 4. Japanese 

 VI. Pidgin 

II. Index; 

  Abui I. 2.2. 5Dns 
  Acatec IV. 6. 4ND 
   Ache  I. 1.2.3. 5Dns 
  Achi IV. 6. 4ND 
   Acooli  III. 2.1. 4ND 
    Adnjamathanha I. 3.20. 5ND-A 
     Adnyamatana see Adjamathanha 

   Adzera I. 1.4.1. 5Dns 
 caelcê I . 1.4.2. 8Dns 
   Afar  III. 1.4. 4ND 
   Afitti III. 2.1. 4ND 
  Aghu I. 2.1. 4ND 
   Agta  I. 1.2.1. 6Ds 
   Aguacateco IV.6. 4ND 
  Ainu V. 3. 5Dns 
    Ajamaru see Ayamaru 

   Ajie I. 1.4.2. 8Dns 
  Aka II. 3.1. 4ND 
   Akkadian* III. 1.1. 4ND 
  Akra See  G6 

   Alagwa  III. 1.4. 4ND 
   Alawa  I. 3.16. 8Dns 
    Aleut, Atkan II. 7. 5ND-L 
    Aleut, Eastern II. 7. 5ND-L 
  Ali  I. 1.4.1. 6ND 
   Amahei I. 1.3.1. 5Dns 
 Amarag  I. 3.8. 4ND 
   Amba HI. 3.2.5. 4ND 
   Ambai  I. 1.3.2.  11Dns 
      Amber (Northern Waigeo) I. 1.3.2. 8Dns 
   Ambonese I. 1.3.1. 5Dns 
   Ambrym I. 1.4.2.  11Dns 
  Amdo II. 3.1. 4ND 
   Amharic  III. 1.1. 4ND 
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Ami I. 1.1. 5Dns 
Ami I. 3.5. 8Dns 
Ampale  I. 2.1. 6ND 
Andakerebina I. 3.20. 6ND 
Andilyaugwa  I. 3.15.  11Dns 

 Anesii I. 1.4.2. 8Dns 
Angaataha  I. 2.1. 6ND 
Angami II. 3.1. 5Dns 
Aniwa  I. 1.5.  11Dns 
Ankave I. 2.1. 6ND 
Anaberg I. 2.7. 4ND 
Ansus L 1.3.2. 5Dns 
Anuki I. 1.4.1. 5Dns 
Anyuak  III. 2.1. 5Dns 
Anyula see Yanyula 
Anywa see Anyuak 
Ao  IL 3.1. 4ND 
Arabic  III. 1.1. 5ND-L 
Arabic, Egyptian  III. 1.1. 4ND 
Arabic, Iraqi  III. 1.1. 4ND 
Arabic, Moroccan  III. 1.1. 4ND 

 `aragiire I . 1.4.2. 8Dns 
Aranda, Eastern  I. 3.20 6ND 
Aranda, Northern I. 3.20. 6ND 
Aranda, Southern I. 3.20. 6ND 
Aranda, Western  I. 3.20. 6ND 
Are I. 1.4.1. 5Dns 
Argobba III. 1.1. 4ND 
Arguni I. 1.3.2. 5Dns 

 Arhã  I. 1.4.2. 8Dns 
Aro  I. 1.4.2. 8Dns 

 Arbma  I. 1.4.1. 5Dns 
Arop  I. 1.4.1. 5Dns 
Arosi I. 1.4.2. 8Dns 
Arung II. 3.1. 4ND 
Asmat I. 2.1. 4ND 
Assamese  II. 6.1. 4ND 
Atta, Pamplona  I. 1.2.1. 6Ds 
Auen  - III. 4. 6ND 
Aulua I. 1.4.2. 8Dns 

 `avek6  I . 1.4.2. 8Dns 
Awa  I. 2.1. 6ND 
Awiya  III.  1.4, 4ND 
Awye see Awyi 
Awyi I. 2.1. 3ND-A 
Ayamaru I. 2.2. 4ND 
Aztec (Milpa-Alta) IV. 7.  4ND' 

 Baa. I. 1.3.1. 5Dns 
Babatana see  Bambatana(1) 
Bafaw III. 3.2.5. 4ND 
Bafo see Bafaw
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Bagirmi  III. 2.1. 4ND 
Baham see Patimuni 
Bahing  II. 3.1. 8Dns 
Bahnar II. 1.1. 8Dns 
Bahramgala  II. 6.1. 4ND 

 Bai  III. 3.2.1. 6Ds 
Baka  III. 2.1. 4ND 
Bakhli Khad  II. 6.1. 4ND 
Baki  I. 1.4.2 5Dns 
Bakosi  III. 3.2.5. 4ND 
Bakota III. 3.2.5. 4ND 
Balangaw I. 1.2.1. 6Ds 
Balawa 1.4. 4ND 
Balawaia I. 1.4.1. 5Dns 
Bale  III. 3.1. 4ND 
Balti  II. 3.1. 5Dns 
Barn I. 1.4.1. 5Dns 

 Bambatana(1) I. 1.4.2. 5Dns 
Bambatana(2)  I. 1.4.2. 8Dns 
Bamileke  III. 3.2.5. 5Dns 
Banara  L 2.7. 6ND 
Banda III. 3.2.1. 5Dns 
Bandem III. 3.2.5. 4ND 

 Bangandou III. 3.2.5. 4ND 
Banlol  I. 1.3.2.  6Dns-O-du 
Banpara  IL 3.1. 4ND 
Barai I. 2.1. 4ND 
Barambu III. 3.2.1. 4ND 
Barari IL 6.1. 4ND 

 Bari III. 2.1. 4ND 
Baruya  L 2.1. 6ND 
Barya  III. 2.1. 4ND 
Basosi III. 3.2.5. 4ND 
Basque V.  I. 4ND 
Batak, Dairi I. 1.2.3. 5Dns 
Batak, Karo  I. 1.2.3. 5Dns 
Batak, Mandailing I. 1.2.3. 5Dns 
Batak, Palawan I. 1.2.1. 6Ds 
Batak, Toba  I. 1.2.3. 5Dns 
Batanta  I. 1.3.2.  6Dns-O-O' 
Baygo  III. 2.1. 4ND 

 Bea  I.  4, 4ND 
Beja  III. 1.4. 4ND 
Belep (Nenema) I. 1.4.2. 8Dns 

Bella Coola IV. 2. 4ND 
Bemba  III. 3.2.5. 4ND 
Bengali II. 6.1. 4ND 
Berber III. 1.3. 4ND 
Berta  III. 2.1. 4ND 
Bhramu  II. 3.1. 4ND 
Biak I. 1.3.2. 8Dns
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Bideyat  III. 2.2. 4ND 
Bikol I. 1.2.1. 5Dns 
Bilaan, Koronadal  I. 1.2.1. 6Ds 
Bilaan, Sarangani  I. 1.2.1. 6Ds 
Bilaspuri II. 6.1. 4ND 
Bilba  I. 1.3.1. 5Dns 
Bilbil I. 1.4.1. 5Dns 
Biliau I. 1.4.1. 5Dns 

 Bilin  III. 1.4. 4ND 
 Bim.a I. 1.3.1. 5Dns 

Bina I. 1.4.1. 5Dns 
Bintuni  I. 1.3.2.  4Dns-O 
Binukid I. 1.2.1. 6Ds 
Bishnupriyas II. 6.1. 4ND 
Bishshau II. 6.1.  4ND 
Bisu II. 3.1.  6ND 
Blackfoot IV. 4. 5Dns 
Boanaki  I. 1.4.1. 5Dns 
Bodi III. 2.1. 5Dns 
Bodo II. 3.1. 4ND 
Boewe  I. 1.4.2. 8Dns 
Bohutu I. 1.4.1. 5Dns 
Bojigyab  I. 4. 4ND 
Bokai  I. 1.3.1. 5Dns 
Bolanchi see Bolewe 
Bolewa  III. 1.2. 4ND 
Boloven  II. 1.1. 4ND 
Bongo  III. 2.1. 4ND 
Bongu I. 2.1. 8Dns 
Bontok, Guinaang  I. 1.2.1 6Ds 
Bosilewa I. 1.4.1. 5Dns 
Bosngun  I. 2.7. 6ND 
Braj  II. 6.1. 4ND 
Bua  III. 3.2.1. 4ND 
Buan I. 3.9. 8Dns 
Budibad  I. 1.4.1. 5Dns 
Bugis  L 1.2.2. 4Dns-A 
Bugoto  T. 1.4.2. 8Dns 
Buka  I.  1.4.2. 5Dns 
Bulgarian  II. 6.4. 4ND 
Buli I. 1.3.2. 5Dns 
Bunaban  I. 3.2. 5Dns 
Bunabun  T. 2.1. 6ND 
Bunak I. 1.3.1. 5Dns 
Bunan  II. 3.1. 8Dns 
Bundeli  TI. 6.1. 4ND 
Bunun I.  1.1. 4ND 
Burera I. 3.13. 9Ds 
Burji  III. 1.4. 4ND 
Burmese  IT. 3.1. 4ND 
Burunge III. 1.4. 4ND
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Burushaski V. 2. 4ND 
Busang (Dayak) I. 1.2.3. 7Dns-A 
Bush  I. 1.4.2. 5Dns 
Bviri  III. 3.2.1. 6Ds 
Bwaidoga  I. 1.4.1. 5Dns 
Byelorussian II. 6.4. 4ND 

 Gaga  III. 3.2.5. 4ND 
Cakchiquel IV. 6. 4ND 
Camuki I. 1.4.2. 8Dns 
Car  II. 1.4. 8Dns 
Carrier IV. 5. 5ND-A 
Cebuano  I. 1.2.1. 5Dns 
Chagatay  II. 4.2. 4ND 
Chaha III. 1.1. 4ND 
Chamorro  I. 1.2.1. 5Dns 
Chang  II. 3.1. 5Dns 
Chaudangsi II. 3.1. 4ND 
Chepang II. 3.1. 6ND 
Cheremis H. 4.1. 4ND 
Chhingtang II. 3.1. 4ND 
Ch'iang  a. 3.1. 8Dns 
Chinese  Ir. 3.3. 5Dns 
Chinook IV. 6. 8Dns 
Chippewayan  IV. 1. 4ND 
Chitkhuli  II. 3.1. DD 
Chitpavani  II. 6.1. 4ND 
Chol IV. 6. 5Dns 
Chontal IV. 6. 5Dns 
Chorti IV. 6. 4ND 
Chourasya II. 3.1. 4ND 
Chrau  II. 1.1. 5Dns 
Chuang II. 3.2. 8Dns 
Chuj  IV. 6. 4ND 
Chukchee  rr. 7. 4ND 
Chutiya  II. 3.1. 4ND 
Ciri I. 1.4.2. 8Dns 
Coos IV. 6. 7Dns-pl 
Czech  II. 6.4. 4ND 
Dabida  III. 3.2.5. 4ND 
Daga I. 2.1. 4ND 
Dagur  Tr. 4.2. 5Dns 
Dahalo  III. 1.4. 4ND 
Dakota IV. 5. 6Ds 

 Dalwongo I. 3.20 8Dns 
Dami  II. 6.1. 4ND 
Dani I. 2.1. 4ND 
Darfur  III. 2.1. 4ND 

 Daribi  I. 2.1. 4ND 
Dasenech  III. 1.4. 5Dns 
Dawawa  I. 1.4.1. 5Dns 
Daza  III. 2.2. 4ND
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 De  Jong  Ke  II. 3.1. 4ND 
Debri  III. 2.1. 4ND 
Deduae I. 2.1. 6ND 
Dengka I. 1.3.1. 5Dns 
Dera  I. 2.1. 4ND 
Dhimal II. 3.1. 4ND 
Didinga III. 2.1. 4ND 
Digaru  IL 3.1. 4ND 
Dimasa II. 1.1. 4ND 
Dinka  III. 2.1. 4ND 
Diyari L 3.20. 8Dns 
Dizi  III. 1.5. 5ND-L 

 Djadjala I. 3.20. 8Dns 
Djambarbwingo I. 3.20. 8Dns 
Djaru  I. 3.20. 8Dns 
Djimba I. 3.20. 5Dns 
Dobu I. 1.4.1. 5Dns 
Dongo III. 3.2.1. 5Dns 

 `dongo III . 3.2.1. 5Dns 
Dongola III. 2.1. 4ND 
Dshang  III. 3.2.5. 6Ds 
Duala  HI. 3.2.5. 4ND 
Duau  I. 1.4.1. 5Dns 
Dubea I. 1.4.2. 8Dns 
Dumagat, Casiguran I. 1.2.1. 6Ds 
Dumi II. 3.1. 8Dns 
Dutch II. 6.2. 4ND 
Dyirringan I. 3.20. 8Dns 
Efe  III. 2.1. 4ND 
Efik III. 3.2.5. 4ND 
Elong  HI. 3.2.5. 4ND 
Empeo II. 3.1. 4ND 
Enggano  T. 1.2.3. 4Dns—pl 
English II. 6.2. 3ND—A 
English, Old* II. 6.2. 6ND 
Eromanga I. 1.4.2. 8Dns 
Eskimo, West Greenland  TI. 7. 6ND 
Estonia  II. 4.1. 4ND 
Evenk  II. 4.2. 5Dns 
Ewe  III. 3.2.3. 8Dns 
Fadicca  III. 2.1. 4ND 
Fante-Akan III. 3.2.3. 4ND 
Faranyao  I. 2.1. 4ND 
Fasu I. 2.1. 6ND 
Fataleka see Fataluku 
Fataluku I. 1.3.1. 5Dns 
Finnish, Suomi  II. 4.1. 4ND 
Fiu I. 1.4.2. 8Dns 
Foe  I. 2.1. 6ND 

 Fordat  I. 1.3.1. 5Dns 
Fore  I. 2.1. 6ND



吉田　 会話場面における人の概念の類型論 （Ｈ）

Fox IV. 4. 5Dns 
French  IT. 6.3. 4ND 
Fulani see Fulbe 
Fulbe III. 3.2.2. 5Dns 
Fulbe, Adamawa  M. 3.2.2. 5Dns 
Fulbe, Senegal III. 3.2.2. 5Dns 
Fur  III. 2.5. 4ND 
Futuna  I. 1.5.  11Dns 

 G/ /abake see Hiechware 
Gadabi see Kabadi 
Gadaisu I. 1.4.1. 5Dns 
Gaddang I. 1.2.1. 5Dns 
Gafat  III. 1.1.  .4ND 
Gagadu  I. 3.6. 6ND 
Galbu  I. 3.20. 8Dns 
Galela  I. 2.2. 5Dns 
Galeya I. 1.4.1. 5Dns 
Galla  Hr. 1.4. 4ND 
Gallong  II. 3.1. 4ND 
Galoli  I. 1.3.1. 5Dns 
Gamei I. 2.7. 6ND 
Ganda III. 3.2.5. 4ND 
Ganza  III. 2.4. 4ND 
Gapapaiwa see Paiwa 
Garadjeri  I. 3.20. 8Dns 
Garama  I. 3.4.  8Dns-tr-pl 
Garawa see Karawa 
Garo II. 3.1. 5Dns 
Garuwahi I. 1.4.1. 5Dns 
Gasaba II. 1.3. 4ND 
Gayo I. 1.2.3. 5Dns 
Gbaya III. 3.2.1. 4ND 

 Gbaya  Buli III. 3.2.1. 4ND 
Gbaya Kara III. 3.2.1. 4ND 

 Gé  III. 3.2.3. 4ND 
Ge'ez  III. 1.1. 4ND 
Gebela III. 1.4. 4ND 
Gedaged  I. 1.4.1. 5Dns 
Gene III. 1.5. 4ND 
Georgian II. 5. 4ND 
German II. 6.2. 4ND 

German, Old Highland* II. 6.2. 4ND 
Gidabal see Gidabul 
Gidabul I. 3.20. 4ND 
Giiz III. 1.1. 4ND 
Gilyak II. 7. 5Dns 
Gipsy  II. 6.1. 4ND 
Giryama III. 3.2.5. 4ND 
Gisu III. 3.2.5.  4ND 
Gobabwingu I. 3.20. 8Dns 
Gogo  III. 3.2.5. 4ND
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Golba I.  3.20. 8Dns 
Gomaidj I. 3.20. 8Dns 
Gonga III. 1.5. 4ND 
Gorogone see Gungorogone 
Gothic* II. 6.2. 6ND 
Grebo III. 3.2.3. 4ND 
Greek II. 6.6. 6ND 

 Gudjdlavia I. 3.13. 8Dns 
Gugada  I. 3.20. 7Dns-pl 
Gugu-Yalanji I. 3.20. 7Dns-du 
Gujarati II. 6.1. 5Dns 
Gumuz  III. 2.4. 5Dns 
Gunaidbe I. 3.13. 8Dns 
Gunavidji I. 3.12 5Dns 
Gunbalang I. 3.9. 6ND 
Gundangbon I. 3.9. 8Dns 
Gungorogone  I. 3.13. 8Dns 
Gunian I. 3.2. 5Dns 
Gunu  I. 3.6. 6ND 
Gurkhali II. 6.1. 4ND 
Gurung IL 3.1. 4ND 
Gutob IL 1.3. 4ND 
Hadiyya III. 1.4. 4ND 
Hadza  III. 4. 4ND 
Haida IV. 1. 4ND 
Halbi  IL 6.1. 4ND 
Halia I. 1.4.2. 5Dns 
Ham I. 1.4.1. 5Dns 
Hamer III. 1.5. 4ND 
Hanahan I. 1.4.2.  11Dns 
Handuri  II. 6.1. 4ND 

 HanunOo  I. 1.2.1. 6Ds 
Harari III. 1.1. 4ND 
Hatsa see Hadza 
Hausa III. 1.2. 4ND 
Hawaiian I. 1.5. 8Dns 
Hawu I. 1.3.1. 5Dns 
Hebrew III. 1.1. 4ND 
Hiechware  III. 4. 5ND-L 
Hiligaynon I. 1.2.1. 5Dns 
Hindi  II. 6.1. 4ND 
Hindustani  II. 6.1. 4ND 
Hopi IV. 7. 4ND 
Horn  Is. I. 1.5. 8Dns 
Huasteco IV. 6. 4ND 
Hungarian  II. 4.1. 4ND 
Hupa IV. 1. 4ND 

Iai  I. 1.4.2. 8Dns 
 Ifugao, Amganad I. 1.2.1. 6Ds 

Ifugao, Batad I. 1.2.1. 6Ds 
Ifugao, Bayninan I. 1.2.1. 6Ds
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Igbo  III. 3.2.3. 4ND 
Ilocano I. 1.2.1. 6Ds 
Ilongot, Kakiduge:n  I. 1.2.1. 5Dns 
Impo I. 1.2.2. 5Dns 
Inibaloi I. 1.2.1. 6Ds 
Ipiko  I. 2.1. 6ND 
Irahutu see Kaitero 
Iraqw  III. 1.4. 4ND 
Iroquoian IV. 5.  8Dns 
Isneg  I.  1.2.1. 6Ds 
Italian II. 6.3. 4ND 
Itbayaten, Batanes Is. I. 1.2.1. 5Dns 
Itneg, Binongan I. 1.2.1. 6Ds 

 Itza. IV. 6. 4ND 
Ivatan, Batanes Is. I. 1.2.1. 5Dns 

 Ivori I. 2.1. 6ND 
 Ixil  IV. 6. 4ND 

 Jacalteco IV. 6. 4ND 
Jahadian see Yahadian 
Jajala I. 3.20. 8Dns 
Jajawurung I. 3.20. 8Dns 
Jamden I. 1.3.1. 5Dns 
Japanese V. 4 4ND 
Javanese, Old* I. 1.2.3. 5Dns 
Jawe I. 1.4.2. 8Dns 

 Jenimu I. 2.1. 4ND 
Jimma III. 1.5. 4ND 
Jirru III. 2.1. 4ND 
Juang II. 1.3. 6ND 
Jui II. 3.2. 5Dns 
Jyarung II 3.1. 8Dns 
Kate  I. 2.1. 8Dns 
Kaa  HI. 3.2.5. 4ND 
Kabadi I. 1.4.1. 5Dns 
Kachin  II. 3.1. 6ND 
Kadaru  III. 2.1. 4ND 
Kadugli  III. 3.1. 5Dns 
Kaeti I. 2.1. 4ND 
Kagani II. 6.1. 4ND 
Kaiep I. 1.4.1. 5Dns 
Kaigir  I. 2.1. 4ND 
Kairi I. 2.1. 6ND 
Kaitero I. 1.3.2. 5Dns 
Kakabai  I. 1.4.1. 5Dns 
Kakadu see Gagadu 
Kalabra I. 2.2. 4ND 
Kalagan I. 1.2.1. 6Ds 
Kalanga III. 3.2.5. 5Dns 
Kaliai-Kove see Kandoka-Lusi 
Kalinga, Guinaang  I. 1.2.1. 6Ds 
Kalkatungu  I. 3.20.  11Dns
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Kallahan, Kayapa Proper T. 1.2.1. 6Ds 
Kallahan, KeleyqiqI. 1.2.1. 6Ds 
KalmiikII. 4.2. 5Dns 
KamII. 3.2. 5Dns 
KamassianIL 4.1. 6ND 
KambataIII.  1.4. 4ND 
Kamchadal II. 7 4ND 
Kamdang III. 3.1. 5Dns 
Kamilaroi I. 3.20. 8Dns 
KamorI. 3.5. 8Dns 
KamoroI. 2.1. 5ND—L 
Kampong BaruI. 2.1.. 7Dns—A 
KanareseII. 2. 4ND 
KanauriII. 3.1. 8Dns 
Kanauri, LowerII. 3.1. 7Dns—pl 
Kandoka-LusiI. 1.4.1. 5Dns 
Kanite (Yate D.)I. 2.1. 6ND 
KanjobalIV. 6. 4ND 
Kankanay, NorthernI. 1.2.1. 6Ds 
KanuriIII. 2.2. 4ND 
KapauI. 2.1. 6ND 
Kapaur I. 2.1. 4ND 
Kapone I. 1.4.2. 8Dns 
Karanga III. 3.2.5. 5Dns 
KarasI. 2.1. 6Ds 
KarawaI. 3.18. 8Dns 
KaronI. 2.2. 5ND-A 
Karunsi'eI. 1.2.2. 5Dns 
KashirdaIII. 2.2. 4ND 
KatchaIII. 3.1. 5Dns 
KatlaIII. 3.1. 4ND 
Katu II. 1.1. 8Dns 
KaugatI. 2.1. 4ND 
KawachaI. 2.1. 6ND 
KawitI. 1.3.2. 8Dns 
KeakaIII. 3.2.5. 4ND 
Keapara I. 1.4.1. 5Dns 
Kefa see Gonga 
KeiI. 1.3.2. 5Dns 
KeigaIII. 3.1. 5Dns 

 KekchiIV. 6. 4ND 
KeleIII. 3.2.5. 8Ds—A 
Kewasee Kewe 
Kewe T. 2.1. 6ND 
KewiengI. 2.1. 6ND 
KhalingII. 3.1. 8Dns 
KhalkhaII. 4.2. 5Dns 
KhamII. 3.1. 6ND 
KhariaII. 1.3. 8Dns 
KhasiII. 1.1. 4ND 
KherwariII. 1.3. 8Dns
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Khmer II. 1.1. 3ND-A 
Kia  I. 1.4.2. 5Dns 
Kibiri I. 2.9. 6ND 
Kikuyu III. 3.2.5. 4ND 
Kilivila I. 1.4.1.  5Dns 
Kiowa  IV. 7. 8Dns 
Kis I. 1.4.1.  5Dns 
Kisar  I. 1.3.1. 5Dns 

 Kiwai, Inland I. 2.1. 8ND 
Kjam  IL 3.2. 5Dns 
KoalibIII. 3.1. 6Ds 
Koci II. 6.1. 4ND 
Koiari I. 2.1. 4ND 
Koiari, Mountain I. 2.1. 6Ds 
Koita  T. 2.1. 4ND 
Koli II. 6.1. 4ND 
Kolobafo I. 1.3.1. 5Dns 
Kolokuma (Ijo D.) III. 3.2.3. 4ND 
Koma III. 2.4. 5Dns 
Konda I. 2.1. 4ND 
Konkani II. 6.1. 4ND 
Konzo III. 3.2.5. 4ND 
!kora III. 4. 6ND 
Korafe I. 2.1.  8Dns 
Kordofan, Western  III. 2.1. 4ND 
Korean II. 4.2. 4ND 
Korekore  III. 3.2.5. 5Dns 
Koryak II. 7. 6ND 
Kottish II. 7. 4ND 
Koumac (Nenema) I. 1.4.2.  8Dns 
Kovai  I. 2.1. 6ND 
Koya II. 2.  5Dns 

 Kpelle  III. 3.2.4. 4ND 
Kreda  III. 2.2. 4ND 
Kresh  III. 2.1. 4ND 

 Krongo III. 3.1.  5Dns 
Kube I. 2.1. 6ND 
Kukuya I. 1.4.1. 5Dns 
Kuliviu I. 1.4.2. 7Dns-du 
Kulung II. 3.1. 4ND 
Kuman (Chimbu D.) I. 2.1. 6ND 
Kunama  HI. 2.1.  8Dns 
Kung  HT. 4. 4ND 
Kuni I. 1.4.1. 5Dns 
Kunjen I. 3.20. 8Dns 
Kupang I. 1.3.1. 5Dns 
Kurada  I. 1.4.1.  5Dns 
Kuria  III. 3.2.5. 4ND  . 
Kurku II. 1.3.  8Dns 

Kurudu I. 1.2.3.  8Dns 
Kurukh II. 2. 5Dns
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Kusaiean I. 1.4.3. 5Dns 

Kwakiutl IV. 3. 4Dns-A 

Kwama III. 2.4. 5Dns 

Kwamera I. 1.4.2.  11Dns 

Kwegu III. 2.1. 4ND 

 LacandOn IV. 6. 6Ds 

Ladil see Lardil 

Lafofa III. 3.1. 4ND 

Lahu  H. 3.1. 6ND 

Lahul II. 3.1. 4ND 

Lai see Li 

Laiwui I. 1.2.2. 5Dns 

Lakota IV. 5.  5Ds-pl 

Lala see Pokau 

Lalak see Laiwui 

Lamalama I. 3.20. 8Dns 

Lampung I. 1.2.3. 4Dns-A 

Lamut II. 4.2.  5Dns 

Langi  HI. 3.2.5. 4ND 

Lango III. 2.1. 4ND 

Lao II. 3.2. 4ND 

Lappish H. 4.1. 6ND 

Lardil I. 3.20. 8Dns 

Latin* IL 6.3. 4ND 

Lebong I. 1.2.3. 5Dns 

Lendu III. 2.1. 5Dns 

Lepcha II. 3.1. 6ND 

Leti I. 1.3.1. 5Dns 

Leuangiva see Leuaniva 

Leuaniva I. 1.5. 2ND 

Lhota II. 3.1. 4ND 

Li  H. 3.2. 5Dns 

 Liambata I. 1.3.1. 5Dns 

Lifu I. 1.4.2. 8Dns 

Liguri  HI. 2.1. 5Dns 

 Lilau  I. 2.6. 6ND 

Limbu II. 3.1. 8Dns 

Lissabata I. 1.3.1. 5Dns 

Lisu H. 3.1. 5Dns 

Lithuanian*  II. 6.5. 6ND 

Lohiki I.  2.1. 6ND 

Lohorong II. 3.1. 8Dns 

Loinang I. 1.2.2. 5Dns 

 Longarim  III. 2.1. 4ND 

Lotuho  III. 2.1. 4ND 

Lugbara  HI. 2.1. 4ND 

Luo III. 2.1. 4ND 

Lusatian  II. 6.4. 6ND 

Lushei  II. 3.1. 4ND 

 Ma  :una  :n II. 3.2. 5Dns 

Ma'a  III. 1.4. 4ND
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Ma'di III. 2.1. 4ND 
Maasai III. 2.1. 4ND 
Maba III. 2.3. 4ND 

 Macedonian II.  6.4. 4ND 
Madik I. 2.2.  7Dns-clu 
Mae I. 1.5. 8Dns 
Magar  II. 3.1. 4ND 
Magi I. 2.1. 6ND 
Magobineng I. 2.1. 6ND 
Magori I. 1.4.1. 5Dns 
Mahas  HI. 2.1. 4ND 
Maidu IV. 6. 6ND 

 Maisin  . I. 2.9. 5Dns 
Maja (Salawati)  I. 1.3.2.  8Dns 
Majang  III. 2.1. 4ND 
Makabala I. 1.3.1. 5Dns 
Makarub I. 2.7. 6ND 
Makassar  I. 1.2.2. 4Dns—A 
Makassai I. 1.3.1. 5Dns 
Makura I. 1.4.2. 8Dns 
Malagasy I. 1.2.3. 5Dns 
Malakmalak I. 3.5. 6Ds 

 Malalamai I. 1.4.1. 5Dns 
Malay I. 1.2.3. 5Dns 
Malay, Palembang I. 1.2.3. 5Dns 
Malay, Penang  I. 1.2.3. 4ND 
Malay, Perak I. 1.2.3. 4ND 
Malayalan II. 2. 5Dns 
Malo  I. 2.8. 6Ds 
Malu I. 1.4.2. 8Dns 
Mam  IV. 6. 5Dns 
Mamanwa I. 1.2.2. 5Dns 
Mamvu  III. 2.1. 4ND 
Managalasi I. 2.1. 4ND 
Manam I. 1.4.1. 5Dns 
Manchati II. 3.1. 8Dns 
Manchu II. 4.2. 5Dns 
Manda I. 3.5. 8Dns 
Mandi  III. 2.1. 4ND 
Mandinka, Gambian  M. 3.2.4. 4ND 
Manem I. 2.1. 4ND  ' 
Mangala I. 3.20. 8Dns 
Mangarai I. 3.10.  7Dns—du/L 
Mangarla see Mangala 
Mangbetu  III. 2.1. 4ND 
Mangeri I. 3.14 8Dns 
Manggalili I. 3.20.  8Dns 
Manggarai I. 1.3.1. 5Dns 

Manikion I. 2.3. 8Dns 
Manobo, Agusan I. 1.2.1. 6Ds 
Manobo, Ata I. 1.2.1. 5Dns 
Manobo, Dibabawon I. 1.2.1. 6Ds
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Manobo, Ilianen I. 1.2.1. 6Ds 
Manobo, Kalamansig Cotabato I. 1.2.1. 5Dns 
Manobo, Sarangani I. 1.2.1. 6Ds 
Manobo, Tigwa I. 1.2.1. 5Dns 
Manobo, Western Bukidnon I. 1.2.1. 6Ds 

 Mansaka I. 1.2.1. 5Dns 
 Mansibaber I. 2.3. 7Dns—pl 

Mantembu  I. 2.4. 5Dns • 
Mantion I. 2.3.  4Dns-O 
Manusela I. 1.3.1. 5Dns 
Manyika  III. 3.2.5. 5Dns 
Maori I. 1.5. 8Dns 
Mara I. 3.16. 8Dns 
Maramanandji I. 3.5. 8Dns 
Maranao I. 1.2.1. 6Ds 
Maranunggu I. 3.5. 8Dns 
Mararba I. 3.20. 8Dns 
Mararit III. 2.1. 4ND 
Marathi II. 6.1. 4ND 
Marau Wawa  Is.  I. 1.4.2. 4ND 
Marengar I. 3.5. 8Dns 
Margi III. 1.2. 6Ds 
Margu I. 3.8. 5Dns 
Maring  II. 3.1. 4ND 
Marithiel I. 3.5. 8Dns 
Marshallese I. 1.4.3. 5Dns 
Maru II. 3.1. 6ND 
Masakin  III. 3.1. 5Dns 
Masalit III. 2.3. 4ND 
Matngala I. 3.5. 8Dns 
Mattole IV. 1. 4ND 
Matukar I. 1.4.1. 5Dns 
Maung I. 3.8. 5Dns 
Mayogo III. 3.2.1. 5Dns 
Mba III. 3.2.1. 4ND 
Mbati  III. 3.2.5. 4ND 
Mbo  III. 3.2.5. 4ND 
Meaun I. 1.4.2. 8Dns 
Meax see  Mansibabér 
Medebur  I. 1.4.1. 5Dns 
Megiar I. 1.4.1. 5Dns 
Meithei II. 3.1.  4ND. 
Mekeo  I. 1.4.1. 4Dns—A 

 Mele  I. 1.5. 8Dns 
Melville I. 3.5. 6Ds • 
Mentawai I.  1.2.3. 5Dns 
Menya I. 2.1. 6ND 
Midob  III. 2.1. 5Dns 
Miju II. 3.1. 4ND 
Mikir II. 3.1. 5Dns 
Mikmaque IV. 4. 4ND
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Minagkabau I. 1.2.3. 4Dns-A 

Minanibai I. 2.1. 4ND 

Mindiri I. 1.4.1. 5Dns 

Mira, Eastern I. 1.4.2.  I  1Dns 

Miri II. 3.1. 4ND 

Miri  III. 3.1. 5Dns 

Misima I. 1.4.1. 5Dns 
 `moaeke  I

. 1.4.2. 8Dns 
 `moavelce  I . 1.4.2. 8Dns 

Mo-iki I. 1.5. 8Dns 

Modunga see Ndunga 

Moenebeng I. 1.4.2. 8Dns 

Moghol II. 4.2. 5Dns 

Moi I. 2.1. 7Dns-A 

Moiki I. 1.2.2. 5Dns 

Mokilese I. 1.4.3. 8Dns 

Molima I. 1.4.1. 5Dns 

Molio'a I. 1.2.2. 5Dns 

Molongkuni I. 1.2.2. 5Dns 

Mon II. 1.1.  • 4ND 

Mongolian, Ordos II. 4.2. 5Dns 

Mongour II. 4.2. 4ND 

Mongul see Moghol 

• MonoI. 1.4.2. 5Dns 
 Mopan IV. 6. 4ND 

Mor I. 1.3.2. 8Dns 
Moraid I. 2.2. 7Dns-du 
Mordvin  II. 4.1. 4ND 

 Mori I. 1.2.2. 5Dns 
Moro III. 3.1. 4ND 
Morokodo III. 2.1. 4ND 
Mortlock Is. I. 1.4.3. 5Dns 
Moru  III. 2.1. 4ND 
Mosana  I. 1.3.2.  6Dns-O-L 
Moshang II. 3.1. 4ND 
Motu I. 1.4.1. 5Dns 
Mudbura I. 3.20. 8Dns 
Muguji III. 2.1. 4ND 
Mukawa I. 1.4.1. 5Dns 
Mullukmulluk  I. 3.5. 8Dns 
Mundari  II. 1.3. 8Dns 
Mundu III. 3.2.1. 5Dns 
Murle III. 2.1. 4ND 

 Murusapa I. 2.7. 6ND 
Murut I. 1.2.1. 6Ds 
MusriIII. 2.1. 4ND 
Mutsun IV. 6. 4ND 
Muyuw I. 1.4.1. 6Ds 
Mwatebu I. 1.4.1. 5Dns 

 Rua I. 1.4.2. 8Dns 
Na:n  • see  Ma  :una  :n
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Nabak I. 2.1. 6ND 
Nachhereng II. 3.1. 5Dns 
Nagara I. 3.11. 8Dns 
Nagpuri II. 6.1. 4ND 
Nahuatlan  IV. 7. 4ND 
Nama III. 4. 8Dns 
Namatote I. 1.3.2. 4ND 
Nanai  II. 4.2. 4ND 
Nancowry II. 1.4. 8Dns 
Nanggu I. 2.8. 6Ds 
Nansangia II. 3.1. 4ND 
Napal-Lichin I. 1.2.3. 5Dns 
Nara see Nera 
Naron  III. 4. 6ND 
Nata III. 3.2.5. 4ND 
Navajo  IV.1. 6ND 
Ndau III. 3.2.5. 5Dns 
Ndogo III. 3.2.1. 6Ds 
Ndunga  III. 3.2.1. 4ND 

 Nevome see  Pima 
 Nemi  I. 1.4.2. 8Dns 

Neku  I. 1.4.2. 8Dns 
Nemboi I. 2.8. 6Ds 
Nengone I. 1.4.2. 8Dns 
Nepali II. 6.1. 4ND 
Nera III. 2.1. 4ND 
Newari II. 3.1. 5Dns 

 NO„Egan  I. 3.9. 8Dns 
Ngad'a I. 1.3.1. 5Dns 
Ngandi I. 3.9. 8Dns 
Ngangikurrungurr I. 3.5. 8Dns 

                                                                                 , Ngarinyin I. 3.3.  11  Dris 
Ngbaka Gbaya  HI. 3.2.1. 4ND 
Ngbaka Ma'bo III. 3.2.1. 5Dns 
Ngbandi  '  III. 3.2.1. 4ND 
Ngbaya  HI .3.2.1. 4ND 
Ngemba  HI. 3.2.5. 9Ds 
Ngengomeri I. 3.5. 8Dns 
Nguna I. 1.4.2. 8Dns 
Nias I. 1.2.3. 5Dns 
Nielim  III. 3.2.1. 4ND 
Nifilole  I. 1.4.2.  11Dns 
Nifiloli see Nifilole 
Nilyamba  III. 3.2.5. 4ND 
Nimboran I. 2.1. 8Dns 
Nimowa I. 1.4.1. 5Dns 
Nineng III. 3.2.5. 4ND 
Njalgulgule  III. 2.1. 4ND 
Njigina I. 3.1. 6Ds 
Nkosi  III. 3.2.5.  8Dns 
Nocte II. 3.1. 4ND
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Nogugu I. 1.4.2.  11Dns 
Nonumbo  I. 2.7. 6ND 
Nooli I. 2.8. 6Ds 
Norse, Old* II. 6.2. 6ND 
Nubia I. 2.7. 5ND-du 
Nuer  HI. 2.1. 5Dns 
Nufoor I. 1.3.2. 7Dns-pl 
Nukuoro I. 1.5. 8Dns 
Nunggubuyu I. 3.17. 8Dns 
Nyimang  III. 2.1. 4ND 
Nyulnyul  I. 3.1. 6Dns-A-du 
Nzakara  III. 3.2.1. 4ND 
Obi I. 2.1. 4ND 
Oirat  II. 4.2. 4ND 
Oirata I. 1.3.1. 5Dns 
Ojibwa IV. 4. 5Dns 
Ok  I. 2.1. 4ND 
Oke'bu III. 2.1. 4ND 
Ometo  Hr. 1.5. 4ND 
Omie I. 2.1. 4ND 
Onjob I. 2.1. 5Dns 
Ono I. 2.1. 6ND 
Oriya II. 6.1. 4ND 
Orokaiva I. 2.1. 6Ds 
Orokolo I. 2.1. 7Dns-du 
Oromo  III. 1.4. 4ND 
Ostyak IL 4.1. 6ND 

 Otomi IV. 7. 8Dns 
Otoro  rrr. 3.1. 5Dns 
Ouma I. 1.4.1. 4Dns-L 
Oyan  I. 1.4.1. 5Dns 
Paama I. 1.4.2. 9Dns-D-A 

 Padii  I. 1.2.2. 5Dns 
Pahri II. 3.1. 4ND 
Paiute, Southern IV. 7. 6Ds 
Paiwa I. 1.4.1. 5Dns 
Paiwan I. 1.1. 5Dns 

 Päkot  HI. 2.1. 4ND 
Palauan I. 1.2.1. 5Dns 
Palaung II. 1.1. 8Dns 
Pambia III. 3.2.1. 4ND 
Panayati  I. 1.4.1. 5Dns 
Pangasinan I. 1.2.1. 6Ds 
Papuma I. 1.3.2. 5Dns 
Pareng II. 1.3. 5Dns 
ParimankutinmaI. 3.20. 8Dns 

                                                                                 , Patani I. 1.3.2. 5Dns 

Pati I. 1.4.2. 8Dns 

Patimuni I. 2.1.  4Dns-O 

Paulohi  I. 1.3.1. 5Dns 

Pawaian  I. 2.9. 6ND
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Persian II. 6.1. 4ND 
Pidgin, Australian VI. 8Dns 
Pidgin, Melanesian VI. 5Dns 
Pidgin, New Guinea (Highlands) VI.  11Dns 
Pidgin, New Guinean (Coastal & Lowland) VI. 5Dns 

 Pilheni I. 1.5. 8Dns 
Pima IV. 7. 4ND 
Pinje I. 1.4.2. 8Dns 
Pisa  I. 2.1. 4ND 
Pitjantjatjara  I. 3.20. 6ND 

 Poai. I. 1.4.2. 8Dns 
Poamei I. 1.4.2. 8Dns 

 Poapoa I. 1.4.2. 8Dns 
Pocomam  IV. 6. 4ND 

 Pocomchi IV. 6. 4ND 
Pokau I. 1.4.1. 5Dns 
Pokomo III. 3.2.5. 4ND 
Polish  IL 6.4. 4ND 
Polopa I. 2.1. 4ND 
Porn  I. 1.3.2. 5Dns 
Ponca IV. 5 . 6Ds 
Porome see Kaire 
Portuguese II. 6.3. 4ND 
Pular see Fulbe, Senegal 
Puluwat I. 1.4.3. 5Dns 
Pungupungu I. 3.5. 8Dns 
Punjabi II. 6.1. 4ND 
Puragi I. 2.1. 5Dns 

 Purik II. 3.1. 5Dns 
Puyuma I.  1.1. 5Dns 

Quechua IV. 10. 5Dns 
Quiche  IV. 6. 4ND 
Rainbarngo I. 3.9. 8Dns 
Rajasthani II. 6.1. 4ND 
Rangkas II. 3.1. 4ND 
Rashad III. 3.1. 4ND 
Rawa I. 2.1. 6ND 
Rawang II. 3.1. 6ND 
Reefs I. 2.8. 9Ds 
Ridarngo I. 3.20. 8Dns 

 Rimi III. 3.2.5. 4ND 
Ringgou I. 1.3.1. 5Dns 
Riraidjango I. 3.20.  • 8Dns 
Rodong II. 3.1. 5Dns 
Rogea I. 1.4.1. 5Dns 
Roindji  I. 1.4.1. 5Dns 
Roma I. 1.3.1. 5Dns 

• Ronga III. 3.2.5. 5Dns 

Roti I. 1.3.1. 5Dns 

 Rotuman I. 1.5. 8Dns 

Roviana I. 1.4.2. 5Dns
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Rukai I. 1.1. 4ND 
Russian  II. 6.4. 4ND 
Ryukyuan V. 4. 5Dns 
Sa'a L 1.4.2.  11Dns 
Saa see Sa'a 
Sabari I. 1.4.1. 5Dns 
Safeyoka see Ampale 
Saho III. 1.4. 4ND 
Saibalgal  T. 3.20. 8Dns 
Sakao I. 1.4.2.  11Dns 
Salt-Yui (Chimbu D.) I. 2.1. DD 
Samal I. 1.2.1. 6Ds 
Sambal, Botolan  T. 1.2.1. 6Ds 
Samo (Nomad D.)  T. 2.1.  7Dns-pl 
Samoan I. 1.5. 8Dns 
Sandawe III. 4. 4ND 
Sangil, Sarangani Is. I. 1.2.1. 8Dns 
Sangir I. 1.2.1. 6Ds 
Sango III. 3.2.1. 4ND 
Sani  II. 3.1. 5Dns 
Sanskrit* II. 6.1. 6ND 
Santali  II. 1.3. 8Dns 
Sara Mbai III. 2.1. 4ND 
Savosavo  I. 2.8. 8Dns 
Sawuy I. 2.1. 4ND 
Saxon, Old* II. 6.2. 6ND 
Serbo-Croatian  II. 6.4. 4ND 
Sedang  II. 1.1. 7Dns-A 
Sekar I. 1.3.2. 5Dns 
Seleman I. 1.3.1. 5Dns 
Selepet  I. 2.1. 6ND 
Selish IV. 2. 4ND 
Selkup II. 4.1. 6ND 
Sema II. 3.1. 4ND 
Senesip I. 1.4.2. 7Dns-du 

 Sentani I. 2.1. 5Dns 
Sepa I. 1.4.1. 5Dns 
Sepoe (Toaripi D.) I. 2.1. 7Dns-du 
Sera  T. 1.4.1. 6ND 
Sere  III. 3.2.1. 6Ds 
Serer III. 3.2.2. 4ND 
Serui-Laut I. 1.3.2. 5Dns 
Sewa Bay  I. 1.4.1. 4ND 
Shambaa III. 3.2.5. 4ND 
Shatt  HI. 2.1. 5Dns 
Shilluk  rn. 2.1. 5Dns 
Sho IL 3.1.  6ND 
Shoshoni IV. 7.  8Dns 
Shuswap IV. 2. 5Dns 
Sidamo  III. 1.4. 4ND 
Sierra Popoluca IV. 6. 5Dns
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Sikiana I. 1.5. 8Dns 
Sikka I. 1.3.1. 5Dns 
Sila III. 2.1. 5Dns 
Simalur I. 1.2.3. 5Dns 
Simbari I. 2.1. 5ND-A 
Sinagoro I. 1.4.1. 5Dns 
Sinaki  I. 1.4.1. 5Dns 
Sindhi II. 6.1. 4ND 
Siouan, Assimiboine IV. 5. 5Ds-pl 
Siraiki  IL 6.1. 4ND 

 Sirhe  I. 1.4.2. 8Dns 
Sisano see Sissano 
Sissano  I. 1.4.1. 6ND 
Siuslawan IV. 6. 8Dns 
Sko I. 2.5. 4ND 
Slavic, Old* II. 6.4. 6ND 
Slovak  IL 6.4. 4ND 
Slovenian II. 6.4. 6ND 
Solor  I. 1.3.1. 5Dns 

 'S
omali  HI.  1.4. 5Dns 

Sora II. 1.3. 5Dns 
Sotho, Northern  HI. 3.2.5.  S. Bantu 
Sotho, Southern  III. 3.2.5. S. Bantu 
Spanish II. 6.3. 4ND 
Squeamish IV. 2. 4ND 
SS. Philip. & James I. 1.4.2.  11Dns 
Suau  L 1.4.1. 5Dns 
Subanun, Sindangan  I. 1.2.1. 5Dns 
Subanun, Siocon I.  1.2.1.  5Dns 
Sud-Est I. 1.4.1. 5Dns 
Suena  I. 2.1. 8Dns 
Sui II. 3.2. 5Dns 
Suket Siraji II. 6.1. 4ND 
Suketi, Eastern II. 6.1. 4ND 
Sukuma III. 3.2.5. 4ND 
Sumba  I. 1.3.1. 5Dns 
Sungor  III. 2.1. 4ND 
Sunwar II.  3.1. 6ND 

 Suri  III. 2.1. 4ND 
Suroi I. 2.1. 6ND 
Swahili  III. 3.2.5. 4ND 
Swazi  III. 3.2.5. S. Bantu 
Syiagha I. 2.1. 4ND 
Syriac  III. 1.1. 4ND 
Tabaru  I. 2.2. 5Dns 
Tabi  HI. 2.1. 4ND 
Tableng II. 3.1. 4ND 
Tagabili I. 1.2.1. 6Ds 
Tagalog I. 1.2.1. 6Ds 
Tagbanwa, Aborlan  I. 1.2.1. 6Ds 
Tagbanwa, Kalamian I. 1.2.1. 5Dns
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Tagoi  HI. 3.1.  4ND 

Tai-Lu II. 3.2. 8Dns 

Tairora  I. 2.1. 6ND 

Takelma IV. 6. 4ND 

Tama  Hr. 2.1. 4ND 

 TamagOrio I. 2.1. 4ND 

Taman II. 3.1. 5Dns 

Tambee  I. 1.2.2. 5Dns 

Tamil  II. 2. 5Dns 

Tamlu II. 3.1. 4ND 

Tanggum I. 2.7. 6ND 

Tangkhul  II. 3.1. 4ND 

 Tao-Suamoto I. 2.1. 6ND 

Tasiko  I. 1.4.2. 5Dns 

Tasiriki L 1.4.2. 5Dns 

Tausug  T. 1.2.1. 6Ds 

Tawai  I. 4. 4ND 

Tawala I. 1.4.1. 5Dns 

Tawara see Tawai 

 Teo) IV. 6. 4ND 

Teda  III. 2.2. 4ND 

Tehit  T. 2.2. 8Dns 

Telefol  I. 2.1. 4ND 

Telugu II. 2. 5Dns 

Temein III. 2.1. 4ND 

Temiar II. 1.2. 8Dns 

Teop I. 1.4.2. 5Dns 

 Teri III. 3.2.5. 4ND 

Termanu I. 1.3.1. 5Dns 

Teso  HI. 2.1. 5Dns 

Tettum  I. 1.3.1. 5Dns 

Teuso  III. 2.1. 5Dns 

 Thaksya II. 3.1. 6ND 

Thulung  H. 3.1. 5Dns 

Ti I. 1.3.1. 5Dns 

Tiddim IL 3.1. 5Dns 

Tifal I. 2.1. 4ND 

Tigre III. 1.1. 4ND 

Tigrinya III. 1.1. 4ND 

Tikar  III. 3.2.5. 4ND 

Tikia I.  1.4.1. 5Dns 

Tima III. 3.1. 4ND 

Tinombo see Tinompo 

Tinompo  T.  1.2.2. 5Dns 

Tira  HT. 3.1. 4ND 

Tiu I.  1.2.2. 5Dns 

Tiv  III. 3.2.4. 4ND 

Tiwi I. 3.7. 6Ds 

Tlingit IV. 1. 4ND 

Toaripi  I. 2.1. 7Dns—du 

Tobelo  I. 2.2. 5Dns

403



404

国立民族学博物館研究報告　　８巻２号

Togbo  III. 3.2.1. 5Dns 
Tojolabal  IV. 6. 5Dns 
Tolomako I. 1.4.2.  11Dns 
Tonga I. 1.5.  8Dns 
Tonga III. 3.2.5. 5Dns 
Tongoa L 1.4.2. 8Dns 
Tonkawa  IV. 4. 6ND 
Tooro III. 3.2.5.  4ND 
Toraja, Bada' I. 1.2.2. 5Dns 
Toraja, Bare'e I. 1.2.2. 5Dns 
Toraja, Besu I. 1.2.2. 5Dns 
Toraja, Leboni  I. 1.2.2. 5Dns 
Toraja, Napu  I. 1.2.2. 5Dns 
Toraja, Sa'dan  I. 1.2.2. 5Dns 
Trung II. 3.1. 4ND 
Tshwau III. 4. 6ND 
Tsimshian  IV. 6. 4ND 
Tsonga III. 3.2.5. 5Dns 
Tswa III. 3.2.5. 5Dns 
Tswana  III. 3.2.5. S. Bantu 
Tubetube  I. 1.4.1. 5Dns 
Tubu III. 2.2. 4ND 
Tumleo  I. 1.4.1. 4ND 
Tunica  IV. 4. 4ND 
Tunya  III. 3.2.1. 4ND 
Turkish,  Osmanli II. 4.2.  4ND. 

 Turkmen  II. 4.2. 4ND 
Twi III. 3.2.3. 4ND 
Tyeraity I. 3.5. 8Dns 
Tzeltal  IV. 6. 8Dns 
Tzotzil IV. 6. 5Dns 
Tzutujil IV. 6. 4ND 
Ubir I. 1.4.1. 5Dns 
Udihe  If. 4.2. 5Dns 
Uduk III. 2.4. 5Dns 
Uhei-Kachlakin I. 1.3.1.  7Dns,-du/L 
Ukrainian  IT. 6.4. 4ND 

 Ulau-Suain  I.  1,4.1. 4ND 
Ulingan I. 2.1. 6ND 
Ulithian I. 1.4.3. 5Dns 
Ulu Uwoi I. 1.2.2. 5Dns 
Unale  I. 1.3.1. 5Dns 

Uningangk I. 3.14. 8Dns 
 Uri  I. 2.1. 6ND 

Uripiv  I. 1.4.2.  8Dns 
Urningangk see Uningangk 

Usarufa (Auyana D.)  I. 2.1.  6ND. 
Uspanteco IV. 6. 4ND 
Utupua  I. 1.4.2. 8Dns 
Uvea I. 1.5.  8Dns 
Vai  III. 3.2.4.  4ND
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 Vanembere I. 2.7. 4ND 
Vanikolo  I. 1.4.2. 8Dns 
Vanuma III. 3.2.5. 4ND 
Varhadi Kundi II. 6.1. 4ND 
Varise I. 1.4.2. 5Dns 
Yayu  II. 3.1.  8Dns 
Vei see Vai 
Venda III. 3.2.5.  5Dns 
Vietnamese II. 1.1. 5Dns 
Votyak II. 4.1. 4ND 
Wab I. 1.4.1.  5Dns 
Wadaman I. 3.20. 5Dns 
Wadjiginy I. 3.5. 8Dns 
Wagawaga I.  1.4.1. 5Dns 
Wahgi  I. 2.1. 8Dns 
Wahinama I. 1.3.1. 5Dns 
Waipu I. 2.1.  4Dns-O 
Waka III. 1.5. 4ND 
Waling II. 3.1. 5Dns 
Wallis  Ts.  I. 1.5. 8Dns 
Wambon I. 2.1. 4ND 
Wamesa I. 1.3.2.  6Dns-A-p] 
Wamoang  I. 1.4.2. 8Dns 
Wandarang I. 3.16. 8Dns 
Wandamen I. 1.3.2. 5Dns 
Wango I. 1.4.2. 8Dns 
Wan'guri I. 3.20. 8Dns 
Wantoat I. 2.1. 6ND 
Warameri I. 3.20. 8Dns 
Waramunga I. 3.20. 7Dns-pl 
Waramungu see Waramunga 
Waris I. 2.1. 4ND 
Waropen I. 1.3.2.  11Dns 
War:aw  I. 3.1. 8Dns 
Wataluma I. 1.4.1. 5Dns 

 Watam I. 2.7. 2ND 
Watu  I. 1.2.2. 5Dns 
Weda  I. 1.3.2. 5Dns 
Wedau I.  1.1.1. 5Dns 
Welamo see Wolamo 5Dns 
Wemale I. 1.3.1. 5Dns 
Werizoid III. 1.4. 4ND 
Widekum III. 3.2.5. 4ND 
Wigeria see Margi 
Wik-Munkan  I. 3.20. 7Dns-L 
Windesi, Vogelkop I. 1.3.2. 5Dns 
Windesi, Wandamen Bay I. 1.3.2. 8Dns 
Winnebago IV. 5. 6Ds 
Wiru  T. 2.1. 6ND 
Wiyot IV. 4. 4ND 

 Wo  :gaidj I. 3.5. 8Dns
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Wogeo I. 1.4.1. 4ND 
Woi I. 1.3.2. 4ND 
Wolamo  III. 1.5. 4ND 
Woleaian I.  1.4.3. 5Dns 
Wolmeri  I. 3.20. 8Dns 
Wolof III. 3.2.2. 4ND 
Wolu I. 1.3.1. 5Dns 
Worora I. 3.3.  11Dns 
Wute  III. 3.2.5. 4ND 
Xaayo  III. 3.2.5. 4ND 

/xam  III. 4. 5Dns 
Xhosa III. 3.2.5. S. Bantu 
Yafpan see Waipu 
Yagaria I. 2.1. 6ND 
Yahadian I. 2.1. 7Dns-A 
Yakama IV. 6. 6Ds 
Yakan I. 1.2.1. 6Ds 
Yakha II. 3.1. 4Dns-L 
Yakima see Yakama 
Yalasu (Nenema)  I. 1.4.2. 8Dns 
Yami  I. 1.1. 3ND-A 
Yanango  I. 3.20. 8Dns 
Yanyula I. 3.19. 8Dns 
Yapese I. 1.4.3. 8Dns 
Yareba I. 2.1. 6ND 
Yava see Mantenbu 
Yele see Yeletnye 
Yeletnye I. 2.8. 6ND 

 Yidin. I. 3.20. 5ND-A 
Yoba  I. 1.4.1. 5Dns 
Yogwoia I. 2.1. 6ND 
Yokuts IV. 6. 8Dns 
Yoruba III. 3.2.3. 4ND 
Yucatec IV. 6. 5Dns 
Yuma  IV. 8. 4ND 
Yunggor I. 3.5. 8Dns 
Yurak  H. 4.1. 6ND 
Zaghawa  III. 2.2. 4ND 
Zande  III. 3.2.1. 4ND 
Zezuru III. 3.2.5. 5Dns 

 Zhu/oase (Kung D.)  III. 4. 6ND 
Zigula  III. 3.2.5. 4ND 
Ziryene  IL 4.1.  4ND. 
Zulu  III. 3.2.5. S. Bantu
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